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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　もくじ








１　ウサギの穴あなに落おちて

２　なみだの池いけ

３　党とう大たい会かいレースと長ながい尾お話はなし

４　ウサギのお使つかい、小ちいさなビル

５　青あお虫むしが教おしえてくれたこと

６　ブタとコショウ

７　おかしなお茶ちゃ会かい

８　女じょ王おう陛へい下かのクロッケー場じょう

９　海うみガメもどきの話はなし

10　ロブスターのおどり

11　タルトをぬすんだのはだれ？

12　アリスの証しょう言げん




　　訳やく者しゃあとがき
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　アリスは、なんだかとってもつまらなくなってきました。土ど手ての上うえでお姉ねえさんと並ならんですわっていても、なにもすることがないからです。お姉ねえさんが読よんでいる本ほんを一、二度どのぞいてみたけれど、さし絵えもなければ会かい話わもありません。

「さし絵えも会かい話わもない本ほんなんて、なんの役やくに立たつのかしら？」とアリスは思おもいました。

　そこで、ぼうっと考かんがえ始はじめました──暑あつい日ひだったので、すごくねむたくて、なかなか頭あたまが働はたらかなかったのですが──ヒナギクの花はな輪わでも作つくったら楽たのしいかな。でも、わざわざ立たちあがって、お花はなをつむのは…めん……ど………。

　と、そのときです。とつぜん、ピンク色いろの目めをした白しろウサギが、ササッと、そばをかけぬけました。

　それはたいしてめずらしいことではありませんし、ウサギが、

「まずい！　まずい！　遅ち刻こくだぁ！」

と、ひとりごとを言いっているのを耳みみにしたときも、べつにへんだとは思おもいませんでした。（あとになって考かんがえてみると、ものすごくへんだとわかるのですが、そのときはなんでもないように思おもえたのです。）

　でも、ウサギがなんとチョッキから懐かい中ちゅう時ど計けいを取とり出だして、それをちらりと見みてから、また急いそいで走はしり去さったとき、アリスはびっくりして立たちあがりました。だって、はっと気きがついたんです。ウサギがポケット付つきのチョッキを着きていて、しかも、そのポケットから時と計けいを取とり出だすなんて見みたことがないって。
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「なに、これ？　どういうこと？」と思おもったアリスは、ウサギを追おって野の原はらを走はしり出だし、ちょうどウサギが生いけ垣がきの下したの大おおきな巣す穴あなにぴょーんと飛とびこむところを見みとどけました。

　次つぎの瞬しゅん間かん、アリスも飛とびこんでいました。いったいどうやってまた出でてこられるかなんてちっとも考かんがえずに。

　ウサギの穴あなは、しばらくのあいだトンネルのようにまっすぐ進すすんでいて、それから急きゅうにすとーんと下さがっていました。あんまり急きゅうだったので、気きをつけようと思おもう間まもなく、気きがついたときにはもう落おっこちていました──とても深ふかい井い戸どみたいなところを、ひゅーんと下したへ。

　よっぽど深ふかい井い戸どだったのでしょうか、さもなければアリスがよっぽどゆっくり落おちていったのでしょうか。とにかく、落おちながらまわりを見みまわしたり、今こん度どはなにが起おこるんだろうと考かんがえたりする時じ間かんがたっぷりありました。まず、落おちていく先さきになにがあるかと思おもって下したを見みたのですが、暗くらくてなにも見みえません。そこで井い戸どの内うち側がわの壁かべを見みてみますと、一いち面めんに戸とだなや本ほんだながぎっしりつまっているのがわかりました。しかも、あちこちに地ち図ずや絵えが画がびょうでとめられています。通とおりすがりに、たなからびんをひとつ取とってみますと、
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とラベルがはってありました。でも、がっかり。からっぽです。こんなところでびんを落おとしでもしたら、下したにいる人ひとに当あたって人ひと殺ごろしになってしまうかもしれませんから、落おちていくときに目めの前まえをすぎていく別べつの戸とだなに、なんとかびんをおしこみました。

「うわあ！」とアリスは思おもいました。

「こんなに落おちても平へい気きなんだから、これからは階かい段だんからころげ落おちたってへいちゃらだろうな！　おうちに帰かえったら、みんな、わたしのこと、なんて強つよい子こだって感かん心しんしてくれるんじゃないかしら！　屋や根ねのてっぺんから落おちたって、わたし、なにも言いわないわ！」（そりゃあ、なにも言いえなくなるでしょうね。）
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　ひゅーんと下したへ、どこまでも。これって終おわりがないのかしら？

「もう何なんキロぐらい落おちたかしら」とアリスは声こえに出だして言いってみました。

「地ち球きゅうの中ちゅう心しん近ちかくまで来きてるはずだわ。それって、ええっと、六千四百キロだったはず──」

（アリスはちょうど学がっ校こうでそういったことを習ならったところだったのです。まあ、だれも聞きいているわけではなかったので、知ち識しきをひけらかすにはあまりよい機き会かいではありませんでしたが、おさらいをするのはよいことですよね。）

「──そう、それくらいかな──でも、緯い度ど経けい度どで言いうと、どうなるかしら？」

（緯い度どとか経けい度どがなんなのか、アリスにはちっともわかっていませんでしたが、ちょっとえらそうな言こと葉ばだったので言いってみたかったのです。）

　すぐにまた、アリスはおしゃべりを始はじめました。

「地ち球きゅうをつきぬけちゃうんじゃないかしら！　頭あたまを下したにして歩あるいている人ひとたちのなかに飛とび出だしたら、おかしいだろうなあ！　対たい庶しょ民みんとか言いうんだっけ──」

（今こん度どばかりはだれも聞きいていなくてほっとしました。だって、この言こと葉ば、すっかりまちがっていておかしいような気きがしたんです。）

「──でも、その国くにの名な前まえはなんというのか聞きかなくっちゃ。あのう、すみませんが、ここはニュージーランドですか？　オーストラリアですか？」

（そう言いいながら、スカートのすそをつまんで左ひだり足あしを引ひいてひざを曲まげ、ちょこっと身みを低ひくくする女おんなの子このおじぎをしようとしたのですが──宙ちゅうを落おちながらそんなおじぎをするなんて考かんがえてもみてくださいな！　できると思おもいますか？）

「そんなこと聞きいたら、なんてばかな子こだろうと思おもわれちゃう！　だめ、だめ、聞きいちゃだめ。たぶん、どこかに書かいてあるのよ。」

　ひゅーんと下したへ、どこまでも。ほかになにもすることがなかったので、アリスはすぐまたひとりごとを始はじめました。

「ダイナは、今こん晩ばんわたしがいなくて、さぞさみしがるだろうな、きっと！」

（ダイナというのは飼かっているネコです。）

「お茶ちゃの時じ間かんにはダイナにミルクのお皿さらを出だしてあげるのを、だれか忘わすれないでくれるといいんだけど。ああ、ダイナ！　ここでいっしょに落おちていてくれたらよかったのに！　空くう中ちゅうにネズミはいないけど、コウモリならつかまえられるかもしれない。コウモリってネズミみたいじゃない？　でも、ネコって、コウモリ食たべるのかな？」

　そのときアリスはひどくねむくなってきて、ひとりごとを言いいながら、うつらうつらしてきました。

「ネコってコウモリ食たべる？　ネコ…ウモリ食たべる？」

　そのうち、こんなふうになっていきました。

「ネ…コウモリって食たべる？　ねぇ、コウモリってネコ食たべる？」

　だって、どちらの質しつ問もんにも答こたえられないんですから、ネコを食たべるにしても、ネコが食たべるにしても、同おなじことだったのです。

　うとうとして、ダイナと手てをつないで歩あるきながら、とても真しん剣けんに、「いい？　ダイナ、ほんとのことを言いうのよ。あなた、コウモリを食たべたことある？」とたずねている夢ゆめを見み始はじめたところで、とつぜん、どっしーん！　山やまのような枝えだや枯かれ葉はの上うえに、どっしーんと落おちて、墜つい落らくはおしまいとなりました。

　かすりきずひとつ負おわず、アリスはぴょんと立たちあがりました。見みあげてみると、頭ず上じょうはまっくらです。目めの前まえには、またしても長ながい通つう路ろがあって、あの白しろウサギが急いそいで向むこうに走はしっていく姿すがたが見みえるではありませんか。ぐずぐずしてはいられません。アリスは風かぜのように走はしり出だしました。そして、ウサギが角かどを曲まがりながら「ああ、なんてこったい、すごくおくれちまった！」と言いっているのがちょうど聞きこえた、そのすぐあとに続つづいて角かどを曲まがったはずなのに、そこにはもはやウサギの姿すがたはありませんでした。ただ、細ほそ長ながい広ひろ間まががらんと広ひろがっていて、低ひくい天てん井じょうから一列れつにさがったランプがあたりをこうこうと照てらしだしているだけでした。

　広ひろ間まにはドアがずらりと並ならんでいましたが、みんなかぎがかかっていました。かたっぱしから開あけてみようと、手て前まえのドアから始はじめて奥おくまでずっとためしていき、反はん対たい側がわのドアも向むこうのはしからこちらのはしまで全ぜん部ぶためしてみたのですが、どれも開あきませんでした。がっかりして広ひろ間まの真まん中なかへ歩あるいていきながら、アリスは悲かなしくなりました。いったい全ぜん体たい、どうやったら、ここをぬけ出だすことができるのでしょう？

　ふと、どこもかしこもガラスでできている三本ぼん脚あしの小ちいさなテーブルに出でくわしました。上うえにのっているのは、小ちいさな金きん色いろのかぎだけ。アリスは、はっと思おもいつきました。

「広ひろ間まのどれかのドアのかぎにちがいないわ。」
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　でも、残ざん念ねん！　かぎ穴あなが大おおきすぎるのか、かぎが小ちいさすぎるのか、どれも開あいてくれないのです。ただ、念ねんのために、もう一いち度どはしから順じゅんにためしていったとき、さっきは気きづかなかった背せの低ひくいカーテンを発はっ見けんしました。その向むこうには、四十センチぐらいの高たかさの小ちいさなドアがあって、小ちいさな金きん色いろのかぎをそのかぎ穴あなに差さしこんでみると──やった、ぴったりです！

　ドアを開あけてみると、ネズミの穴あなぐらいの小ちいさな通つう路ろが向むこう側がわにのびています。ひざをついてのぞきこんでみると、通つう路ろの向むこうに、見みたことがないようなすてきなお庭にわが見みえました。こんな暗くらい広ひろ間まからぬけ出だして、あの色いろあざやかなお花はなの咲さきほこる花か壇だんやすずしげな噴ふん水すいのあいだを散さん歩ぽできたら、どんなにすてきでしょう！　でも、ドアに頭あたまを通とおすことすらできやしません。

「それに、頭あたまが通とおったって」と、かわいそうなアリスは思おもいました。

「肩かたが通とおらなきゃ、しょうがないわ。ああ、望ぼう遠えん鏡きょうみたいに、のび縮ちぢみできたらなあ！　きっかけさえわかれば、きっとできると思おもうんだけど。」

　だって、このところ、考かんがえてもみなかったことがしょっちゅう起おこるでしょう？　だから、アリスはなんだって不ふ可か能のうなことはないような気きになっていたのです。

　このまま小ちいさなドアのそばで待まっていてもしかたありませんでしたから、テーブルのところにもどってみました。そこに別べつのかぎとか、せめて、人にん間げんを望ぼう遠えん鏡きょうのように短みじかくする方ほう法ほうを記しるした本ほんがあったりしないかしらと思おもってテーブルの上うえを見みてみると、なんと、ちっちゃなびんがのっているではありませんか。（「さっきまでは、ぜったい、なかったのに」とアリスは言いいました。）びんの首くびには、札ふだがくくりつけられていて、
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と大おおきな字じで美うつくしく印いん刷さつしてありました。

「わたしをお飲のみ」とすすめてくれるのはけっこうですが、だからといって、ほいほいと飲のんでしまうようなことを、かしこい少しょう女じょアリスがするはずがありません。

「だめ。まずは調しらべてみないと」とアリスは言いいました。

「もしかしたら《毒どく薬やく》って書かいてあるかもしれないし。」
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　なぜって、これまでアリスが読よんだことのあるすてきなお話はなしでは、子こどもがやけどをしたり、野や獣じゅうに食たべられたり、いろいろひどい目めにあってしまうのは、お友ともだちがせっかく教おしえてくれたかんたんなきまりを忘わすれてしまうからなのです。たとえば、まっかに焼やけた火ひかき棒ぼうをぎゅっとつかんだままでいるとやけどしますとか、ナイフで指ゆびをざくっと切きると、ふつう、血ちが出でますといったことです。《毒どく薬やく》と書かいてあるびんの中なか身みをごくごく飲のんだりしたら、たぶんおそかれ早はやかれ具ぐ合あいが悪わるくなるものだということを、アリスは忘わすれていなかったのです。

　でも、このびんには《毒どく薬やく》と書かいてありませんでしたから、アリスは思おもい切きって味あじ見みをしてみました。すると、とてもおいしかったので──本ほん当とうのところ、サクランボのタルトと、カスタードと、パイナップルと、七しち面めん鳥ちょうの丸まる焼やきと、キャラメルと、焼やきたてのバターつきトーストの混まざったような味あじがしたので──あっという間まに飲のみほしてしまいました。
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「へんてこな感かんじ！」とアリスは言いいました。「望ぼう遠えん鏡きょうみたいに、からだが縮ちぢんでいるんだわ！」

　そうです。気きづいたときには、たった二十五センチほどの背せたけになっていました。「これなら小ちいさなドアを通とおってあのすてきなお庭にわに出でられる」と思おもうと、うれしくて、アリスは顔かおをぱっとかがやかせました。でもまずは、これ以い上じょう小ちいさくなってしまわないか、しばらくようすを見みることにしました。ちょっと心しん配ぱいだったのです。

「だってこのまま小ちいさくなったら、最さい後ごにはロウソクみたいに、すっかりなくなってしまうかもしれないじゃない？　そしたら、わたし、どうなっちゃうんだろう？」

　そう言いいながらアリスは、ふき消けしたあとのロウソクの炎ほのおがどんなふうに見みえるのか想そう像ぞうしようとしました。そんなの見みたことがなかったからです。

　しばらくして、これ以い上じょうなにも起おこらないとわかったので、すぐお庭にわに出でることにしました。ところが、かわいそうに！　アリスはドアのところまで来きて、あの小ちいさな金きん色いろのかぎを忘わすれてきたことに気きづきました！　それを取とりにテーブルのところへもどってみますと、今こん度どは、テーブルが高たかすぎて手てがどうしても届とどきません。かぎはガラスごしに、はっきりと見みえているのに！　なんとかしてテーブルの脚あしをよじ登のぼろうと、一いっ生しょう懸けん命めいしがみつくのですが、つるつるすべってどうにもなりません。しまいにはへとへとになってしまい、かわいそうに、へたりこんでわあわあ泣なきだしてしまいました。

「さあさあ、そんなふうに泣ないていたって、どうにもなりませんよ！」

と、アリスはずいぶんきびしい口く調ちょうで自じ分ぶんに言いい聞きかせました。

「いいこと、今いますぐ泣なきやみなさい！」

　アリスはいつも自じ分ぶんにお説せっ教きょうをするのです。（めったに、そのとおりにできないんですけどね。）ときには、自じ分ぶんをひどくしかりつけるあまり、なみだぐんでしまうことだってあります。いつだったか自じ分ぶん対たい自じ分ぶんでクロッケーの試し合あいをしていたとき、「ずるをした」と自じ分ぶんのほっぺたをひっぱたこうとしたことさえありました。このへんてこな子こどもは、自じ分ぶんがもうひとりいるふりをするのが大だい好すきなのです。

「でも今いまは、もうひとりいるふりをしたってしょうがないわ！」と、アリスはしょんぼり思おもいました。

「だって、小ちいさすぎて、ひとりぶんでも足たりないくらいだもの。」

　ふと、テーブルの下したに小ちいさなガラスの箱はこがあるのに目めがとまりました。開あけてみると、とても小ちいさなケーキが入はいっていて、
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と干ほしブドウできれいに書かいてありました。

「じゃ、食たべてみようっと」とアリスは言いいました。

「それで大おおきくなれれば、かぎに手てが届とどくし、小ちいさくなったらドアの下したからすべりこめる。どっちにしてもお庭にわに出でられるから、どっちでもいいわ！」
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　少すこしかじってみて、大おおきくなるのか小ちいさくなるのか、頭あたまのてっぺんに手てを置おきながら「どっち？　どっち？」とわくわくして言いいましたが、あれあれ、これはどうしたこと？　前まえと同おなじ大おおきさのままです。もちろん、ケーキを食たべたって、ふつう背せは変かわりませんよね。でも、アリスは、とっぴょうしもないことが起おこるのがあたりまえだと思おもうようになっていたので、ありきたりの人じん生せいなんてつまらなくてばかばかしいように感かんじられたのです。

　そこで、アリスは、ぺろりとケーキをたいらげてしまいました。
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「へんてこりんがどんどこりん！」アリスはさけびました。（あんまりびっくりしたものだから、きちんとした言いいかたを忘わすれてしまったのです。）

「今こん度どは、世せ界かい一いち長ながい望ぼう遠えん鏡きょうみたいにのびてる！　あんよさん、さようならぁ！」（だって、足あしもとを見みると、どんどん足あしが遠とおざかって、ほとんど見みえないくらいなのです。）

「ああ、わたしのかわいそうな、ちっちゃなあんよちゃん。これからは、だれがあなたにお靴くつをはかせたり、靴くつ下したをはかせたりしてくれるのかしら？　わたしにはもうできないわ！　あなたたちの面めん倒どうを見みてあげるには、遠とおくはなれすぎてしまったもの。自じ分ぶんでなんとか、がんばってね──でも、あんよさんには、やさしくしてあげなきゃ」とアリスは思おもいました。

「でないと、わたしの行いきたいほうへ歩あるいてくれないかもしれない！　ええっと。そうだ、毎まい年としクリスマスには新あたらしいブーツをプレゼントしようっと。」

　そして、どうすればプレゼントをあげられるか考かんがえ始はじめました。

「配はい達たつしてもらわなきゃ」とアリスは思おもいました。

「自じ分ぶんの足あしにプレゼントを送おくるなんて、へんなの！　宛あて先さきもおかしなことになるわ！





だんろ町まち




じゅうたん荘そう




アリスの右みぎ足あし様さま




（アリスより愛あいをこめて）






あらら、なんてばかなことを言いってるのかしら、わたしったら！」

　ちょうどそのとき、アリスの頭あたまが広ひろ間まの天てん井じょうにごちんとぶつかりました。なんと、このとき、アリスの背せはもう三メートルをはるかにこえていたのです。アリスはすぐさま小ちいさな金きんのかぎをつかむと、お庭にわのドアへと急いそぎました。

　かわいそうなアリス！　できることといったら、横よこ向むきに寝ねそべって、片かた目めでお庭にわをのぞきこむことぐらいでした。そこを通とおるなんて、もうぜったいできそうにありません。アリスはすわりこんで、また泣なきだしてしまいました。

「はずかしくないの、アリス？」アリスは言いいました。

「もう大おおきなお姉ねえさんなんだから。」（本ほん当とうにそうでした。）

「そんなにいつまでもぐずぐず泣ないたりしていてはだめ！　すぐに泣なきやみなさい、いいですか！」

　それでもアリスは泣なきやまず、何なんリットルものなみだを流ながしたものですから、まわりに深ふかさ十センチぐらいの大おおきなお池いけができて、広ひろ間まの半はん分ぶんぐらいまでひろがってしまいました。
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　しばらくして、遠とおくのほうから、パタパタと足あし音おとがしました。なみだを急いそいでぬぐって見みますと、白しろウサギがもどってくるのです。はなやかにめかしこんで、片かた手てに白しろい子こヤギ革がわの手てぶくろを持もち、片かた手てに大おおきな扇せん子すを持もって、大おおあわてでぴょんぴょこ走はしってきて、

「ああ！　公こう爵しゃく夫ふ人じんが！　公こう爵しゃく夫ふ人じんが！　ああ！　お待またせしたら、ひどい目めにあわされるぞ！」

とぶつぶつ言いっていました。

　アリスはもう、わらにもすがる思おもいでしたので、ウサギが近ちかくに来きたときに、おそるおそる小ちいさな声こえで話はなしかけました。

「あの、すみません──」

　ウサギはびくっとおどろいて、白しろい革かわ手てぶくろと扇せん子すを取とり落おとし、いちもくさんに暗くら闇やみのなかにかけ去さってしまいました。

　アリスは扇せん子すと手てぶくろを拾ひろい、広ひろ間まがとても暑あつかったので、その扇せん子すであおぎながらおしゃべりを続つづけました。

「ほんとにもう、今日きょうはなにもかもおかしいわ！　きのうまではいつものとおりだったのに。一ひと晩ばんでわたし、変かわってしまったのかしら？　ええっと。今朝けさ起おきたときは、いつものわたしだったかな？　なんかちょっとちがう感かんじがしたような気きもするんだけど。でも、ちがってたとしたら、『いったい全ぜん体たい、わたしってだれ？』ってことになるわ。ああ、それって大だい問もん題だい！」

　そこでアリスは自じ分ぶんの知しっている同おない年どしの子こ全ぜん員いんのことをひとりひとり思おもい出だしながら、自じ分ぶんはそのうちのだれかに変かわってしまったのだろうかと考かんがえました。

「エイダってことはないわ」とアリスは言いいました。

「だって、エイダの髪かみは長ながい巻まき毛げだけど、わたしのはちっとも巻まき毛げじゃないもの。メイベルってこともありえない。だって、わたしはなんでも知しっているけど、あの子こ──もう、あの子こったら、なんにも知しらないんだもの！　それに、あの子こはあの子こ、わたしはわたしなんだから──ああ、もう、こんがらがる！　前まえに知しっていたことをみんな覚おぼえているかためしてみよう。ええっと。４し×５ご＝12じゅうに、４し×６ろく＝13じゅうさん、４し×７しち……あらら！　これじゃあ、いつまでたっても20にたどりつけないじゃない！　だけど、かけ算ざんなんてどうでもいいわ。地ち理りをやってみましょう。ロンドンはパリの首しゅ都とで、パリはローマの首しゅ都と、ローマは……、うそ、全ぜん部ぶまちがい、これじゃだめ！　わたし、きっとメイベルになっちゃったんだ！　『小ちいさな　かわいい……』の詩しを暗あん唱しょうしてみようっと。」

　そしてアリスは、授じゅ業ぎょうのときのように、ひざの上うえに両りょう手てを重かさねて詩しを暗あん唱しょうしようとしたのですが、しわがれて、へんな声こえしか出でず、文もん句くも知しっていたのとはちがうものになっていました。





小ちいさな　かわいい　ワニさんが、




しっぽを　みがいて　にっかにか。




ナイルの　お水みずも　かけましょね、




金きん色いろ　うろこも　ぴっかぴか。







笑え顔がおがすてきね　ニタニタ　ワニさん。




おつめが　きれいね　まあ　びっくり。




ちいさなお魚さかな　来きた来きた　たくさん。




ほほ笑えむ　お口くちで　さあ　ぱっくり。
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「こんな歌か詞しじゃなかったはずだわ。」

　そう言いいながら、かわいそうなアリスの目めには、また、なみだがあふれてきました。

「やっぱりメイベルになっちゃったんだ。あのみすぼらしい小ちいさなおうちに住すんで、おもちゃなんか、ほとんどなくて、しかも、ああ、これからおぼえなきゃならないことがどっさり！　いいえ、わたし決けっ心しんした。もしわたしがメイベルなら、ここにいることにする！　だれかが上うえからのぞきこんで、『さ、あがっていらっしゃい！』なんて言いったって、わたし、見みあげて言いってやるんだ。『じゃ、わたし、だれなの？　それを先さきに教おしえて。それで、その子こになる気きがあったらあがっていくけど、そうじゃなかったら、ほかのだれかさんになるまで、ここにいる』──でも、ああ！」と、アリスはどっと泣なきだしました。

「だれかが上うえからのぞいてくれたらいいんだけど！　こんなところでひとりぼっちでいるのは、もううんざり！」

　そう言いいながら手てに目めをやると、おどろいたことに、いつの間まにかウサギの小ちいさな白しろい革かわ手てぶくろを片かた手てにはめているではありませんか。

「いったいなんだってこんなことができたのかしら？　わたし、きっとまた小ちいさくなっているんだわ。」

　アリスは立たちあがって、背せたけを測はかるためにテーブルのところへ行いってみますと、どうやら今いまは六十センチくらいで、しかもすごい勢いきおいで縮ちぢんでいるところだとわかりました。その原げん因いんは手てに持もった扇せん子すだとじきに気きづいたアリスは、あわててそれを放ほうりだし、なんとか、小ちいさくなりすぎて消きえてしまわずにすみました。ぎりぎり間まに合あったのです。

「あぶないところだった！」

　変かわり方かたがあまりに急きゅうだったので、とてもこわくなったアリスは、それでもまだ自じ分ぶんが存そん在ざいしていることに、ほっとしました。

「今こん度どこそ、お庭にわに出でなきゃ！」

　アリスは全ぜん速そく力りょくであの小ちいさなドアのところへかけもどりました。ところが、ああ、なんということでしょう！　小ちいさなドアはまた閉しまっていて、小ちいさな金きん色いろのかぎは前まえと同おなじくガラスのテーブルの上うえにのったままなのです。

「これって最さい低てい」と、かわいそうな少しょう女じょは考かんがえました。

「わたし、こんなに小ちいさくなったことなんてないもの！　一いち度ども！　ひどいわ、ひどすぎる！」

　そう言いったとたん、つるんと足あしがすべり、ぽっちゃあん！　あごまで塩しお水みずにつかっていました。とっさに思おもいうかんだのは、どういうわけか海うみに落おちたのだということでした。

「それならそれで、汽き車しゃに乗のって帰かえればいいわ」とひとりごと。（アリスは前まえに一いち度どだけ海かい水すい浴よくに行いったことがあるのです。それ以い来らい、海かい岸がんというものはどこでも、浅あさ瀬せに移い動どう更こう衣い室しつが並ならんでいて、子こどもたちが木きのシャベルで砂すな遊あそびをしていて、海うみの家いえが並ならんでいる背はい後ごには鉄てつ道どうの駅えきがあるものだと思おもいこんでいたのでした。）

　しかし、やがてわかりました──アリスは、三メートルもの身しん長ちょうがあったときに自じ分ぶんが流ながしたなみだの池いけにつかっていたのです。

「こんなに泣なかなければよかった！」

　アリスは、池いけからあがれるところを探さがして泳およぎまわりながら言いいました。

「ばちがあたったんだわ。自じ分ぶんのなみだでおぼれ死しんだりしたら、おかしな話はなしよ！　でも、今日きょうはなにもかもがおかしいんだわ。」

　ちょうどそのとき、池いけの少すこし遠とおくのほうで、何なにかがぴしゃぴしゃいっているのが聞きこえましたので、なんだろうと近ちか寄よってみました。最さい初しょ、セイウチかカバだと思おもったのですが、自じ分ぶんがすごく小ちいさいのだということを思おもい出だして、なあんだ、ネズミだとわかりました。アリスと同おなじく、落おっこちてしまっていたのです。

「このネズミさんに話はなしかけたら、なんとかなるかしら」とアリスは考かんがえました。

「ここでは、なにもかもおかしなことになっているから、このネズミさん、きっと口くちがきけるにちがいないわ。とにかく、やってみて損そんはないもの。」

　そこで、こう切きりだしました。

「おお、ネズミよ、この池いけからどうやって出でられるか知しっていますか？　ここで泳およぎまわってへとへとになってしまったものですから、おお、ネズミよ！」

（アリスは、ネズミにはこう語かたりかけるものだと思おもっていたのです。実じっ際さいに語かたりかけたことがあったわけではありませんが、お兄にいさんのラテン語ご文ぶん法ぽう書しょに、「ネズミは──ネズミの──ネズミに──ネズミを──おお、ネズミよ！」と書かいてあったのを見みたことがあったのです。）

　ネズミは、かなりいぶかしそうにアリスを見みつめ、小ちいさな片かた目めを閉とじてウィンクしたように見みえたのですが、なにも言いってくれませんでした。
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「ひょっとしたら英えい語ごがわからないんじゃないかしら」とアリスは思おもいました。

「きっと、フランスのネズミなんだわ。ウィリアム征せい服ふく王おうといっしょにやってきたのかも。」

（アリスの歴れき史しの知ち識しきはせいぜいこれくらいで、いつなにが起おこったかよくわかっていなかったのです。）

　そこで、今こん度どはこう切きりだしてみました。

「ドコウ　デスカエ　ワタシノマ　ネコシャット？」──アリスのフランス語ごの教きょう科か書しょはそう始はじまるのです。そのとたん、ネズミは、ぴょーんと水みずからはねあがりました。こわくてぶるぶるふるえているようすです。

「あら、ごめんなさい！」

　このかわいそうな動どう物ぶつの気き持もちを傷きずつけてしまったのではないかと思おもって、アリスはあわててさけびました。

「ネコがお好すきでないことを忘わすれていました。」

「ネコがお好すきでないだって！」と、ネズミは甲かん高だかい声こえをはりあげました。「君きみがぼくだったら、ネコを好すきになるかい？」

「あの、たぶんならないと思おもいます」と、アリスはなだめるような口く調ちょうで言いいました。「どうか怒おこらないでね。でも、うちのネコのダイナを見みせてあげたいな。あの子こを一ひと目め見みたら、ネコが好すきになると思おもうの。そりゃあ、おとなしい、いい子こちゃんなんだから。」

　アリスは、だらだらと池いけのなかを泳およぎまわりながら、なかば自じ分ぶんに向むかって話はなし続つづけました。

「だんろのそばに、とてもお行ぎょう儀ぎよくすわって、のどをゴロゴロ鳴ならしながら前まえ足あしをなめたり、顔かおを洗あらったりするのよ──それに、だっこすると、ほんとにふかふかしていて──ネズミをつかまえるのがすごくじょうず──あら、ごめんなさい！」

　アリスはまたさけびました。だって今こん度どは、ネズミはからだじゅうの毛けを逆さか立だてていましたから、本ほん当とうに怒おこっているとわかったのです。

「その話はなしはやめましょうね、おきらいなら。」

「やめましょう、だって！」しっぽの先さきまでふるえながら、ネズミはさけびました。

「まるで、ぼくがそんな話はなしをするみたいな言いいかたをして！　うちじゃあ、みんなネコがだいっきらいなんだ。いやらしい、下げ品ひんで、下げ劣れつなやつらだ！　もうそんな名な前まえ、言いわないでくれ！」
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「言いわないわ、ほんと！」とアリスは言いって、大おおあわてで話わ題だいを変かえました。「あなた──あなた、お好すき──かしら──イヌ、なんて？」

　ネズミが答こたえなかったので、アリスは熱ねっ心しんに続つづけました。

「うちの近ちかくに、とってもかわいい子こイヌがいるの。見みせてあげたいな！　小ちいさな、目めのきらきらしたテリアでね、すっごく長ながい茶ちゃ色いろの巻まき毛げをしているの！　ものを投なげてやるとね、とってくるのよ。しゃんとおすわりして、ごはんをおねだりするし、いろんなことするわ──半はん分ぶんも思おもい出だせないくらい──それがね、お百ひゃく姓しょうさんのワンちゃんでね、すっごく役やくに立たつ、九十万まん円えんの値ね打うちのあるイヌなんですって！　ドブネズミなんか、ぜーんぶ殺ころしちゃうんですって──あ、いけない！」と、アリスはもうしわけなさそうに言いいました。

「また怒おこらせちゃった！」

　だって、ネズミはもう必ひっ死しでアリスからはなれようと、ばしゃんばしゃんと大おおきな波なみをたてながら遠とおくへ泳およいでいこうとしていたからです。

　そこで、アリスはうしろからやさしく声こえをかけました。

「ねえ、ネズミさん！　どうか、もどってきて！　もう、ネコのお話はなしも、イヌのお話はなしも、おいやなら、しないから！」

　ネズミはこれを聞きくと、くるりと向むきを変かえて、ゆっくり泳およいでもどってきましたが、その顔かおはまっしろで（「怒おこっているんだわ」とアリスは思おもいました）、低ひくいふるえる声こえでこう言いいました。

「岸きしにあがろう。そしたら、ぼくのお話はなしを聞きかせてあげるよ。それを聞きけば、どうしてぼくがネコやイヌがきらいなのかわかるだろうよ。」

　確たしかにもう池いけから出でたほうがよいころでした。なにしろ、鳥とりやけものがどんどん池いけに落おちてきてごったがえしてきていたからです。カモやドードー鳥どりやオウムやワシの子こ、そのほかへんてこな生いき物ものがいっぱいいました。アリスが先さきに泳およいでいくと、みんなぞろぞろとそのあとに続つづき、岸きしにあがってきました。
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　岸きしに集あつまったのは、いかにも奇き妙みょうな連れん中ちゅうでした──鳥とりたちはびしょぬれの羽は根ねを引ひきずり、けものたちは毛けをぺったりからだにくっつけて、みんなポタポタしずくをしたたらせながら、ぶすっと居い心ごこ地ちが悪わるそうにしていました。

　さしあたっての問もん題だいは、もちろん、どうやってからだを乾かわかすかということでした。どうしたらよいかと、みんなで相そう談だんしているうち、アリスはまるで生うまれたときからのお友ともだちみたいに、みんなとざっくばらんに話はなせるようになっていました。実じっ際さい、オウムとはずいぶん長ながい議ぎ論ろんをしたものですから、しまいにオウムはふくれてしまい、

「あたしはあんたよりお姉ねえさんなんだから、ものがわかっているのよ」

と言いったきり、ぷいっとそっぽを向むく始し末まつです。そんなこと、オウムがいくつなのかわからないのに認みとめるわけにはいきませんでしたが、相あい手てが頑がんとして自じ分ぶんの年としを言いわないので、話はなしはそれっきりになってしまいました。
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　そうこうするうち、みんなから一いち目もく置おかれているらしいネズミが呼よびかけました。

「みんな、すわって、ぼくの話はなしを聞きいてくれ！　ぼくがみんなをたちまち乾かわかしてやろう！」

　みんなは、直ただちにネズミをかこんで大おおきな輪わになってすわりました。アリスは、たのむわよという気き持もちでネズミを見みつめました。ほんと、すぐ乾かわかないとひどい風か邪ぜをひいてしまいそうでしたもの。

「えへん！」とネズミはえらそうに言いいました。

「みなさん、よろしいかな？　これは、ぼくが知しっているなかで一いち番ばん乾かん燥そうする話はなしだ。みなさん、どうかお静しずかに！　『ローマ法ほう王おうにその義ぎを認みとめられたウィリアム征せい服ふく王おうに、やがてイギリスの民たみも恭きょう順じゅんの意いを示しめした。イギリスの民たみは、指し導どう者しゃがいなかったため、このところかなり侵しん略りゃくや征せい服ふくの憂うき目めに遭あっていたのである。マーシア伯はく爵しゃくとノーサンブリア伯はく爵しゃくであるエドウィンとモーカーは──』」

「げげつく！」と、オウムがみぶるいして言いいました。

「なにかな！」と、ネズミはまゆをしかめながらも、とてもていねいに言いいました。

「なにかおっしゃいましたかな？」

「なにも」と、オウムは急いそいで言いいました。

「ご発はつ言げんなさったのかと思おもいましたが」と、ネズミは言いいました。「──続つづけましょう。『マーシア伯はく爵しゃくとノーサンブリア伯はく爵しゃくであるエドウィンとモーカーは、征せい服ふく王おうを支し持じした。愛あい国こく的てきなカンタベリー大だい司し教きょうスティガンドでさえそれを得とく策さくと見みてとって──』」

「なにを見みてとったって？」と、カモが言いいました。

「それですよ」と、ネズミはむっとして答こたえました。「もちろん、《それ》がなにを意い味みするかおわかりでしょうね。」

「《それ》がなにを意い味みするかぐらいはわかっているさ、ぼくが見みて、取とるならね」と、カモは言いいました。「たいていはカエルかミミズですね。問もん題だいは、大だい司し教きょうはなにを見みて、取とったのでしょうか？」

　ネズミはこの質しつ問もんを無む視しして、そそくさと先さきを続つづけました。「『──エドガー・アセリングとともにウィリアムを出で迎むかえ、王おう冠かんを授さずけるのが得とく策さくであると見みてとったのだ。ウィリアム王おうの行こう動どうは当とう初しょおだやかなものであったが、ノルマン兵へいたちの無ぶ礼れいさは──』そろそろ、どうかな？」ネズミは話はなしながらアリスのほうを向むきました。

「かなり無む味み乾かん燥そうだと思おもうが。」

「ちっとも乾かん燥そうしないみたい」とアリスはゆううつそうな声こえで言いいました。「あいかわらず、びっしょびしょ。」

「しからば」と、ドードー鳥どりが立たちあがって、おごそかに言いいました。「この会かい議ぎは解かい散さんとし、より効こう果か的てきな善ぜん後ご策さくを即そく時じ採さい択たくすべきであると動どう議ぎしたい。」

「まともな言こと葉ばを話はなしてよ！」と、ワシの子こが言いいました。「そんなむずかしい言こと葉ば、半はん分ぶんも意い味みわかんないし、あんただってわかってないくせに！」

　そう言いうと、ワシの子こは頭あたまを折おり曲まげて、にんまり忍しのび笑わらいをしました。声こえをあげてくすくす笑わらう鳥とりたちもいました。

「わがはいが言いおうとしていたのは」と、ドードー鳥どりはきげんを悪わるくした声こえで言いいました。「乾かわかすためには、党とう大たい会かいレースが一いち番ばんということじゃ。」

「党とう大たい会かいレースってなあに？」と、アリスは聞ききました。とくに知しりたかったわけではないのですが、だれかが口くちをはさむべきだというふうにドードー鳥どりが言こと葉ばを切きったのに、だれもなにも言いいそうもなかったからです。

「なあに」とドードー鳥どり。「説せつ明めいするより、やってみるのが一いち番ばんじゃ。」

（みなさんにも、冬ふゆの日ひにやってみられるように、ドードー鳥どりのやりかたをご説せつ明めいしておきましょう。）

　まず、ドードー鳥どりはかけっこ用ようのコースを地じ面めんに円まるく描かきました。（「きちんとした円まるでなくてもかまわんのじゃ」とドードー鳥どりは言いっていました。）それから、みんな、コースのそこかしこで位い置ちにつきました。「よーい、どん！」もなく、好すきなときに走はしり出だし、好すきなときにやめたので、いつかけっこが終おわったのかよくわかりませんでしたが、とにかく三十分ぷんばかり走はしってみんなすっかり乾かわいたところで、ドードー鳥どりがとつぜん「かけっこ、おわり！」とさけびました。みんなはぜいぜい言いいながら集あつまってきて、「それで、だれが勝かったの？」などと言いいました。

　この質しつ問もんにはドードー鳥どりはずいぶん考かんがえないと答こたえられませんでした。指ゆびを一本ぽんひたいにあてて長ながいこと、つっ立たっていました。（シェイクスピアがそういうかっこうをしているのを見みたことがあるでしょう？　あれです。）そのあいだ、ほかのみんなは、だまって待まっていました。

　とうとうドードー鳥どりは、「これはドードーめぐりじゃからな、みんな勝かったのじゃ、だからみんな賞しょう品ひんをもらわねばならん」と言いいました。

「でも、だれが賞しょう品ひんをくれるの？」大おお勢ぜいがくちぐちにたずねました。

「そりゃ、もちろん、あの子じゃよ。」

　ドードー鳥どりが一いっ本ぽん指ゆびでアリスを指さして言いいましたので、みんなあっという間まにアリスのまわりにむらがって、わめきたてました。

「賞しょう品ひん！　賞しょう品ひん！」

　アリスはどうしてよいのかわからず、困こまり果はててポケットに手てを入いれると、砂さ糖とう菓が子しの入はいった箱はこがあったので（幸さいわい、塩しお水みずは中なかまで入はいりこんでいませんでした）、それを賞しょう品ひんとしてみんなに配くばりました。ちょうどみんなにひとつずつあげることができました。
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「でも、この子こも賞しょう品ひんをもらわなくちゃねえ」とネズミが言いいました。

「もちろんじゃ」とドードー鳥どりはとても厳げん粛しゅくに答こたえ、アリスをふり向むきながら、「ポケットには、ほかになにが入はいっておるかの？」とたずねました。

「指ゆびぬきしかないわ」とアリスは悲かなしげに言いいました。

「こっちにおよこし」とドードー鳥どりが言いいました。

　みんなはもう一いち度どアリスをかこんで集あつまり、ドードー鳥どりはおごそかに、

「この優ゆう雅がな指ゆびぬきを受じゅ理りしたもうことを」

と言いいながらアリスに指ゆびぬきを与あたえました。そして、その短みじかいスピーチが終おわったとき、みんないっせいに拍はく手しゅをしました。
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　こんなこと、なにからなにまでばかげているとアリスは思おもいましたが、みんながまじめそうな顔かおをしていたので、笑わらうわけにもいきません。それに、なにも言いうことが思おもいつかなかったので、ただ頭あたまを下さげて、できるだけ神しん妙みょうな顔かおをして指ゆびぬきを受うけ取とりました。

　次つぎにやるべきことは、砂さ糖とう菓が子しを食たべることでした。大おおきな鳥とりたちは飲のみこんでしまって味あじがわからなかったと文もん句くを言いうし、小ちいさな鳥とりたちはのどにつまらせ、背せ中なかをたたいてもらわねばならず、ちょっとしたさわぎとなりました。しかし、それもようやくおさまると、みんなもう一いち度ど輪わになってすわり、ネズミになにかもっとお話はなしをしてくれとたのみました。

「お話はなしをしてくれるって約やく束そくだったでしょ」とアリスは言いったあと、また怒おこりだしたらどうしようと心しん配ぱいしながら、そっと耳みみ打うちしました。「ほら、あの、ネ──とか、イ──とかがきらいなわけを。」

「では、いまだに尾おを引ひいているいざこざがどう起おこったのか、お話はなしをしよう。長ながくて悲かなしいよ、こいつは！」とネズミは言いい、アリスのほうを向むいてため息いきをつきました。

「ほんと、長ながい尾おだわ。」

　アリスはネズミのしっぽをほれぼれと見みおろしながら言いいました。

「でも、どうして悲かなしい尾おなの？」

　アリスは、ネズミが話はなしているあいだ、このことでずっと頭あたまをなやませていたため、ネズミの《尾お話はなし》はこんなふうに感かんじられました──。
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「君きみはちっとも聞きいてないな！」ネズミはアリスにきびしく言いいました。「なにを考かんがえているんだ？」

「ごめんなさい」と、アリスはとてもへりくだって言いいました。「五回かいぐらいくねくねしたところ？」

「くねくねなんかしていない！　君きみが聞きいていないから待っているんじゃないか」と、ネズミはとても怒おこって、きんきん声ごえでさけびました。

「わたしが聞きいてないと、からまっているんですって！」いつも人ひとの役やくに立たちたいと思おもっているアリスは、そわそわあたりを見みまわしながら言いいました。「ああ、わたし、からまったしっぽをほどいてあげる！」

「ほど……ほどほどにしやがれ！」ネズミは立たちあがると、くるりと背せ中なかを向むけて立たち去さろうと歩あるき出だしました。「ばかばかり言いって、ばかにしているな！」

「そんなつもりじゃありません！」かわいそうなアリスは弁べん解かいしました。「だって、あなた、怒おこりっぽいんですもの！」

　ネズミは返へん事じの代かわりに、チューッとうなっただけでした。

「どうかもどってきて、最さい後ごまでお話はなしして！」アリスはネズミの背せ中なかに声こえをかけました。ほかのみんなも声こえを合あわせました。「そうです、どうか！」

　でも、ネズミはいらいらと首くびをふって、足あしを速はやめて行いってしまいました。

　ネズミが見みえなくなるとすぐ、オウムがため息いきをつきました。「あーあ、行いっちゃった。」

　ここぞとばかり、カニのおかあさんが娘むすめに言いいました。「なあ、おまえ！　これでわかったろう。おまえもかんしゃくなんぞ起おこすもんじゃないよ。」

「だまっててよ、ママ！」若わかいカニがぴしゃりと言いい返かえしました。「ママにかかったら、おとなしいカキの貝かいだって怒いかりをかきたてられるわよ！」

「ダイナがここにいてくれたらいいんだけど、ほんと！」アリスは、だれに話はなしかけるでもなく、声こえに出だして言いいました。「ダイナなら、すぐネズミを連つれもどしてくれるのに！」

「ダイナってどなたですか、もしおたずねしてもよろしければ？」オウムが聞ききました。

　いつも自じ分ぶんのネコちゃんのことを話はなしたくてうずうずしているアリスは、夢む中ちゅうで答こたえました。

「ダイナはうちのネコ。もうねえ、びっくりするくらい、ネズミをつかまえるのがじょうずなの！　それに、ああ、鳥とりを追おいかけるところを見みてもらいたいわあ！　すごいのよ、小こ鳥とりを見みつけたと思おもったら、もう食たべちゃってるの！」

　これを聞きいたみんなは大おおいに動どう揺ようしました。大おお急いそぎでいなくなった鳥とりもいましたし、年とし老おいたカササギは「もう家いえに帰かえらねばのう。夜よるの空くう気きはのどにさわる！」と言いいながら、とても用よう心じん深ぶかく羽はねで身みをかくしました。カナリアのおかあさんは、ふるえる声こえで子こどもたちに呼よびかけました。「さあさ、みんな、おねんねの時じ間かんよ！」なんやかやとみんな言いい訳わけをしながら立たち去さって行いき、やがてアリスはひとりぼっちになってしまいました。

「ダイナのことなんか言いわなきゃよかった！」アリスは、しょんぼりと言いいました。

「ここではダイナは好すかれてないみたい。世せ界かい一いちのネコなのに！　ああ、わたしのダイナ！　ひょっとして、もう会あえないのかしら！」

　そう言いうと、かわいそうに、アリスはまた泣なきだしてしまいました。とてもさびしくなって、がっくりきてしまったのです。ところが、すぐに遠とおくでまたパチャパチャという小ちいさな足あし音おとが聞きこえたので、アリスは、はっと顔かおを上あげました。ひょっとしたら、ネズミさんが気きを取とり直なおして最さい後ごまでお話はなしをしにもどってきてくれたのではないでしょうか。
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　やって来きたのは白しろウサギでした。なにかなくしたのでしょうか、あたりをそわそわ見みまわしながら、ぴょんぴょこゆっくりもどってきます。そしてなにやらぶつくさ言いっているのが聞きこえます。

「公こう爵しゃく夫ふ人じんが！　公こう爵しゃく夫ふ人じんが！　ああ、ウサったい、ウサギ足あしの急いそぎ足あしで来きたのに！　きっと死し刑けいにされちまう！　ウサギをバラして憂うさ晴ばらしか！　いったいどこで、落おとしちまったんだろう？」

　ウサギの捜さがしものは扇せん子すと白しろい革かわ手てぶくろだとアリスにはすぐに見けん当とうがつきましたので、親しん切せつ心しんを起おこして捜さがしてあげようとしましたが、どこにも見みつかりません──池いけで泳およいで以い来らい、なにもかも変かわってしまっていて、ガラスのテーブルと小ちいさなドアのあった大おおきな広ひろ間まはあとかたもなく消きえ失うせていたのです。

　ウサギはじきに、捜さがしまわっているアリスに気きがつき、大おお声ごえでどなりつけました。

「なんだ、メアリ・アン、こんなところでなにをしているんだ？　とっとと家いえに走はしって行いって、手てぶくろと扇せん子すを取とってきてくれ！　急いそげ、さあ！」

　アリスはぎょっとしたあまり、人ひとちがいですと説せつ明めいもできずに、ウサギが指ゆびさした方ほう角がくへいちもくさんに走はしり出だしました。

「お手て伝つだいさんとまちがえられたんだわ。」走はしりながらアリスは思おもいました。

「わたしがだれだかわかったら、きっとおどろくでしょうね！　でも、扇せん子すと手てぶくろをもってきてあげなくちゃ──うまく見みつかったらだけど。」

　そう言いううちに、小こぎれいな小ちいさな家いえに着つきました。玄げん関かんには、
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と彫ほられたぴかぴかの真しん鍮ちゅうの表ひょう札さつがかかっていました。アリスは、本ほん物もののメアリ・アンに出でくわしたら、扇せん子すと手てぶくろを見みつける前まえに家いえからつまみ出だされてしまうのではないかと、はらはらどきどきしながらノックもせずに中なかに入はいり、二階かいにかけあがりました。

「へんなの。」アリスは思おもいました。

「ウサギのお使つかいをするなんて！　今こん度どはダイナがわたしをお使つかいに出だしたりして！」──アリスは、それがどんなふうになるか想そう像ぞうし始はじめました。

「『アリスお嬢じょうさま！　すぐここにいらして、お散さん歩ぽのお支し度たくをなさいまし！』『すぐ行いくわ、ばあや！　でもわたし、ダイナがもどってくるまで、このネズミの穴あなを見みはってなくちゃならないの。ネズミが逃にげださないようにってダイナに言いわれてるんですもの』なんてね。でも、ダイナがそんなふうに人ひとに指さし図ずし始はじめたら、ダイナを家いえにおいておこうってだれも思おもわなくなるだろうな！」

　そうこうするうち、きちんと片かた付づいた小こ部べ屋やにやってきました。窓まどぎわにテーブルがあって、その上うえには（期き待たいどおり）扇せん子す一本ぽんと小ちいさな白しろい革かわ手てぶくろが二、三組くみありました。アリスがその扇せん子すと一ひと組くみの手てぶくろをとりあげて部へ屋やを出でて行いこうとしたそのとき、鏡かがみの近ちかくに小こびんが立たっているのがふと目めに入はいりました。

　今こん度どは「わたしをお飲のみ」と書かかれたラベルはありませんでしたが、アリスはそのコルクのせんをぬいて口くちをつけました。こう考かんがえたのです。

「食たべたり飲のんだりするたびに、なにかしらおもしろいことが起おこるんだもの。このびんはどうなるのか、ためしてみよう。また大おおきくなれるといいなあ。こんなに小ちいさいのは、もううんざり！」

　なるほど大おおきくなれたのですが、思おもったよりずっとききめが早はやく、びんの中なか身みを半はん分ぶんも飲のまないうちに頭あたまが天てん井じょうにつっかえてしまったので、首くびが折おれないように、かがまなければなりませんでした。急いそいでびんをもとにもどして、自じ分ぶんに言いいました。

「もうたくさん──これ以い上じょう大おおきくなりませんように──今いまだってドアから出でられないんだから──あんなにたくさん飲のまなければよかった！」

　残ざん念ねん！　後こう悔かい先さきに立たたずです！　アリスはどんどん大おおきくなって、やがて床ゆかにひざまずかなければならなくなりました。一分ぷんもしないうちに、それでもつっかえてしまうので、片かた方ほうのひじをドアにおしつけ、もう片かた方ほうの腕うでをまくらにしてごろりと横よこになってみました。それでもまだ大おおきくなっていくので、最さい後ごの手しゅ段だんとして、片かた腕うでを窓まどからつき出だし、片かた足あしを煙えん突とつの内うち側がわに差さしこみ、自じ分ぶんにこう言いいました。

「どうあっても、これ以い上じょうはむり。わたし、どうなっちゃうのかしら？」
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　幸さいわいなことに、小ちいさな魔ま法ほうのびんのききめはここまでで、これ以い上じょうは大おおきくなりませんでした。それにしても、きゅうくつでたまりませんでしたし、この部へ屋やから出でられる見みこみはまったくなくなってしまったので、アリスが悲かなしくなったのもむりはありません。

「おうちにいたほうがずっとよかった」と、かわいそうなアリスは思おもいました。

「おうちなら、しょっちゅう大おおきくなったり小ちいさくなったりしないし、ネズミやウサギにこき使つかわれることもないもの。あのウサギの穴あなに入はいらなければよかったのかしら──ただ──やっぱり──ちょっとへんてこでおもしろいじゃない、こんな人じん生せいも！　わたし、どうしちゃったんだろう！　昔むかし、おとぎばなしを読よんだとき、そんなこと起おこりっこないと思おもっていたけど、今いま、そのまっただなかにいるんだわ！　これ、ご本ほんに書かかれるべきよ、ほんと！　わたし、ご本ほんに書かくわ、大おおきくなったら──でも、もう大おおきくなっちゃってるのよね。」

　アリスは悲かなしげな声こえでつけ加くわえました。「少すくなくとも、もうここでは、これ以い上じょう大おおきくなれないわ。」

「でも、それなら」とアリスは考かんがえました。「これ以い上じょう、年としをとらないってことかな？　それって、なんか、いいかも──おばあさんにならないんだから──でも──いつまでたっても勉べん強きょう勉べん強きょうか！　あぁ、それはいやだなあ！」

「まあ、なんてばかなことを、アリスさん！」アリスは自じ分ぶんで自じ分ぶんをたしなめました。

「ここでお勉べん強きょうなんてできないでしょ？　あなたがこの家いえに入はいっているのだってむりなんですから、教きょう科か書しょが入はいりこむすきまはありません！」

　こんな調ちょう子しでアリスはひとり二ふた役やくを続つづけて、なかなかの会かい話わをしてみせたのですが、そうこうするうちに外そとから声こえが聞きこえたので、おしゃべりをやめて耳みみをすませました。

「メアリ・アン！ メアリ・アン！」と声こえは言いいました。「今いますぐ手てぶくろを取とってこい！」

　それから、パタパタと階かい段だんをあがってくる小ちいさな足あし音おとがしました。ウサギがアリスを捜さがしにあがってくるのだとわかりましたから、こわくなってぶるぶるふるえると、家いえ全ぜん体たいががたがたっとゆれました。ウサギの一千倍ばいも大おおきくなっているのですから、こわがる理り由ゆうなどないということを、すっかり忘わすれていたのです。

　すぐにウサギはドアのところまであがってきて開あけようとしましたが、ドアは内うち開びらきで、アリスのひじがぴたりとつかえていたために、どうしても開ひらきません。ウサギが「じゃあ、ぐるっとまわって窓まどから入はいってやる」と言いうのが聞きこえました。

「そうはさせない！」アリスは思おもいました。そして、ウサギが窓まどの下したのところまで来きたころあいを見みはからって、いきなり手てをのばして空くうをつかみました。なにもさわりませんでしたが、ぎゃっと小ちいさな悲ひ鳴めいが聞きこえ、どすんと落おちる音おとと、がしゃんとガラスが割われる音おとがしました。どうやらウサギはきゅうりの温おん室しつかなにかの上うえに落おちたらしいとアリスは考かんがえました。

　次つぎに、怒おこった声こえがしました──ウサギです──「パット！　パット！　どこにいやがる？」それから、聞きいたことのない声こえがしました。「ここでごぜえやす！　りんごをほっておりやした、だんな！」

「りんごをほっていただと！」ウサギは怒おこって言いいました。「ここに来こい！　ここからわしを出だしてくれ！」（さらにガラスが割われる音おと。）

「さてと、パット、あの窓まどにあるあれはなんだね？」

「へえ、腕んででごぜえます、だんな！」（パットは「んで」と発はつ音おんしていました。）

「腕うでだと、あほうめ！　あんな大おおきな腕うでなどだれが見みたことがある？　窓まどいっぱいじゃないか！」

「へえ、いっぱいです、だんな。でもやっぱ、腕んでっす。」

「とにかく、あんなところにあっては困こまる。とりのぞいてこい！」

　このあと長ながい沈ちん黙もくがあって、ときどき、

「そいつは、だんな、どうにもこうにも、ごかんべんを！」

「言いわれたとおりにしろ、この腰こしぬけめ！」

といったささやき声ごえしか聞きこえてこないものですから、とうとうアリスはもう一いち度ど手てをのばして空くうをつかんでみました。今こん度どは、二つの小ちいさな悲ひ鳴めいがして、もっとガラスが割われる音おとがしました。

「きゅうりの温おん室しつってずいぶんあるんだな！」とアリスは思おもいました。

「今こん度どはどうするつもりかしら！　わたしを窓まどから引ひきずり出だすつもりかな？　やれるもんならやってほしい！　もうこんなところにいたくないもの！」

　それっきり、なにも聞きこえないまま、しばらく待まちました。ついに、小ちいさな荷に車ぐるまのゴトゴトという音おとが近ちかづいてきて、がやがやと話はなす大おお勢ぜいの声こえがしました。こんな具ぐ合あいに──。

「もうひとつのハシゴはどこだ？　──え、おれ、ひとつ持もってけって言いわれただけですから。もうひとつのはビルが持もってます──ビル！　そいつをここに持もってこい！　──よおし、両りょう方ほうともこの角かどのところに立たてろ──いや、まず二つをつなぎ合あわせなくちゃ──それでも半はん分ぶんも届とどかないですよ──なあに、これでじゅうぶんだ、細こまかいこと言いうな──さあ、ビル！　このロープをつかめ──屋や根ね、だいじょうぶかな？　──そのかわら、はずれそうだから気きをつけろ──おい、落おちてくるぞ！　頭あたまを下さげろ！」

（なにかがぶつかる大おおきな音おと。）

「やい、だれが落おとした？　──どうせ、ビルだろ──だれが煙えん突とつんなか降おりてく？　──おれはいやだよ、おまえ、行いけよ！　──冗じょう談だんじゃねえ！　──ビルに行いってもらうしかねえな──ほら、ビル！　おまえに煙えん突とつんなか降おりろってボスの命めい令れいだ！」

「あら！　じゃあ、ビルが煙えん突とつを降おりてくることになったのね？」とアリスは思おもいました。

「なにもかもビルにおしつけちゃって！　どうあってもビルの役やくまわりはごめんだわね。このだんろはせまいけど、ちょっとけっとばすぐらいできるかも！」

　アリスは煙えん突とつのなかでできるだけ足あしをひっこめて待まちかまえました。そして、小ちいさな動どう物ぶつ（それがなにかさっぱり見けん当とうがつきませんでした）が煙えん突とつのなかをひっかきながら、アリスのすぐ近ちかくまでずるずると降おりてくると、アリスは「これがビルね」と言いいざま、するどいキックを一発ぱつおみまいし、次つぎにどうなるか待まちました。

　まず聞きこえたのは、「ほら、あそこ、ビルが飛とんでく！」と、いっせいにさけぶ声こえ。そのあと、ウサギの声こえだけが──「ちゃんと受うけ止とめろ。垣かき根ねのところの、おまえ！」そして、しーんと沈ちん黙もくの一いっ瞬しゅん。それからまた、がやがやとさわがしくなりました──「頭あたまをあげてやれ──ブランデーを飲のませろ──むせないようにしてやれ──どうだった、よお？　なにがあったんだ？　すっかり教おしえてくれ！」

　最さい後ごに小ちいさな、たよりない、きーきー声ごえがしました。（「ビルだわ」とアリスは思おもいました。）

「あの、よくわかんないんだ──いや、もういい、ありがと。もうだいじょうぶ──でも、すっかりまごついちまって、うまく話はなせないけど──ぼくにわかるのは、まるでびっくり箱ばこみたいに、なにかがこっちへやってきて、ぼくは打うちあげ花はな火びみたいに打うちあげられたってわけさ！」
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「ほんと、ぴゅーんとね！」みんなが言いいました。

「あの家いえを焼やきはらおう！」ウサギの声こえがしました。そこでアリスは、あらんかぎりの大おお声ごえをはりあげました。

「そんなことしたら、ダイナをけしかけるからね！」

　たちまち、あたりは水みずを打うったように静しずまりかえりました。アリスは思おもいました。

「今こん度どはなにをしかけてくるかしら！　おつむが働はたらくなら、屋や根ねをひきはがすだろうけれど。」

　一、二分ふんすると、みんなはまた動うごきまわり始はじめ、ウサギが「とりあえず、手ておし車ぐるま一台だい分ぶんもありゃあいい」と言いうのが聞きこえました。

「手ておし車ぐるま一台だい分ぶんのなに？」アリスは考かんがえました。しかし、いぶかる間まもあらばこそ、次つぎの瞬しゅん間かんには、小こ石いしが雨あめあられと窓まどから入はいりこんできて、ばらばらとアリスの顔かおにも当あたりました。

「これはやめさせなきゃ」とアリスは自じ分ぶんに言いい、「こんなこと、二に度どとしたら承しょう知ちしないから！」とさけびました。するとまた、しーんとなりました。

　アリスが気きづいておどろいたことがあります。小こ石いしは床ゆかにころがると、みるみる小ちいさなケーキに変かわっていくのです。そこで、すばらしいアイデアを思おもいつきました。

「ケーキをひとつ食たべてみたら」とアリスは考かんがえたのです。「きっとわたしの大おおきさが変かわるはず。これ以い上じょう大おおきくなりようがないから、小ちいさくなれるわ。」

　そこで、小ちいさなケーキをひとつのみこんでみました。すると、うれしいことに、たちまちからだが縮ちぢんでいったのです。ドアからぬけ出だせるほど小ちいさくなったとたんに家いえから走はしり出でてみますと、外そとには小ちいさなけものや鳥とりたちが大おお勢ぜいむらがっていました。真まん中なかには気きの毒どくな小ちいさいトカゲのビルがいて、二ひきのモルモットに支ささえられ、びんからなにかを飲のませてもらっているところでした。アリスが姿すがたを見みせたとたん、みんな、うわっとおし寄よせてきたのですが、アリスは力ちからのかぎりに走はしって逃にげ切きり、こんもりしげった森もりのなかに入はいりこみました。ここまで来くれば、もうだいじょうぶ。

「まず、やらなければならないことは」

　森もりのなかをさまよいながら、アリスは自じ分ぶんに言いいました。

「もとの大おおきさにもどること。そしたら次つぎに、あのすてきなお庭にわへ行いく道みちを見みつけること。それが一いち番ばんの計けい画かくだと思おもうわ。」

　確たしかにりっぱな計けい画かくです。とてもわかりやすく、はっきりとしていました。ただひとつの難なん点てんは、と言いえば、それをどう実じっ行こうに移うつしたらいいかさっぱり見けん当とうがつかないということでした。どうしたものかと気きをもみながら、木き々ぎのあいだをすかしてあたりを見みまわしていると、すぐ頭あたまの上うえで小ちいさくキャンとほえる声こえがしたので、アリスは大おおあわてで上うえを見みました。

　巨きょ大だいな子こイヌが、まんまるい大おおきな目めでこちらを見み下おろし、前まえ足あしをひょいとのばしてアリスにさわろうとしています。
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「よしよし！」アリスはあやすような声こえを出だし、口くち笛ぶえをふいてやろうとがんばりましたが、こわくてしかたがありませんでした。だって、おなかをすかせた子こイヌかもしれません。そしたら、どんなにやさしくしても、ぱくりと食たべられてしまいます。

　自じ分ぶんでもよくわからないうちに、アリスは小ちいさな枝えだをひろいあげて、子こイヌにさしだしていました。とたんに、子こイヌはうれしそうにワンとほえ、ぴょーんと枝えだに飛とびつき、かみついて、じゃれつくではありませんか。ふみつぶされてはたいへんと、アリスは大おおきなアザミのうしろにさっと身みをかくしました。アザミの向むこう側がわからそっと顔かおを出だしてみると、子こイヌはまた枝えだに飛とびかかり、勢いきおいあまってごろごろころがっていました。これでは馬ば車しゃ馬うまとじゃれまわるようなもので、いつふみつぶされるかわかりません。アリスは急いそいでまたアザミのうしろにまわりこみました。子こイヌは枝えだに向むかって何なん度どもちょっかいを出だし、少すこし前まえに走はしりこんではずっとうしろに下さがり、そのあいだじゅう耳みみざわりなほえ声ごえをたてていましたが、ついに、かなりうしろに下さがったところで、はあはあ言いいながら舌したをだらりとたらし、大おおきな目めをなかばつぶるようにしてすわりこんでしまいました。

　逃にげるなら今いまです。アリスはさっとかけだし、息いきが切きれてへとへとになるまで走はしり続つづけました。やがて子こイヌのほえ声ごえは遠とおくかすかに聞きこえるだけとなりました。

「でも、かわいかったな、あのワンちゃん！」

　アリスは、キンポウゲにもたれながら息いきを整ととのえ、その葉はっぱを一枚まいとって自じ分ぶんをあおぎながら言いいました。

「芸げいを教おしえてあげるんだけどな、もし──わたしがちゃんとした大おおきさなら！　あ、いけない！　もう少すこしで忘わすれるところだった。わたし、大おおきくならなきゃいけないんだった！　ええと──どうしたらいい？　なにか食たべたり飲のんだりしなきゃ。でも、一いっ体たいなにを？　それが大だい問もん題だい！」

　確たしかに大だい問もん題だいは「なにを」です。アリスはあたりの花はな々ばなや葉はっぱを見みまわしましたが、さしあたって飲のんだり食たべたりするのにふさわしそうなものは見み当あたりません。ただ、近ちかくに大おおきなキノコが生はえていました。アリスの背せたけぐらいあります。その下したを見みて、その両りょうわきを見みて、そのうしろも見みてみましたが、そのとき、どうせならその上うえになにがあるか見みてもいいと思おもいつきました。

　つま先さき立だちになって背せのびをし、キノコのかさのへりごしに上うえをのぞいて見みたとたん、アリスの目めは大おおきな青あお虫むしの目めと出でくわしました。青あお虫むしは、アリスだろうがなんだろうが一いっ切さい知しったこっちゃないといったようすで、長ながい水みずギセルで静しずかにタバコをふかしながら腕うで組ぐみをしてキノコの上うえにすわっておりました。
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　しばらくのあいだ、青あお虫むしとアリスはだまって見みつめ合あっていました。とうとう青あお虫むしは水みずギセルを口くちからはなして、ものうげでねむそうな声こえで話はなしかけました。

「あんた、だれ？」と青あお虫むし。

　これでは会かい話わがはずむはずがありません。アリスは、かなりもじもじしながら答こたえました。

「あの、わたし、よくわからないんですけど、今いまのところは──少すくなくとも今朝けさ起おきたときは自じ分ぶんがだれだかわかっていたんですが、それから何なん度ども変かわってしまったみたいで……」

「どういうことかな？　自じ分ぶんの言いっていることを説せつ明めいしたまえ。」青あお虫むしはきびしい口く調ちょうで言いいました。

「その自分がわからないんです」とアリス。「わたし、自じ分ぶんじゃなくなっているんです。」

「わからんな」と青あお虫むし。

「これ以い上じょうはっきりとは申もうし上あげられません。」アリスはとても礼れい儀ぎ正ただしく答こたえました。

「そもそも、わたしにもわからないんです。一日にちのうちにいろんな大おおきさになってしまうと、わけがわからなくなるんです。」

「そんなことはない」と青あお虫むし。

「それは、まだ、あなたはそうお感かんじになっていないだけだと思おもいます。」アリスは言いいました。

「でもいつか、さなぎにおなりになって──いつかは、さなぎにおなりでしょうから──そしてちょうちょになったら、少すこしへんな感かんじがすると思おもわれませんか。」

「ちっとも。」青あお虫むしは言いいました。

「えっと、ひょっとすると、あなたはちがったふうにお感かんじなのかもしれませんけれど」とアリス。「わたしには、とってもへんなことなんです。」

「あんたには、だって！」青あお虫むしはばかにしたように言いいました。「あんた、だれ？」

　これでまた会かい話わのふりだしにもどることになりました。アリスは、青あお虫むしがこんなにぶっきらぼうな物もの言いいしかしないのに少すこしいらいらしてきて、胸むねをはってとても重おも々おもしく言いいました。

「まずは、ご自分が名な乗のるべきではないかと思おもいます。」

「なんで？」青あお虫むしは言いいました。

　これもまた返へん答とうに困こまる質しつ問もんでした。いい理り由ゆうが思おもいつかなかったし、青あお虫むしはかなりふきげんに見みえましたので、アリスは立たち去さろうとしました。

「もどってこい！」青あお虫むしがうしろから呼よびとめました。「大だい事じな話はなしがある！」

　そう言いわれたら、これはなにかありそうです。アリスは回まわれ右みぎをしてもどってきました。

「怒おこるな。」青あお虫むしは言いいました。

「それだけですか？」アリスは怒いかりをできるだけおさえながら言いいました。

「いや。」青あお虫むしは言いいました。
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　アリスは、しばらく待まってみてもいいと思おもいました。ほかにすることもありませんし、ひょっとしたら結けっ局きょくなにかいいことを教おしえてくれるかもしれません。数すう分ふん間かん、青あお虫むしはなにも言いわずにタバコをふかしていましたが、やがておもむろに腕うで組ぐみをやめて、水みずギセルを再ふたたび口くちから出だして言いいました。

「それじゃあ、あんたは自じ分ぶんが変かわったと、そう思おもっておるんじゃな？」

「ええ、そうです。」アリスは言いいました。

「前まえに覚おぼえていたことが思おもい出だせませんし──十分ぷんもしないうちに大おおきさがころころ変かわるんです！」

「なにが思おもい出だせないって？」青あお虫むしが言いいました。

「えっと、『小ちいさなかわいいハチさん』の暗あん唱しょうをしようとしたら、ぜんぜん歌か詞しがちがってしまいました！」アリスはとてもゆううつそうな声こえで答こたえました。

「『ウィリアム父とうさん、年としだよ』を暗あん唱しょうしてみたまえ」と青あお虫むしは言いいました。

　アリスは、教きょう室しつで立たって暗あん唱しょうするときのように、両りょう手ての指ゆびを組くみ合あわせて暗あん唱しょうし始はじめました。





「ウィリアム父とうさん、年としだよ、すっかり。」




若わかい息むす子こが言いいました、「頭あたまは白しら髪がでまっしろ、




なのに、しょっちゅう逆さか立だちばっかり！




年とし相そう応おうに、ちゃんとしろ。」★







父とうさん答こたえて、「そりゃ昔むかしはねえ、




脳のうに悪わるいと思おもったさ。でも、




今いまじゃわかった、脳のうみそなんかねえ。




だから逆さか立だちするさ、いくらでも。」
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「あきれ返かえるよ、その肥ひ満まん体たい、




重おもたい体からだで、くるりと回まわる。




宙ちゅう返がえりとはどういうこったい？




ほんに、こちらは目めが回まわる。」







「若わかいころには、手て足あしはしなやか。




この軟なん膏こうをぬってた成せい果か。




──ひと箱はこ、五百円えん！」と父とうさん、にこやか。

「おまえ、ふた箱はこ買かわないか？」
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「父とうさん、年としだよ、あごもがくがく。




嚙かめるとしたら脂あぶら身みぐらい。




なのに、がちょうを骨ほねごとばくばく。




なぜにそんなに大おお食ぐらい？」







「若わかいころには、かんかんがくがく、




妻つまを相あい手てに、ばりばりの弁べん論ろん。




きたえたあごは、しねえよ、がくがく。




ばりばり食くうよ、そりゃもちろん。」
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「齢よわい重かさねて、目めだって弱よわい。




なのに、うなぎを鼻はな先さきのせてよ、




立たたせちゃうとは、どういう具ぐ合あい？




こっそり秘ひ訣けつを、教おしえてよ。」







「三つ答こたえた。もうこりごりだ。」




父ちちは息むす子こをしかり飛とばす。




「えらそうにするな！　何なに様さまのつもりだ？




でてけ！　さもなきゃ、ぶっとばす！」
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「まちがっとる。」青あお虫むしは言いいました。

「ちょっとちがってたかも。」アリスはおずおずと言いいました。「少すこし言こと葉ばが変かわっちゃったかな。」

「始はじめから終おわりまで全ぜん部ぶまちがっていた。」青あお虫むしはきっぱり言いいました。数すう分ふん間かん沈ちん黙もくが続つづきました。

　やがて青あお虫むしのほうから口くちをききました。

「どれくらいの大おおきさになりたいのかね。」

「あのう、大おおきさにはこだわらないんですけど。」アリスは急いそいで答こたえました。「ただ、しょっちゅう大おおきさが変かわると、ほら、困こまるでしょう？」

「知しるか。」青あお虫むしは言いいました。

　アリスはなにも言いいませんでした。生うまれてこのかた、こんなになにからなにまで否ひ定ていされたことはなかったので、ふつふつと怒いかりがこみあげてくるのが自じ分ぶんでもわかりました。

「今いまは満まん足ぞくなのかね」と青あお虫むし。

「もう少し大おおきくなれるとありがたいんですけど」とアリス。「七、八センチの背せたけじゃ、みじめですもの。」

「りっぱな背せたけではないか！」青あお虫むしは怒おこって、背せ筋すじをのばしながら言いいました。（まさに七、八センチだったのです。）

「でも、わたし、そんな背せたけに慣なれてないんです！」かわいそうなアリスは情なさけない声こえで弁べん解かいしました。そして、「なんでこんなに怒おこりっぽいんだろ！」と思おもいました。

「じきに慣なれるさ。」青あお虫むしはそう言いうと、水みずギセルを口くちにもどして、またタバコを吸すい始はじめました。

　今こん度どは、アリスはしんぼう強づよく、青あお虫むしが再ふたたび口くちをきいてくれるのを待まちました。一、二分ふんすると、青あお虫むしは水みずギセルをくわえるのをやめ、一、二度どあくびをすると、からだをぶるぶるっとさせました。それから、キノコから降おりて、草くさのなかへはって行いきながら、「いっぽうの側がわは背せが高たかくなる、反はん対たい側がわは背せが低ひくくなる」とだけ言いいました。

「いっぽうって、なんのいっぽう？　なんの反はん対たい側がわ？」と、アリスは思おもいました。

「キノコじゃよ。」まるでアリスが声こえにだして聞きいたかのように、青あお虫むしは言いいました。そう言いうやいなや、姿すがたが見みえなくなってしまいました。

　アリスはしばらく、しげしげとキノコを見みつめながら、いっぽうの側がわとはどちらなのだろうとなやんでいました。なにしろまんまるでしたから、これはかなりの難なん問もんでした。でも、ついにアリスは両りょう腕うでをのばせるだけのばすと、両りょう方ほうの手てでキノコのそれぞれのへりをもぎ取とったのです。

「さて、どっちがどっち？」アリスはそう言いって、右みぎ手てに持もった切きれはしを少すこしかじってためしてみました。次つぎの瞬しゅん間かん、あごの下したに強きょう烈れつなパンチを感かんじました。あごが足あしにぶつかったのです！

　あまりに急きゅうに変かわったのでアリスはとてもこわくなりましたが、からだは急きゅう速そくに縮ちぢんでいたので、ぐずぐずしてはいられませんでした。大おお急いそぎでもういっぽうの切きれはしをかじることにしました。あごが足あしでぎゅうっとおしつけられていて、口くちをあけるのもやっとのことでしたが、左ひだり手てに持もった切きれはしをなんとかひと口くちかじって、飲のみこむことができました。
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「ふう、やっと頭あたまが動うごくようになった！」

　アリスがあげた喜よろこびの声こえは、次つぎの瞬しゅん間かん、悲ひ鳴めいに変かわりました。肩かたがどこにも見み当あたらないのです。見み下おろして、目めに入はいるものと言いえば、果はてしなくひょろ長ながい首くびだけであり、それははるか下したのほうに広ひろがる緑みどりの葉はの海うみのなかからにょきにょきとのびている茎くきのようでした。

「あの緑みどり色いろ、いったいなにかしら？」アリスは言いいました。

「だいたい、わたしの肩かたはどこにいっちゃったの？　それに、ああ、かわいそうなおてては、どうして見みえなくなっちゃったのかしら？」

　そう言いいながら、手てを動うごかしてみたのですが、なにも起おこらず、ただ遠とおくの緑みどりの葉はがかすかにゆれただけでした。

　手てを頭あたまの前まえに持もってこられそうもなかったので、頭あたまを手のところへ持もっていこうとしてみると、うれしいことに首くびがヘビのように、どの方ほう向こうにも自じ由ゆう自じ在ざいに曲まがるではありませんか。くねくねとじょうずにジグザグをえがいて、頭あたまを葉はっぱのなかへつっこもうとしましたが、そこはさっきまで下したから見みあげていた木こ立だちのてっぺんにほかなりませんでした。そのときです。するどいシューという音おとがしたので、アリスは急いそいで首くびをひっこめました。大おおきなハトがアリスの顔かおめがけて飛とんできて、つばさで激はげしくぶつのです。

「ヘビめ！」ハトはさけびました。

「ヘビじゃありません！」アリスはむっとして言いいました。「ほっといてください！」

「ヘビじゃないか！」ハトはくり返かえしましたが、少すこし落おち着ついた調ちょう子しで、すすり泣なくようにしてつけ加くわえました。「いろいろためしているのに、なにひとつうまくいきゃしない！」

「いったいなんのこと？」とアリス。

「木きの根ねっこもためしてみたし、土ど手ても、垣かき根ねもためしてみた。」ハトはアリスのことなどおかまいなしに続つづけました。「でも、このヘビときたら！　しつっこいったらありゃしない！」

　アリスはますますわけがわからなくなっていましたが、ハトがしゃべり終おえるまではなにを言いってもしかたがないと思おもいました。

「卵たまごをかえすのがたいへんじゃないとでも言いうつもり？」ハトは言いいました。「ヘビが来こないかと昼ひるも夜よるも見みはってなきゃならない！　この三週しゅう間かん、一いっ睡すいもしてないんだから！」

「それは本ほん当とうにお気きの毒どくです。」だんだんとわかりかけてきたアリスは言いいました。

「森もりで一いち番ばん高たかい木きを選えらんで」ハトの声こえはだんだん金かな切きり声ごえになってきていました。「とうとうヘビもここまでは来こられまいと思おもったやさき、空そらからくねくね降おりてくるなんて！　げぇー、このヘビめ！」

「でも、わたし、ヘビじゃないんです、ほんとです。」アリスは言いいました。「わたしは──わたしは──」

「へん！　なんだってのさ、あんた？」ハトは言いいました。「なにか、でっちあげようってんだろ！」

「わたしは──女おんなの子こです。」アリスは、その日ひ経けい験けんしてきた何なん回かいもの変へん化かを思おもい出だして、いささか疑うたがわしい気き持もちになりながら言いいました。

「ほんとに、さもありなんてとこだねえ！」ハトはすっかりばかにしきった口く調ちょうで言いいました。「こちとら、女おんなの子こなんてずいぶん見みてきてるけどね、そんな首くびのは見みたこたぁないよ！　だめ、だめ！　あんたはヘビだ。ちがうなんて言いったってむだだよ。お次つぎは、卵たまごなんて食たべたことないとでも言いうんじゃないのかい！」

「卵たまごは食たべたことがあります、確たしかに。」アリスは、とても正しょう直じきな子こでしたので、そう言いいました。「でも、女おんなの子こって、ヘビと同おなじぐらいたくさん卵たまごを食たべるでしょ？」

「うそつけ。」ハトは言いいました。「でもそうだとしたら、女おんなの子こってのは、ヘビみたいなもんじゃないか。それだけは確たしかだね。」

　そんなことは思おもってもみなかったので、アリスは一、二分ふんすっかりだまりこんでしまい、それでハトはこうつけ加くわえることができました。

「あんたは卵たまごを探さがしているんだ。先せん刻こく承しょう知ちだよ。だから、あんたが女おんなの子こだろうがヘビだろうが、あたしにゃ同おなじことだ。」

「わたしには同おなじじゃありません」アリスは急いそいで言いいました。「でも、わたしは今いまは卵たまごを探さがしてないし、探さがしていたとしても、あなたの卵たまごはほしくないわ。生なま玉たま子ごはきらいなの。」

「じゃあ、どっかに行いっちまいな！」ハトはふくれっつらでそう言いうと、また巣すのなかへもどっていってしまいました。

　アリスは、できるだけ気きをつけて木き々ぎのあいだにしゃがむことにしました。というのも、首くびが枝えだにからまってばかりいて、ときどき止とまってそれをほどかなければならなかったのです。しばらくして、手てにまだキノコのかけらを持もっていることを思おもい出だして、こっちをかじったらあっちというふうに、よくよく気きをつけてのびたり縮ちぢんだりしながら、ようやくいつもの背せたけにもどることができました。

　ちゃんとした大おおきさなんてずいぶんひさしぶりだったので、最さい初しょはひどくへんな感かんじがしました。それでも、数すう分ふんもするうちに慣なれてきて、またいつものようにおしゃべりが始はじまりました。

「さあ、これで計けい画かくは半はん分ぶん完かん了りょう！　こんなにしょっちゅう大おおきさが変かわると、ほんと困こまっちゃう！　一分ぷん後ごには自じ分ぶんがどうなるか見けん当とうもつかないんだもの！　でも、なんとかもとの大おおきさにもどれたわ。さあて、次つぎにやるべきは、あのきれいなお庭にわに入はいること──それってどうやればいいのかしら！」

　そんなことを言いっているうちに、急きゅうにひらけた場ば所しょに出でました。そこには一メートルちょっとぐらいの高たかさの小ちいさなおうちがありました。

「だれが住すんでいるにせよ」アリスは考かんがえました。「このままの大おおきさで訪たずねるわけにはいかないわ。腰こしがぬけるほど、こわがらせちゃうもの！」

　そこでアリスは、右みぎ手てに持もっていたかけらをまたかじり始はじめ、二十センチちょっとくらいの高たかさになってから家いえに近ちかづいていきました。
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　一、二分ふんのあいだ、家いえをながめながら、さて、どうしたものかしらと思おもって立たっていますと、とつぜん、制せい服ふくを着きた召めし使つかいが森もりのなかから走はしってきて──（召めし使つかいだと思おもったのは、制せい服ふくを着きていたからです。制せい服ふくがなくて、顔かおだけを見みていたら、お魚さかなと呼よんでいたことでしょう）──ドアをげんこつでドンドンとたたきました。がちゃっとドアを開あけて出でてきたのは、やはり制せい服ふくを着きた召めし使つかいでした。丸まるい顔かおをして、カエルのような大おおきな目めをしています。ふたりの召めし使つかいはどちらも頭あたまじゅうくるくるカールした髪かみの毛けで髪かみ粉こをつけていました。これはどういうことだろうと、とてもふしぎに思おもったアリスは、森もりからそっと出でてきて、聞きき耳みみを立たてました。

　まず、お魚さかなそっくりの召めし使つかいが、身みの丈たけほどもありそうな大おおきな手て紙がみをわきの下したから取とり出だして相あい手てにわたしながら、おごそかな口く調ちょうでこう申もうしました。

「公こう爵しゃく夫ふ人じんへ。女じょ王おう陛へい下かよりクロッケーのゲームへのご招しょう待たい。」

　カエルそっくりの召めし使つかいが同おなじようにもったいぶって、言こと葉ばの順じゅん番ばんを少すこし変かえてくり返かえしました。

「女じょ王おう陛へい下かより。公こう爵しゃく夫ふ人じんへクロッケーのゲームのご招しょう待たい。」
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　それからふたりが深ふか々ぶかとおじぎをすると、頭あたまと頭あたまがごっちんこをして、くるくるの髪かみの毛けがこんがらがってしまいました。

　アリスはこれを見みてあんまり大おお笑わらいしたものですから、聞きこえてはたいへんと森もりのなかへかけもどらなければなりませんでした。それから次つぎにのぞいてみると、お魚さかなそっくりの召めし使つかいはいなくなっていて、カエルそっくりのほうがドアの近ちかくの地じべたにすわりこんで、ぽかんと空そらをながめていました。

　アリスはおそるおそるドアのところまで行いって、ノックしてみました。

「ノックしたって、どうもならん。」カエル顔がおの召めし使つかいが言いいました。「それには二つのわけがある。第だい一に、わしゃおぬしといっしょにドアの外そとにおるからの。第だい二に、なかじゃ大おおさわぎしとるから、聞きこえやせんのじゃ。」

　確たしかに、なかではすさまじい物もの音おとがしていました──ひっきりなしの大おお声ごえ、はーくしょんというくしゃみ、それにときどき、お皿さらややかんがこっぱみじんになるような、がっしゃんがらがらと割われる音おとです。

「では、どうしたら」とアリスは言いいました。「なかに入はいれますか。」

「ノックする意い味みがあるのは」と、召めし使つかいはアリスのほうを見み向むきもしないで続つづけました。「わしらのあいだにドアがあるときじゃ。たとえば、おぬしが内うち側がわにおって、ノックしよったら、おぬしを外そとに出だしてやれるじゃろ？」

　そう話はなしているあいだも、召めし使つかいはずっと空そらを見みあげているので、ずいぶん失しつ礼れいだなとアリスは思おもいました。

「でも、ひょっとしたら、しかたがないのかも。」アリスは自じ分ぶんに言いいました。

「ほとんど頭あたまのてっぺんに目めがあるんですもの、カエルそっくり。あれじゃあ、どうしたってそっくり返るわ。でも、とにかく返へん事じぐらいならしてくれるかもしれない──どうしたら、なかに入はいれますか。」アリスは声こえに出だしてもう一いち度ど聞ききました。

「わしはここにすわっておる。」召めし使つかいは言いいました。「明日あしたまで──」

　その瞬しゅん間かん、家いえのドアが開ひらき、一枚まいの大おお皿ざらが召めし使つかいの頭あたまめがけて飛とんできて、その鼻はなをかすめて、うしろにあった木きにぶつかってこなごなになりました。

「──あるいはたぶん次つぎの日ひまで。」もう少すこしでひっくり返かえるところだった召めし使つかいは、何なに事ごともなかったかのようにケロッとして同おなじ口く調ちょうで続つづけました。

「どうしたら、なかに入はいれますかっ。」アリスは、もっと大おおきな声こえでもう一いち度どたずねました。

「そもそもおぬし、なかに入はいってええんかい？」と召めし使つかいは言いいました。「それが、第だい一の問もん題だいじゃろが。」

　確たしかにそうでした。でも、アリスはそう言いわれたくはありませんでした。

「まったくひどいわ。」アリスは自じ分ぶんにつぶやきました。「ここの人ひとたちの文もん句くのつけかたといったら！　頭あたまがおかしくなりそう！」

　召めし使つかいは、自じ分ぶんの言いったことを少すこし言いいかたを変かえてくり返かえすいい機き会かいだと思おもったようでした。

「わしはここにすわっておる、まあ、おったりおらんかったり、くる日ひもくる日ひも。」

「でも、わたしはどうしたらいいの？」アリスは言いいました。

「好すきにするがええ。」召めし使つかいはそう言いうと口くち笛ぶえをふき始はじめました。

「もう、この人ひとに話はなしていてもしょうがないわ。」アリスは絶ぜつ望ぼうして言いいました。「完かんぺきに頭あたまがいかれてる！」そこでアリスは、ドアを開あけて、なかへ入はいって行いきました。

　ドアを開あけると、すぐそこは大おおきな台だい所どころになっていて、もうもうとけむりがたちこめていました。公こう爵しゃく夫ふ人じんが、部へ屋やの真まん中なかで三さん脚きゃくイスにすわって赤あかんぼうをあやしており、料りょう理り人にんが火ひにかけた大おおなべの上うえに身みを乗のりだして、なみなみと入はいっているらしいスープをかきまぜていました。

「あのスープ、ぜったいコショウの入いれすぎ！」くしゃみが止とまらなくて、アリスはやっとの思おもいでそう言いいました。

　空くう中ちゅうにあまりにも多おおくのコショウがただよっていたのは確たしかでした。公こう爵しゃく夫ふ人じんでさえ、ときどきくしゃみをしていましたし、赤あかんぼうときたら、くしゃみをしたり大おお声ごえで泣ないたりを代かわりばんこにくり返かえして休やすむひまもありません。台だい所どころでくしゃみをしていないのは、料りょう理り人にんと大おおきなネコだけでした。ネコは、だんろの前まえにねそべって、耳みみから耳みみまでさけるほどの大おおきなお口くちでにったり笑わらっていました。

「どうかお教おしえ願ねがえませんでしょうか。」

　アリスは、自じ分ぶんが先さきに口くちをきくのが礼れい儀ぎにかなっているのかあまり自じ信しんがなかったので、少すこしおずおずと言いいました。

「どうして、おたくのネコはあんなふうに、ニヤニヤ笑わらっているのですか？」

「あれはチェシャーネコ。」公こう爵しゃく夫ふ人じんが言いいました。「だからだよ。ブタ！」

　公こう爵しゃく夫ふ人じんが最さい後ごの言こと葉ばをあまりにもぶっきらぼうに言いったものですから、アリスはとびあがってしまいました。でもすぐに、それは赤あかんぼうに向むかって言いわれたのであって、アリスのことを言いったのではないとわかりました。そこで、勇ゆう気きを出だして、また話はなしかけました。

「チェシャーネコがいつもニヤついているなんて知しりませんでした。そもそもネコがニヤつけるなんてこと知しらなかったんです。」

「ネコならみんな、ニヤつける」と公こう爵しゃく夫ふ人じん。「ふつう、ニヤつく。」

「ニヤついているのを見みたことがないものですから。」アリスは、ようやく会かい話わができたことにすっかりうれしくなって、とてもていねいに言いいました。

「おまえはものを知しらんね。」公こう爵しゃく夫ふ人じんが言いいました。「まったく。」

　アリスはそういう言いわれかたをするのがぜんぜん好すきではありませんでしたので、ほかの話わ題だいにしたいと思おもいました。なんの話わ題だいにしようかと考かんがえていると、料りょう理り人にんが火ひからなべをおろすやいなや手て当あたり次し第だいになんでもかんでも公こう爵しゃく夫ふ人じんと赤あかんぼうに投なげつけ始はじめました──まず飛とんできたのは火ひばしです。それから、フライパン、お皿さら、どんぶりなどが雨あめあられと降ふってきました。公こう爵しゃく夫ふ人じんはたとえ当あたってもぜんぜん意いに介かいしませんでしたし、赤あかんぼうはすでに火ひがついたようにぎゃあぎゃあ泣ないていましたから、なにかが当あたって痛いたいのか、そうでないのか、まったくわかりませんでした。
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「ああ、やめて、自じ分ぶんでなにをしているかわかってるの？」

　アリスは、こわくてこわくて、ぴょんぴょんとびはねながらさけびました。

「ああ、赤あかちゃんの大事なお鼻はながとれちゃう！」

　とてつもなく大おおきなシチューなべが赤あかんぼうの鼻はなをかすめて飛とんできて、もう少すこしで鼻はながもげてしまうところだったのです。

「みんながよけいなおせっかいを焼やかなければ」と、公こう爵しゃく夫ふ人じんがしわがれたうなり声ごえで言いいました。「世せ界かいは今いまよりずっと速はやくまわることになるだろうよ。」

「そうなったら困こまります。」

　アリスは、自じ分ぶんの知ち識しきを少しょう々しょうひけらかす機き会かいが来きたのがとてもうれしくなって言いいました。

「昼ひると夜よるがどうなってしまうか考かんがえてもみてください！　だって地ち球きゅうは地ち軸じくのまわりを二十四時じ間かんでまわっていて、おのおの──」

「おのと言いえば」と公こう爵しゃく夫ふ人じんは言いいました。「この子この首くびを切きっておしまい！」

　アリスはとても心しん配ぱいそうに料りょう理り人にんをちらりと見みて、反はん応のうする気きがあるのかどうか確たしかめましたが、料りょう理り人にんはせっせとスープをかきまわし続つづけ、なにも耳みみに入はいっていないようだったので、アリスはまた続つづけました。

「二十四時じ間かんだったと思うけど、十二時じ間かんだったかしら？　わたし──」

「ああ、わたしにゃどうだっていいさ！」公こう爵しゃく夫ふ人じんは言いいました。「数すう字じは苦にが手てなんだよ！」

　そういうと赤あかんぼうをまたあやし始はじめながら子こ守もり唄うたのようなものを歌うたって、一行ぎょう歌うたうごとに赤あかんぼうを激はげしくゆさぶりました。
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かわいいぼうやにゃ　どなりましょ。




くしゃみをしたなら　なぐりましょ。




くしゃみをしたのは　わざとです。




おとなをおちょくる　しわざです。







コーラス（料りょう理り人にんと赤あかんぼうも声こえを合あわせます。）




わー！　わー！　わー！






　公こう爵しゃく夫ふ人じんは二番ばんを歌うたいながら、赤あかんぼうを乱らん暴ぼうに空くう中ちゅうにほうりあげるものですから、かわいそうに赤あかんぼうは大だい絶ぜっ叫きょうをして、アリスにはほとんど歌か詞しが聞きき取とれません。
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ぼうやはきびしく　しつけましょ。




くしゃみをしたなら　なぐりましょ。




だって、うれしい　はずでしょう？




いっぱい　吸すえる　このコショウ！







コーラス




わー！　わー！　わー！






「ほら！　あやしたければ、あやしてもいいよ！」

と公こう爵しゃく夫ふ人じんは言いうと、赤あかんぼうをぽーんとアリスに投なげてよこしました。

「わたしゃ女じょ王おう陛へい下かとクロッケーの試し合あいをする支し度たくをしなきゃならないからね。」

　そう言いうと、公こう爵しゃく夫ふ人じんは急いそいで部へ屋やを出でて行いってしまいました。そのうしろ姿すがたを目めがけて、料りょう理り人にんがフライパンを投なげつけましたが、おしいところではずれました。

　アリスは赤あかんぼうを受うけとめるのに苦く労ろうしました。赤あかんぼうは奇き妙みょうなかっこうをしたおちびさんで、ありとあらゆる方ほう向こうに手て足あしをつきだしていたからです。

「まるでヒトデみたい」とアリスは思おもいました。かわいそうな赤あかんぼうは、アリスが受うけとめたときはポッポーと蒸じょう気き機き関かん車しゃみたいに鼻はなを鳴ならしていましたが、からだを折おり曲まげたかと思おもうとふんぞりかえってバタバタするので、最さい初しょの一、二分ふんはだっこしているのがやっとでした。

　ようやく、きちんとだっこする方ほう法ほうがわかると（結むすび目めを作つくるみたいに赤あかんぼうをねじったうえで、右みぎ耳みみと左ひだり足あしをしっかりおさえてほどけないようにしておくのです）、アリスは赤あかんぼうを外そとに連つれ出だしました。

「わたしがこの子こを連つれ出ださなかったら」とアリスは考かんがえました。「今日きょうか明日あしたには、この子こはあの人ひとたちに殺ころされちゃうわ。見み捨すてたりしたら、人ひと殺ごろしと同おなじじゃない？」

　最さい後ごのところを声こえに出だして言いうと、赤あかんぼうが答こたえてぶうぶうと言いいました。（もう、くしゃみは止とまっていたのです。）

「ぶうぶう言いっちゃいけないわ」とアリスは言いいました。「言いいたいことがあるなら、はっきりおっしゃい。」

　赤あかんぼうがまたぶうぶう言いったので、アリスはとても心しん配ぱいそうに、どうしたのかしらと、その顔かおをのぞきこみました。すごく上うえを向むいた鼻はながあって、人にん間げんの鼻はなというよりブタの鼻はなでした。しかもその目めは、赤あかんぼうにしてはあまりにも小ちいさくなっていました。全ぜん体たいとしてアリスにはその顔かおがちっとも好すきになれませんでした。

「でも、ひょっとしたら、泣ないているせいかもしれない」

と思おもって、もう一いち度ど、目めをのぞきこんでみて、なみだがうかんでいるか確たしかめてみました。

　いいえ、なみだはありません。「あなた、ブタになったりしたら」と、アリスは大おおまじめで言いいました。「知しりませんからね。いいわね！」

　赤あかんぼうはまた泣なきました。（あるいは鳴ないたのかもしれません。泣なくのと鳴なくのは区く別べつがつけにくいのです。）それからしばらくふたりは静しずかに先さきへ進すすみました。

　アリスが「さて、おうちに連つれて帰かえったら、この子こをどうしたらいいんだろう」と考かんがえ始はじめたときです。また赤あかんぼうがかなり激はげしくぶうぶう言いいだしたので、あわてて顔かおをのぞきこんでみると、今こん度どはまちがえようがありません、どこから見みてもブタなのです。これ以い上じょうだっこしているのは、まったくばかげているように思おもえました。
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　そこで下したにおろしてやりますと、ちびちゃんはおとなしく森もりのなかへちょこちょこっとかけこんでいってくれたので、アリスはとてもほっとしました。

「あれが大おおきくなったら、ひどくみにくい子こどもになるわ。だけど、ブタとしてはかっこいいのかも。」

　そしてアリスは、知しり合あいの子こどものなかでブタになったら似に合あいそうな子このことを思おもいうかべて、こう言いいました。

「あの子こたちをブタに変かえてあげられる方ほう法ほうがちゃんとわかりさえすれば──」

　そのときです。アリスは、どきっとしました。数すうメートル先さきの木きの枝えだの上うえにチェシャーネコがすわっているではありませんか。

　ネコはアリスを見みてニヤリとしただけでした。おとなしそうだけれど、とても長ながい爪つめがあり、たくさんの歯はがずらりと並ならんでいたので、ていねいにあいさつしたほうがよさそうだとアリスは思おもいました。

「チェシャーネコさん。」

　そんな呼よび方かたが気きに入いってもらえるかわからないので、アリスはおずおずと話はなしかけました。しかし、ネコはニヤニヤ笑わらいを少すこし幅はば広ひろくしただけでした。「よし、ここまではごきげんをとれた」と、アリスは思おもい、続つづけました。

「どうか、教おしえていただけないでしょうか、ここからどちらのほうへ行いったらよろしいでしょう？」
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「それは君きみがどこに行いきたいかによるね。」ネコは言いいました。

「どこでもいいのですが──」アリスは言いいました。

「じゃあ、どっちに行いったっていい」とネコ。

「──どこかに着つきさえすれば」と、アリスは説せつ明めいとしてつけ加くわえました。

「そりゃあ、着つくだろうよ」とネコ。「そこまで歩あるいていけばね。」

　そのとおりだとアリスは思おもったので、別べつの質しつ問もんをしてみました。

「このあたりにはどんな人ひとたちが住すんでいるのですか？」

「あっちには」と、ネコは右みぎの前まえ足あしを大おおきく波なみをえがくようにぐるりと動うごかして、「帽ぼう子し屋やが住すんでいる。あっちには」と、反はん対たい側がわの前まえ足あしで波なみをえがいて、「三さん月がつウサギが住すんでいる。好すきなほうを訪たずねてごらん。どっちも気きがくるっている。」

「でも、気きがくるっている人ひとのところには行いきたくないです」とアリス。

「そりゃあ、しょうがないだろう」とネコ。「ここじゃあ、みんな気きがくるってるんだ。おれもくるっている。君きみもくるっている。」

「どうしてわたしがくるっているってわかるんです？」アリスは言いいました。

「そのはずだよ」とネコ。「さもなきゃ、こんなところに来こないだろ？」

　アリスは、それではなんの説せつ明めいにもならないと思おもいましたが、こう続つづけました。

「どうしてあなたは、自じ分ぶんが気きがくるっているとわかるんですか？」

「まず初はじめに」とネコ。「イヌは気きがくるっていない。それはいいね？」

「そう思おもいます」とアリス。

「よろしい。それでは」とネコは続つづけました。「イヌは怒おこるとうなり、うれしいとしっぽをふる。ところがおれは、うれしいとうなり、怒おこるとしっぽをふる。それゆえ、おれは気きがくるっている。」

「それって、うなっているんじゃなくて、のどを鳴ならしているんだと思おもいますけど」とアリス。

「好すきなように呼よぶがいいさ」とネコ。「今日きょう、女じょ王おう様さまとクロッケーをするのかい？」

「ぜひしたいのですが」とアリス。「お呼よばれしていないんです。」

「そこで会あおう」と言いうと、ネコはふっと消きえてしまいました。

　アリスはあまりおどろきませんでした。ふしぎなことが起おこるのにすっかり慣なれっこになっていたからです。ネコがいたところをそのまま見みつめていると、急きゅうにまたネコが見みえてきました。

「ところで、赤あかんぼうはどうなった？」ネコは言いいました。「もう少すこしで聞きくのを忘わすれるところだった。」

「ブタになりました。」アリスは、ネコがふつうのやりかたでもどってきたかのように、とても静しずかに答こたえました。

「そうだと思おもった」と言いうと、ネコはまた消きえてしまいました。

　また現あらわれやしないかしらと思おもってアリスはしばらく待まちましたが、現あらわれませんでした。そこで、一、二分ふんしてから、三さん月がつウサギが住すんでいるという方ほう角がくへ歩あるいてみました。

「帽ぼう子し屋やさんなら見みたことがあるけど」と、アリスは自じ分ぶんに言いいました。「三さん月がつウサギってすごくおもしろそうだし、ひょっとしたら、今いまは五月がつだから、それほど気きがくるっていないかも──すくなくとも三月がつほどにはくるってないんじゃないかな。」

　そう言いって上うえを見みると、またさっきのネコが木きの枝えだにすわっていました。

「ブタって言いったの？　フタって言いったの？」ネコは言いいました。

「ブタです」とアリスは答こたえました。「それからどうか、そんなに急きゅうに出でたり消きえたりするのはやめてもらえません？　めまいがしそう！」

「わかった」と言いうと、ネコは、今こん度どはとてもゆっくりと消きえていきました。しっぽの先さきから消きえ始はじめ、最さい後ごにはニヤニヤ笑わらいが残のこり、ネコがすっかり消きえてもニヤニヤ笑わらいはしばらく残のこっていました。

「うわあ！　ニヤニヤ笑わらいなしの、ネコだけってのは見みたことあるけど」と、アリスは考かんがえました。「ネコなしのニヤニヤ笑わらいだけっていうのはね！　生うまれて初はじめてだわ、こんなへんてこりんなものを見みるの！」

　いくらも行いかないうちに、三さん月がつウサギの家いえが見みえてきました。そうだとわかったのは、煙えん突とつが二本ほん、耳みみのような形かたちになっていて、屋や根ねが毛け皮がわでふいてあったからです。とても大おおきな家いえだったので、左ひだり手てのキノコを少すこしかじってからでないと近ちかづく気きにはなりませんでした。そうして六十センチぐらいの背せたけになったのですが、それでも近ちかづきながらまだびくびくして、こう自じ分ぶんに言いいました。

「やっぱり、めちゃくちゃにくるっていたらどうしよう！　帽ぼう子し屋やさんのほうにしておけばよかったかなあ！」
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　家いえの前まえの木こかげにテーブルが用よう意いされて、三さん月がつウサギと帽ぼう子し屋やがそこでお茶ちゃをしていました。ヤマネがふたりのあいだにすわってぐっすりねむっており、ふたりはヤマネをクッション代がわりに使つかっています。ヤマネの上うえにひじをついて、その頭あたまごしに話はなしているのです。

「ヤマネさん、苦くるしいでしょうに」とアリスは思おもいました。「でも、ねむっているから、気きにならないのかしら。」

　テーブルは大おおきかったのですが、三人にんはそのはじっこにひとかたまりになっていました。

　アリスがやってくるのを見みると、ふたりは「席せきはあいてないよぉ！　あいてないよぉ！」と、さけびだしました。

　アリスはむっとして、「たっぷりあいているじゃないの！」と言いい、長ながテーブルのはしにある大おおきなひじかけイスにすわりました。

「ワインをどうぞ」と三さん月がつウサギが元げん気きづけるように言いいました。

　アリスはテーブルを見みわたしましたが、お茶ちゃしかありません。

「ワインなんて見み当あたらないけど」とアリスは言いいました。

「ないからね」と三さん月がつウサギが言いいました。

「じゃあ、どうぞってすすめるのは失しつ礼れいだわ。」アリスはぷんぷんして言いいました。

「招まねかれもしないのにすわるほうが失しつ礼れいだ。」三さん月がつウサギが言いいました。

「あなたがたのテーブルとは知しりませんでした」とアリス。「三人にん分ぶんよりずっとたくさんのカップが並ならんでいるじゃない？」

「あんた、髪かみ、切きらなきゃね」と帽ぼう子し屋やが言いいました。さっきからだまったままアリスをものめずらしそうに見みつめていて、いきなりこう言いったのです。

「ひとのことをとやかく言いうものではないわ」と、アリスはきびしく言いいました。「とっても失しつ礼れいよ。」

　帽ぼう子し屋やはこれを聞きいて目めをまんまるに見み開ひらきましたが、口にしたのは「大おおガラスとかけて書かきもの机づくえと解とく、その心こころは？」というなぞかけだけでした。

「さあ、おもしろくなってきたわ！　なぞなぞを始はじめてくれてうれしいな」とアリスは思おもい、「それ、解とけそうな気きがするわ」と声こえに出だしてつけ加くわえました。

「つまり、答こたえがわかると思おもったってことかい？」と三さん月がつウサギが言いいました。

「そうよ」とアリス。

「じゃあ、思おもったことを言いってくれなきゃ」と三さん月がつウサギ。

「言いってるわよ」と、アリスは急いそいで答こたえました。「少すくなくとも──少すくなくとも、わたしは言いったことを思おもったんだもの──それって同おなじことでしょ。」

「ちっとも同おなじじゃないさ！」帽ぼう子し屋やが言いいました。「それじゃあ、『食たべるものが見みえる』は『見みえるものを食たべる』と同おなじと言いうようなものだね！」

「それじゃあ、『手てに入いれたものが好すき』は『好すきなものを手てに入いれる』と同おなじと言いうようなものだね！」三さん月がつウサギも言いいました。

「それじゃあ」と、ヤマネも言いいましたが、どうもそれは寝ね言ごとのようでした。「『ねむるとき息いきをする』は『息いきをするときねむる』と同おなじと言いうようなものだね！」

「そいつは、おまえにとっちゃ同おなじだろ！」と帽ぼう子し屋やが言いい、そこで会かい話わが終おわってしまい、みんなは一分ぷんほどだまってすわっていました。そのあいだアリスは大おおガラスと机つくえについて思おもいつくかぎりのことを考かんがえていましたが、たいしたことは思おもいつきませんでした。

　最さい初しょに沈ちん黙もくを破やぶったのは帽ぼう子し屋やでした。帽ぼう子し屋やはポケットから懐かい中ちゅう時ど計けいを取とり出だして、そわそわとそれをながめ、ときどきふったり、耳みみに当あてたりしていたのですが、やがてアリスのほうを向むいて、

「今日きょうは何なん日にちかね？」とたずねたのです。

　アリスは少すこし考かんがえてから言いいました。「四よっ日かです。」

「二ふつ日かもずれている！」帽ぼう子し屋やはため息いきをつきました。そして、三さん月がつウサギを腹はら立だたしげに見みて、「だから、バターなんか歯は車ぐるまに合あわないって言いったんだよ！」と言いいました。

「〝極ごく上じょうの〟バターだったんだよ。」三さん月がつウサギはおずおずと答こたえました。

「ああ、でも、パンくずもいっしょに入はいっちまったにちがいない」と帽ぼう子し屋やは、ぼやきました。「バターナイフなんかで入いれるからさ。」

　三さん月がつウサギは時と計けいを受うけ取とって、ふさぎこんで見みつめていましたが、やがてカップのなかのお茶ちゃに時と計けいをちゃぽんとひたすと、取とり出だしてまた見みつめました。でも、最さい初しょに言いったことよりましなことを思おもいつきませんでした。

「〝極ごく上じょうの〟バターだったんだけどなあ。」

　アリスは、ものめずらしそうにウサギの肩かたごしに時と計けいをのぞきこんでいました。

「へんな時と計けい！」とアリス。「何なん日にちかわかるけど、何なん時じかわからないのね！」

「いけないか？」帽ぼう子し屋やがぼそぼそ言いいました。「あんたの時と計けいは何なん年ねんかわかるのか？」

「もちろんわからないわ。」アリスはすぐさま答こたえました。「だって、それは、ずっと長ながいあいだ同おなじ年としのままだからよ。」

「それじゃ、わたしの時と計けいといっしょだ」と、帽ぼう子し屋やは言いいました。

　アリスはおそろしくわけがわからなくなりました。帽ぼう子し屋やの言こと葉ばにはなんの意い味みもないように思おもえるのですが、確たしかにそれはきちんとした言こと葉ばでした。

「おっしゃることがよくわからないのですが」と、アリスはできるだけていねいに言いってみました。

「ヤマネがまた寝ねちゃった」と帽ぼう子し屋やは言いって、ヤマネの鼻はなに熱あつい紅こう茶ちゃを少すこしそそぎました。

　ヤマネはいらいらと首くびをふると、目めをつぶったまま言いいました。「そりゃそうだ、そりゃそうだ。ぼくもまさにそう言いおうとしていたところだよ。」

「なぞなぞは解とけたかい？」帽ぼう子し屋やはアリスのほうに向むき直なおって言いいました。

「いえ、降こう参さん」とアリス。「答こたえはなあに？」

「さっぱりわかんないねぇ」と帽ぼう子し屋や。

「ぼくもだ」と三さん月がつウサギ。

　アリスはうんざりして、ため息いきをつきました。「もっとましな時じ間かんの使つかいかたがあるんじゃないかしら」とアリス。「答こたえのないなぞなぞなんかで時じ間かんをつぶしたりしていないで。」

「わたしのように時じ間かんさんのことをよくわかっていたら」と帽ぼう子し屋やが言いいました。「《時じ間かんをつぶす》なんて言いわないだろうよ。時じ間かんさんだ。」

「なに言いってるのかわからないわ」とアリスは言いいました。

「そりゃあわからないだろうさ！」帽ぼう子し屋やは軽けいべつしたようにあごをつき出だして言いいました。「あんた、時じ間かんさんに話はなしかけたことすらないんだろ！」
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「ないかもしれないわ。」アリスは慎しん重ちょうに答こたえました。「音おん楽がくを習ならうときは、拍ひょう子しをとって、たたくけど。」

「ああ、それでわかった！」と帽ぼう子し屋や。「時じ間かんさんはたたかれるのがいやなんだ。いいかい、時じ間かんさんと仲なかよくさえしておけば、あんたの好すきな時じ刻こくにしてくれる。たとえば、朝あさの九時じだとする。ちょうど授じゅ業ぎょうが始はじまる時じ間かんだ。そこでちょいと時じ間かんさんに耳みみ打うちさえすれば、あっという間まに時と計けいはぐるりめぐって、一時じ半はん！　お昼ひるの時じ間かんだ！」

（「そうだといいけどね」と三さん月がつウサギはささやき声ごえでひとりごとを言いっていました。）

「それは確たしかにすてきね。」アリスは考かんがえ深ぶかげに言いいました。「でも、それじゃあ──まだおなかがすかないんじゃない？」

「最さい初しょのうちは、ひょっとしたらね」と帽ぼう子し屋や。「でも、好すきなだけ一時じ半はんのままにしておけるんだ。」

「あなた、いつもそうしてるの？」アリスはたずねました。

　帽ぼう子し屋やはもの悲がなしげに首くびをふり、「してないさ！」と答こたえました。

「この三月がつに時じ間かんさんとけんかをしちまってね。こいつが──（と、お茶ちゃのスプーンで三さん月がつウサギを指さして）──おかしくなる直ちょく前ぜんだよ。ハートの女じょ王おう陛へい下かがもよおされた大だいコンサートでね、わたしは歌うたわなきゃならなかった。





きらきら、コウモリ！

お空そらは、くもり！






　この歌うた、知しってるよね、たぶん？」

「似にたようなのを聞きいたことあるけど」とアリス。

「こういうふうに続つづくんだよね」と帽ぼう子し屋やは続つづけました。





飛とぶよ、ぼんぼん。

お空そらのお盆ぼん。

きらきら……
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　ここでヤマネはぶるっと身みぶるいして、ねむりながら「きらきら、きらきら、きらきら……」と歌うたいだし、いつまでもやめないので、やめさせるためにつねらなければなりませんでした。

「でね、一番ばんを歌うたい終おえないうちに」と帽ぼう子し屋や。「女じょ王おう陛へい下かが、さけばれたんだ。『あの調ちょう子しっぱずれは、時間タイミングを殺さつ害がいしておる！　やつの首くびをはねよ！』」

「なんて野や蛮ばんなの！」アリスはさけびました。

「それからというもの」と帽ぼう子し屋やはなげくような口く調ちょうで続つづけました。「時じ間かんさんは、わたしがお願ねがいしてもなにひとつやってくれないんだ！　いつだって六時じのままなんだよ。」

　ああ、そうか、とアリスは気きづきました。

「それでこんなにたくさんのお茶ちゃの用よう意いがしてあるの？」アリスはたずねました。

「そう、そうなんだよ」と、帽ぼう子し屋やはため息いきをついて言いいました。「いつもお茶ちゃの時じ間かんだから、カップを洗あらう時じ間かんもないんだ。」

「それで、席せきをずれてすわっていってテーブルをぐるりとまわるのね？」とアリス。

「まさにそう」と帽ぼう子し屋や。「使つかい終おわったカップはそのままにしてね。」

「でも、もとのところにまた来きたらどうするの？」アリスはあえて聞きいてみました。

「話わ題だいを変かえようか。」三さん月がつウサギがあくびをしながら、口くちをはさみました。「もうあきちゃったよ。このお嬢じょうさんがなにかお話はなしをしてくれるといいんだがな。」

「お話はなしなんて知しりません。」アリスは、この提てい案あんにかなりどぎまぎして言いいました。

「じゃあ、ヤマネにさせよう！」ふたりがいっしょにさけびました。「起おきろ、ヤマネ！」そして両りょう側がわから同どう時じにつねりました。

　ヤマネはゆっくりと目めを開あけて「ねむってたわけじゃないよ」と、しわがれた弱よわ々よわしい声こえで言いいました。「君きみたちの言いっていたことは一ひと言ことももらさず聞きいていた。」

「お話はなしをしてくれ！」と三さん月がつウサギ。

「ええ、お願ねがい！」アリスもたのみました。

「さっさとしろよ。」帽ぼう子し屋やがつけ加くわえました。「さもないと、話はなし終おえる前まえに、おまえ、ねむっちゃうだろ。」

「昔むかし々むかし、三人にんの幼おさない姉し妹まいがおりました。」ヤマネは大おお急いそぎで始はじめました。「三人にんの名な前まえは、エルシー、レイシー、ティリーでした。三人にんは井い戸どの底そこに住すんでいて──」

「なにを食たべて生いきていたの？」食くいしんぼうのアリスが言いいました。

「シロップが主しゅ食しょくでした。」一、二分ふん考かんがえてからヤマネは言いいました。

「それはありえないわ」とアリスはやさしく言いい聞きかせました。「病びょう気きになっちゃうもの。」

「病びょう気きでした」とヤマネは言いいました。「〝重じゅう病びょう〟です。」

　アリスは、そんなとんでもない生いきかたをしたらどんなふうになるだろうと少すこし考かんがえてみましたが、頭あたまがこんがらがってしまったので、こうたずねました。

「でも、どうして井い戸どの底そこに住すんでいたの？」

「さ、お茶ちゃのお代かわりをもっとたくさんどうぞ。」三さん月がつウサギがとても熱ねっ心しんにアリスにすすめました。

「まだ、なにもいただいていません。」アリスはむっとした口く調ちょうで答こたえました。「だから、もっとたくさんなんて飲のめません。」

「もっと少なく飲のめませんだろ」と帽ぼう子し屋や。「ゼロよりもっとたくさん飲のむのはとてもかんたんさ。」

「だれもあなたの意い見けんを聞きいちゃいないわ」とアリス。

「ひとのことをとやかく言いっているのは、今こん度どはだれかな？」帽ぼう子し屋やは勝かちほこったように言いいました。

　これにはなんと答こたえたらよいのかわかりませんでしたので、アリスは自じ分ぶんでお茶ちゃとバターつきパンに手てをのばして食たべ始はじめました。それから、ヤマネのほうを向むいて、問といをくり返かえしました。

「どうして井い戸どの底そこに住すんでたの？」

　ヤマネはまた一、二分ふん考かんがえてから言いいました。「シロップの井い戸どだったのです。」

「そんなものないわ！」アリスは腹はらを立たててしまいましたが、帽ぼう子し屋やと三さん月がつウサギに「しー！　しー！」とたしなめられ、ヤマネからはふきげんに「お行ぎょう儀ぎよくできないなら、自じ分ぶんで続つづきを話はなすがいいさ」と言いわれてしまいました。

「いいえ、どうか続つづけてください！」アリスはへりくだって言いいました。「もうお話はなしの腰こしを折おったりしません。そんな井い戸どもひとつはあるんだと思おもいます。」

「ひとつかい、これはまた！」ヤマネは腹はらを立たてて言いいましたが、話はなしを続つづけることにしてくれました。「こうして、幼おさない三人にん姉し妹まいは──お絵えかきを習ならっていたんだがね──」

「なんの絵えを描かいたの？」アリスは約やく束そくしたことをすっかり忘わすれて言いいました。

「シロップだ。」ヤマネは、今こん度どは少すこしも考かんがえずに言いいました。

「きれいなカップにしたいなぁ。」帽ぼう子し屋やが口くちをはさみました。「席せきをひとつ、ずれることにしようじゃないか。」

　そう言いいながら帽ぼう子し屋やはとなりにうつり、ヤマネがそれに続つづきました。三さん月がつウサギがヤマネの場ば所しょに移うつり、アリスはいやいやながら三さん月がつウサギの席せきにすわりました。席せき替がえで得とくをしたのは帽ぼう子し屋やだけで、アリスはさっきよりもひどいことになりました。なにしろ三さん月がつウサギはミルク入いれをたおして、お皿さらの上うえにミルクをぶちまけてしまったところだったからです。

　アリスはまたヤマネを怒おこらせたくはなかったので、とても用よう心じんして切きりだしました。

「だけど、どうにもわからないわ。その子こたち、どこからシロップを描かきだしたのかしら？」

「水みずの井い戸どから水みずをかきだすように」と帽ぼう子し屋やが言いいました。「シロップはシロップの井い戸どからかきだすに決きまってるじゃないか──ばっかじゃないの？」

　最さい後ごの言こと葉ばにあえて気きづかなかったふりをして、アリスはヤマネに言いいました。

「かきだすというけど、三人にんは井い戸どの底にいたんでしょ？」

「もちろん、井い戸どの底そこさ。まさに、そこが」とヤマネは続つづけました。「いどころ。」

　この答こたえで、かわいそうなアリスはすっかり混こん乱らんしてしまって、しばらくはヤマネの話はなしに口くちをはさみませんでした。

「三人にんはお絵えかきを習ならっていました。」ヤマネが、あくびをしたり、目めをこすったりしながら続つづけました。とてもねむたくなってきていたのです。「いろいろなものの絵えを描かきました。オで始はじまるものをかたっぱしから──」

「どうしてオなの？」とアリスがたずねました。

「どうしてオじゃだめなの？」と三さん月がつウサギ。

　アリスはだまりました。

　ヤマネはもう目めをすっかりつぶってしまって、うとうとし始はじめましたが、帽ぼう子し屋やにつねられると小ちいさな悲ひ鳴めいをあげて、また目めを覚さまして続つづけました。

「──オで始はじまるもの、たとえば、おとり、思おもい出で、お月つきさん、おっつかっつ──ほら、似にたりよったりのことを《おっつかっつ》と言いうんだよ──《おっつかっつ》の絵えなんて見みたことあるかい！」

「ほんとに、そう言いわれてみれば」アリスはわけがわからなくなって言いいました。「考かんがえたことない──」

「じゃあ、だまっていな。」帽ぼう子し屋やは言いいました。

　こんな無ぶ礼れいな言いいかたは、アリスにはとても耐たえられませんでしたので、とてもいやになって立たちあがり、歩あるき去さりました。ヤマネはたちまちねむりにおち、残のこりのふたりはアリスが立たち去さることを気きにもかけません。アリスは一度どか二度ど、うしろをふり返かえり、呼よびとめてくれないかしらと少すこし期き待たいしました。最さい後ごに見みたのは、ふたりがヤマネをティーポットのなかにおしこもうとしているところでした。
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「とにかく、もうあんなところには二に度どと行いかないわ！」

　アリスは、森もりのなかを歩あるきながら言いいました。

「あんなばかげたお茶ちゃ会かいに出でたの、生うまれて初はじめて！」

　ちょうどそう言いったとき、一本ぽんの木きにドアがついていてなかに入はいれることに気きづきました。

「これはとてもへんてこりんだわ！」アリスは思おもいました。

「でも、今日きょうはなにもかもへんてこりんなんだから、すぐ入はいってみてもいいんじゃないかしら。」そして、なかへ入はいっていきました。

　入はいってみると、また、あの細ほそ長ながい広ひろ間まに出でました。小ちいさなガラスのテーブルのすぐ近ちかくです。「よし、今こん度どこそうまくやろう。」そう自じ分ぶんに言いうと、アリスは小ちいさな金きん色いろのかぎを取とって、お庭にわに続つづくドアのかぎを開あけました。それから、キノコ（ポケットにしまってあったのです）をかじって、三十センチぐらいの背せたけになりました。そうして、ドアの向むこうの小ちいさな通つう路ろをくぐりぬけていきますと──。

　ついにあの美うつくしいお庭にわに出でたのです。色いろとりどりのお花はな畑ばたけとすずしげな噴ふん水すいがあるお庭にわに。
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　お庭にわの入いり口ぐちの近ちかくに、大おおきなバラの木きが植うわっていて、咲さいているバラの花はなは白しろでしたが、三人にんの庭にわ師しが、せっせとそれを赤あかくぬっていました。アリスは、これはとてもへんてこりんなことだと思おもい、近ちか寄よって見みてみようと、ちょうど三人にんのところまで来きたとき、ひとりがこう言いうのが聞きこえました。

「気きをつけろよ、５！　そんなふうにペンキをはねちらすな。おれにかかったぞ！」

「しょうがないよ。」ふくれたように５が言いいました。「７がおれのひじを押おしたんだ。」

　すると、７が顔かおをあげて言いいました。「そうさ、５！　いつだってひとのせいにするがいいさ！」

「おまえはだまってたほうがいいぜ！」５が言いいました。「ついきのう、女じょ王おう様さまがおっしゃってたぞ、おまえは打うち首くびにするべきだって。」

「なんで？」最さい初しょに口くちをきいた男おとこが言いいました。

「おまえにゃ関かん係けいねえだろ、２！」と７が言いいました。

「いいや。関かん係けいあるさ！」と５が言いいました。「２に教おしえてやろう──コックのところへ、玉たまねぎの代かわりにチューリップの球きゅう根こんを持もっていきやがったからさ。」
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　７がブラシを放ほうり出だし、「まったく、こんな不ふ当とうな──」と言いいかけたとき、三人にんを見み守まもっていたアリスを見みつけ、急きゅうにだまってしまいました。ほかのふたりもふり返かえり、三人にんとも深ふか々ぶかとおじぎをしました。

「どうか教おしえていただけますか。」アリスは、少すこしおずおずと言いいました。「どうしてそのバラをぬっているんですか？」

　５と７はなにも言いわず、２を見みました。２は、ぼそぼそと話はなしだしました。

「あのう、じつはその、お嬢じょうちゃん、ここには赤いバラの木きが植うわってなきゃいけないのに、まちがえて白しろいのを植うえちまったんですよ。もし女じょ王おう様さまに見みつかったら、あっしらみんなの首くびがとぶんです。だから、お嬢じょうちゃん、あっしらがんばって、女じょ王おう様さまがいらっしゃるまえに、なんとかして──」

　このとき、心しん配ぱいそうに庭にわを見みまわしていた５がさけびました。

「女じょ王おう様さまだ！　女じょ王おう様さまだ！」

　三人にんの庭にわ師しはとたんに地じ面めんに顔かおをふせて土ど下げ座ざをして、ひらべったくなってしまいました。大おお勢ぜいの足あし音おとがします。アリスは女じょ王おう様さまを見みてみたいと思おもってふり返かえりました。

　最さい初しょに来きたのは、棍棒クラブを持もった十人にんの兵へい隊たいさんでした。みんな、三人にんの庭にわ師しと同おなじように、長ちょう方ほう形けいでぺったんこのからだの四よ隅すみから手て足あしをつきだしています。それから廷てい臣しんが十人にん。この人ひとたちはダイヤモンドでかざりこんでいて、兵へい隊たいさんと同おなじようにふたりずつ並ならんで歩あるいてきました。そのあとに、王おう家けの子こどもたち十人にん。ふたりずつ手てをつないで楽たのしそうにスキップしながらやってきます。このかわいらしい子こどもたちには、みんなハートのマークがついていました。それから、お客きゃく様さまたち。たいていは王おう様さまと女じょ王おう様さまでしたが、そのなかに白しろウサギがいるのにアリスは気きがつきました。白しろウサギは、だれかがなにか言いうといちいちそれにほほ笑えみながら、せかせかと早はや口くちでしゃべっていて、アリスに気きづかずに行いってしまいました。そのあとから、ハートのジャックが、真しん紅くのベルベットのクッションの上うえに王おう様さまの冠かんむりをのせて運はこんでいます。そしてこの壮そう大だいな行ぎょう列れつの最さい後ごにやってきたのが、ハートの王おう様さまと女じょ王おう様さまでした。

　アリスは、自じ分ぶんも三人にんの庭にわ師しのように地じ面めんに顔かおをふせて土ど下げ座ざしなければいけないだろうかととても迷まよいましたが、行ぎょう列れつのときにはそうしなければならないという規き則そくを聞きいたことはないように思おもえましたし、「それに、みんな顔かおをふせて、はいつくばったりして行ぎょう列れつが見みえなかったら、行ぎょう列れつになんの意い味みがあるのかしら」と思おもいました。そこで、そのまま立たって待まっていました。

　行ぎょう列れつがアリスのところまでやってくると、一いち同どうは止とまってアリスを見みました。女じょ王おう様さまはきびしい声こえで「これは何なに者ものか」とおっしゃいました。そうたずねられたハートのジャックは、ただおじぎをして、返へん事じの代かわりにほほ笑えみました。

「ばかもの！」女じょ王おう様さまは、いらいらと頭あたまをそっくり返かえらせておっしゃいました。それから、アリスのほうを向むいておたずねになりました。

「名な前まえは、なんというのか、そこの子こども？」

「アリスと申もうします、女じょ王おう陛へい下か。」アリスはとてもていねいに答こたえましたが、自じ分ぶんに向むかってこうつけ加くわえました。「なあんだ、この人ひとたち、ただのトランプじゃない。こわがることなんかなかった！」

「して、この者ものどもは？」女じょ王おう様さまは、バラの木きのまわりではいつくばっている三人にんの庭にわ師しを指さしておっしゃいました。だって、ほら、顔かおをふせてはいつくばっているから、背せ中なかの模も様ようがほかのトランプと同おなじで、三人にんが庭にわ師しなのか兵へい隊たいなのか廷てい臣しんなのか自じ分ぶんの子こどもなのか、女じょ王おう様さまにはおわかりにならなかったからです。

「わたしが知しっているはずないでしょう？」アリスは自じ分ぶんに意い外がいと勇ゆう気きがあるのにおどろいて言いいました。「わたしの知しったことではありません。」

　女じょ王おう様さまは怒いかりでまっかになり、しばらくのあいだ、まるで野や獣じゅうのような目めでアリスをにらみつけてから、こうさけばれました。

「この者ものの首くびをはねよ！　この者ものの首くび──」

「ナンセンス！」アリスがとても大おおきな声こえできっぱりと言いうと、女じょ王おう様さまはだまってしまわれました。
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　王おう様さまは女じょ王おう様さまの腕うでに手てをかけて、おずおずとおっしゃいました。

「ねえ、おまえ、まだ子こどもなんだから！」

　女じょ王おう様さまは怒おこってそっぽを向むき、ジャックに申もうしつけました。

「こいつらをひっくり返かえせ！」

　ジャックは、とても慎しん重ちょうに、片かた足あしで庭にわ師したちをうらがえしました。

「起おきろ！」女じょ王おう様さまが大おおきな金かな切きり声ごえでおっしゃると、三人にんの庭にわ師しはたちまち飛とび起おきて、王おう様さまや女じょ王おう様さまや王おう家けの子こどもたちやその他た全ぜん員いんにぺこぺことおじぎをし始はじめました。

「やめろ！」女じょ王おう様さまがわめかれました。「くらくらしてくる。」それから、バラの木きを向むいて、「ここでなにをしていたのだ？」とおっしゃいました。

「女じょ王おう陛へい下かに申もうしあげます。」２がとてもへりくだった調ちょう子しで、片かたひざをついて言いいました。「わたくしどもは──」

「なぁるほど！」そのあいだにバラを調しらべていた女じょ王おう様さまはおっしゃいました。

「この者ものたちの首くびをはねよ！」

　そして、不ふ運うんな庭にわ師したちの死し刑けい執しっ行こうをするために三人にんの兵へい隊たいをあとに残のこして行ぎょう列れつが去さっていくと、庭にわ師したちはアリスのもとへ助たすけを求もとめて走はしってきました。

「だいじょうぶ、首くびなんて切きらせないわ！」

　アリスはそう言いって、近ちかくにあった大おおきな植うえ木き鉢ばちに三人にんを入いれてやりました。三人にんの兵へい隊たいは一、二分ふん、あたりをうろうろして捜さがしていましたが、やがて静しずかに行ぎょう列れつを追おって行こう進しんしていきました。

「首くびをはねたか？」女じょ王おう様さまが大おお声ごえでおっしゃいました。

「首くびはなくなりましてございます、女じょ王おう陛へい下か！」兵へい隊たいたちが声こえをはりあげて答こたえました。

「よろしい！」女じょ王おう様さまがさけばれました。「そなたはクロッケーができるか？」

　兵へい隊たいたちはだまって、アリスを見みました。質しつ問もんは明あきらかにアリスに向むけられていたのです。

「はい！」とアリスは声こえをはりあげました。

「では、さあ、おいで！」女じょ王おう様さまがほえました。そこで、アリスは行ぎょう列れつについていきましたが、次つぎにどうなってしまうことやらと思おもいました。

「す──すごくいい天てん気きですねえ！」

　おずおずとした声こえが横よこから聞きこえました。となりを歩あるいていた白しろウサギが、そわそわとアリスの顔かおをのぞきこんでいました。
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「とっても」とアリスは言いいました。「公こう爵しゃく夫ふ人じんはどちら？」

「しー！　しー！」

　ウサギはあわててささやきました。話はなしながら肩かたごしに心しん配ぱいそうにうしろをふり返かえり、それからつま先さき立だって、アリスの耳みみもとに口くちをよせ、

「死し刑けいの宣せん告こくを受うけたんですよ」とささやきました。

「なんでまた？」とアリス。

「『なんておかわいそう』って言いったんですか？」ウサギが聞ききました。

「いいえ」とアリス。「かわいそうなんてちっとも思おもわないもの。『なんでまた？』って言いったのよ。」

「女じょ王おう様さまをひっぱたいたんですよ──」

　ウサギが話はなし始はじめると、アリスはケタケタと笑わらってしまいました。

「しっ、しーっ！」ウサギはおびえた口く調ちょうでささやきました。「女じょ王おう様さまに聞きこえちまいます！　公こう爵しゃく夫ふ人じんはかなり遅ち刻こくをしてしまって、女じょ王おう様さまがおっしゃったんです──」

「位い置ちに着つけ！」女じょ王おう様さまがかみなりのような声こえをはりあげたので、みんな、たがいにぶつかりあいながら四し方ほう八はっ方ぽうに走はしり出だしました。それでも、一、二分ふんもするとみんな位い置ちに着ついて、試し合あいが始はじまりました。

　アリスはこんなへんてこりんなクロッケー場じょうは生うまれてこのかた見みたことがないと思おもいました。あたりいちめんでこぼこですし、クロッケーのボールは生いきているハリネズミですし、ボールを打うつクラブは生いきたフラミンゴです。しかも、ボールをくぐらせるアーチは、兵へい隊たいたちがからだを弓ゆみなりに曲まげて手てと足あしを地じ面めんにつけているのです。
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　最さい初しょにアリスが一いち番ばんむずかしいと思おもったのはフラミンゴの持もちかたでした。ちょうどいい感かんじにフラミンゴの脚あしをだらんとさせたまま小こわきにかかえこむところまではできても、フラミンゴの首くびをまっすぐにのばして、その頭あたまでハリネズミをたたこうとすると、たいていフラミンゴは首くびをぐるりと曲まげて、けげんな顔かおつきでアリスの顔かおをじっと見みつめるのです。そうなると、アリスは思おもわずふき出ださずにはいられませんでした。なんとか首くびを下したに向むけさせて、もう一いち度どやり直なおそうとすると、今こん度どは丸まるまっていたハリネズミがからだをのばしてちょこまか出でて行いってしまうという具ぐ合あいで、とてもしゃくにさわります。そのうえ、ハリネズミを送おくろうとする先さきは、たいていでこぼこしていますし、弓ゆみなりになった兵へい隊たいたちはしょっちゅう起おきあがって競きょう技ぎ場じょうのほかのところへ勝かっ手てに歩あるいていってしまうので、これはまったくもってむずかしい試し合あいだという結けつ論ろんにアリスは達たっしたのでした。

　競きょう技ぎ者しゃは自じ分ぶんの番ばんを待まったりせず、みないっせいにプレイをして、しょっちゅう口くちげんかをしながらハリネズミをうばいあいます。またたく間まに女じょ王おう様さまはカーッとおなりになって、足あしをふみならして「この男おとこの首くびを切きれ！」とか「この女おんなの首くびを切きれ！」と一分ぷんごとに声こえをはりあげました。

　アリスは、とても心しん配ぱいになってきました。もちろん女じょ王おう様さまとまだ言いい合あいになったりはしていませんが、いつそうなるかわかったものではありません。

「そうしたら」とアリスは考かんがえました。「わたしはどうなってしまうのかしら？　ここの人ひとたちは首くびをはねるのがおそろしく好すきだもの。まだ生いき残のこっている人ひとがいるのがふしぎなくらい！」

　どこか逃にげ道みちはないか、気きづかれずにいなくなれないかと思おもってあたりを見みまわしていると、空くう中ちゅうにへんてこりんなものが見みえてきているのに気きづきました。最さい初しょは、なんだろうとちんぷんかんぷんでしたが、じっと見みつめていると、それがニヤニヤ笑わらいだとわかりました。

「チェシャーネコだわ。これで話はなし相あい手てができる。」アリスは自じ分ぶんに言いいました。

「やあどうだい、調ちょう子しは？」話はなしができるほど口くちが見みえてきたとたんに、ネコは言いいました。

　アリスは目めが現あらわれるのを待まって、それからうなずきました。「耳みみが現あらわれるまでは」とアリスは思おもいました。「話はなしかけてもむだだわ。せめて、かたっぽうが現あらわれるまでは。」もう一分ぷんすると、顔かお全ぜん体たいが現あらわれたので、アリスはフラミンゴをおろし、話はなしを聞きいてくれる相あい手てができたことに大おお喜よろこびして試し合あいの説せつ明めいを始はじめました。ネコはもうじゅうぶん姿すがたを現あらわしたと思おもったのか、顔かお以い外がいは現あらわれませんでした。

「このゲーム、ぜんぜんフェアじゃないのよ。」

　アリスは文もん句くたらたらの調ちょう子しで切きりだしました。

「それにみんな大おおげんかをするから、自じ分ぶんの声こえだって聞きこえやしない──とくにルールはないみたいだし、少すくなくとも、ルールがあったとしてもだれも気きにしちゃいないのよ──しかも、道どう具ぐがみんな生いきているから、もうめちゃくちゃ。想そう像ぞうもつかないくらい。たとえば、次つぎに通とおそうとねらっていたアーチがうろつきまわって競きょう技ぎ場じょうの反はん対たい側がわに行いっちゃうし──ついさっきなんか、女じょ王おう様さまのハリネズミにわたしのをぶつけようとしたら、わたしのハリネズミが来くるのを見みて女じょ王おう様さまのハリネズミは走はしって逃にげちゃった！」

「女じょ王おう様さまは好すきかい？」ネコはささやくようにして言いいました。

「ぜんぜん」とアリス。「だって、あの人ひと、あまりにも──」

　そのとき、女じょ王おう様さまがうしろに立たって聞きき耳みみをお立たてになっているのに気きづきましたので、こう続つづけました。

「──おじょうずで、まちがいなくお勝かちになるから、試し合あいを最さい後ごまでやる意い味みがないんですもの。」

　女じょ王おう様さまはにっこり笑わらって、立たち去さりました。

「だれに話はなしているのかな？」王おう様さまがアリスのところまで来きておっしゃいました。そして、ネコの頭あたまをとても興きょう味み深ぶかげに見みつめました。

「お友ともだちです──チェシャーネコです」とアリス。「ご紹しょう介かいさせてください。」

「この顔かおはまったく気きに食くわんな」と王おう様さま。「だが、わしの手てにキスをしたくば、してもよいぞ。」

「したくないね。」ネコは言いいました。

「なんと無ぶ礼れいな！」と王おう様さま。「それに、わしをそんな目めで見みるな！」王おう様さまはそうおっしゃいながらアリスのうしろにかくれました。

「ネコにも王おう様さまを見みる権けん利りあり。」アリスは言いいました。「そういうことわざがあるの、わたしなにかの本ほんで読よんだわ。どこだったか忘わすれちゃったけど。」

「このでかい顔かおは、どかしてもらわんとならん」と王おう様さまは断だん乎ことしておっしゃって、そのとき通とおりかかった女じょ王おう様さまに呼よびかけられました。

「なあ、おまえ！　このネコをどかしてくれんかな！」

　女じょ王おう様さまはどんなことでも、事ことの大だい小しょうにかかわらず、たったひとつのやりかたで解かい決けつすることになさっていました。

「この者ものの首くびをはねよ！」女じょ王おう様さまは見み向むきもせずにおっしゃいました。

「よおし、わしが自じ分ぶんで処しょ刑けい人にんを連つれてこよう。」王おう様さまは勢いきおいこんで、急いそぎお立たち去さりになりました。

　遠とおくで女じょ王おう様さまが激げき怒どしてさけんでいらっしゃる声こえが聞きこえたので、アリスはもどって試し合あいがどうなったか見みようかしらと思おもいました。もうすでに三人にんの選せん手しゅが自じ分ぶんの番ばんを忘わすれたために女じょ王おう様さまから死し刑けい宣せん告こくを受うけているのが聞きこえていて、アリスはつくづくいやになってしまいました。それに、自じ分ぶんの番ばんなのかどうかもわからないほどの試し合あいの混こん乱らんぶりなのです。そこで、アリスは自じ分ぶんのハリネズミを捜さがしに出でかけました。

　アリスのハリネズミは別べつのハリネズミと取とっ組くみ合あいをしている最さい中ちゅうでした。どちらかいっぽうで、もういっぽうをたたき出だすのには絶ぜっ好こうのチャンス！　とアリスには思おもえました。ただ困こまったことに、アリスのフラミンゴはお庭にわの反はん対たい側がわへ行いってしまっていて、そこで木きの上うえに飛とびあがろうとむなしくがんばっているのです。

　フラミンゴをつかまえて連つれ帰かえってきたときには、取とっ組くみ合あいは終おわっていて、ハリネズミは二ひきとも影かげも形かたちもありませんでした。「まあ、いいわ」とアリスは思おもいました。「アーチだってこちら側がわからすっかりなくなってしまったもの。」そこでフラミンゴがまた逃にげないように抱だきかかえると、お友ともだちともう少すこしお話はなしをするべく、チェシャーネコのところにもどりました。

　もどってみると、チェシャーネコのまわりに大おお勢ぜいの人ひとだかりがしているのでびっくりしました。処しょ刑けい人にんと王おう様さまと女じょ王おう様さまが議ぎ論ろんをして、三人にんいっぺんに話はなしており、ほかの者ものたちはとても居い心ごこ地ちの悪わるそうなようすをしてだまりこんでいます。
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　アリスが現あらわれたとたん、三人にんは問もん題だいを解かい決けつしてくれとアリスにたのんできました。てんでに自じ分ぶんの主しゅ張ちょうをくり返かえし、いっせいに話はなすものですから、いったいなにを言いっているのか理り解かいするのはたいへんでした。

　処しょ刑けい人にんが言いうには、切きりはなすべき胴どう体たいがなければ、首くびを切きることはできない。そんなことはこれまでやったことがないし、この年齢としになってそんなことを始はじめるつもりはないとこう言いうのです。

　王おう様さまがおっしゃるには、首くびがあるのだから首くびは切きれるはずであり、ばかなことを言いってはいけないということでした。

　女じょ王おう様さまがおっしゃるには、なににせよ即そっ刻こく実じっ行こうできないなら、ここにいる全ぜん員いんの首くびをはねるということでした。（これを聞きいて、みんな深しん刻こくで心しん配ぱいそうな顔かおをしていたのです。）

　アリスが思おもいついた言こと葉ばは、「このネコは公こう爵しゃく夫ふ人じんのネコですから、まず公こう爵しゃく夫ふ人じんに聞きかなければなりません」ということだけでした。

「公こう爵しゃく夫ふ人じんは牢ろう屋やに入はいっている。」女じょ王おう様さまは処しょ刑けい人にんに申もうしつけました。「ここに連つれてきなさい。」すると、処しょ刑けい人にんは矢やのごとく飛とび出だして行いきました。

　ネコの首くびは、処しょ刑けい人にんがいなくなったとたんにぼやけ始はじめ、処しょ刑けい人にんが公こう爵しゃく夫ふ人じんを連つれてもどってきたときには、すっかり消きえてしまいましたので、王おう様さまと処しょ刑けい人にんはネコを捜さがしてあちらこちらを走はしりまわって大おおさわぎをしました。ほかの者ものは試し合あいにもどっていきました。
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「まあ、またお会あいできるなんて、なんてうれしいことでしょう！」

　公こう爵しゃく夫ふ人じんはアリスの腕うでに自じ分ぶんの腕うでをいとおしげにすべりこませ、いっしょに歩あるきだしながら言いいました。公こう爵しゃく夫ふ人じんがこんなに陽よう気きでいるなんて、とてもうれしいことでした。台だい所どころで会あったときにあんなにぶっきらぼうだったのはコショウのせいだったのかもしれない、とアリスは思おもいました。

「わたしが公こう爵しゃく夫ふ人じんになったら」とアリスは（あんまり、なりたそうではありませんでしたが）ひとりごとを言いいました。「台だい所どころにはコショウなんてぜったい置おかないことにするわ。スープはコショウがなくたってじゅうぶんおいしいし──たぶん、人ひとがぴりぴりしてしまうのは、いつだってコショウのせいなのよ。」

　新あたらしい法ほう則そくのようなものを発はっ見けんしたことにとてもよろこんで、アリスは続つづけました。

「お酢すだとすっぱい顔かおになるし──カモミールだと苦にがい顔かおになるし──それに──それに、キャンディーとかそういうものだと子こどもは気きだてがよくなるわ。みんながそういうことを知しっていてくれたらいいんだけれど。そしたら、みんなキャンディーをけちけちしないでくれるようになるじゃない？　──」

　このころには公こう爵しゃく夫ふ人じんのことをすっかり忘わすれていたので、耳みみのそばで夫ふ人じんの声こえがしたときにはぎくりとしました。

「なにか考かんがえごとをしていたのね、あなた、それでお話はなしするのを忘わすれたのね。その教きょう訓くんがなんであるか今いまは教おしえられないけど、すぐ思おもい出だしてさしあげますよ。」

「教きょう訓くんなんてないんじゃないかしら。」アリスはあえて言いってみました。

「チッ、チッ、お嬢じょうちゃん！」と公こう爵しゃく夫ふ人じん。

「なににだって教きょう訓くんはあるもんですよ、見みつけさえすればね。」そう言いいながらアリスのわきにぎゅっとからだをおしつけました。

　アリスはそんなにくっついてこられるのが、あまり好すきではありませんでした。第だい一に、公こう爵しゃく夫ふ人じんはとてもみにくかったし、第だい二に、夫ふ人じんはアリスの肩かたにあごがちょうどのる背せの高たかさで、とんがったあごが痛いたかったからです。しかしながら、失しつ礼れいがあってはいけないと思おもって、できるかぎり、がまんしました。

「試し合あいはかなりよくなってきたようですね。」少すこし会かい話わを続つづけるつもりで、アリスは言いってみました。

「そうね」と公こう爵しゃく夫ふ人じん。「そして、その教きょう訓くんは──『ああ、愛あい、愛あいこそが世せ界かいを動うごかす！』」

「だれかさんが言いっていましたけど」と、アリスはささやきました。「みんながよけいなおせっかいを焼やかなければ世せ界かいは動うごくって！」

「まあ、ね！　それもだいたい似にたり寄よったりの意い味みよ」と公こう爵しゃく夫ふ人じん。そして、とんがった小ちいさなあごをアリスの肩かたに食くいこませながら、つけ加くわえました。「それの教きょう訓くんは──『意い味みに心こころを。心こころがあれば、「音おと」も自し然ぜんと「意い」になる』。」

「なんて教きょう訓くん好ずきな人ひとなんだろう！」アリスはひそかに思おもいました。

「どうしてわたしがあなたの腰こしに手てをまわさないのかとふしぎに思おもっていらっしゃるんでしょ？」しばらくしてから公こう爵しゃく夫ふ人じんは言いいました。「それはね、あなたのフラミンゴの気き性しょうが心しん配ぱいだからですよ。ちょっと実じっ験けんしてみましょうか？」

「かみつくかもしれませんよ。」実じっ験けんなんか、ぜんぜんしてほしくないと思おもって、アリスは慎しん重ちょうに答こたえました。「かまれたらヒリヒリしますよ。」

「なるほど、そうね」と公こう爵しゃく夫ふ人じん。「フラミンゴとからしは、どちらもヒリヒリするわね。その教きょう訓くんは──『同おなじ羽はねの鳥とりは集あつまる』つまり『類るいは友ともを呼よぶ』。」

「からしは鳥とりじゃありませんけど。」アリスは言いいました。

「あいかわらず、おっしゃるとおり」と公こう爵しゃく夫ふ人じん。「ものごとをいつもきちんとさせるのね、あなた。」

「からしは鉱こう物ぶつだったかしら」とアリス。

「もちろんそうですよ。」公こう爵しゃく夫ふ人じんはアリスの言いうことならなんでも同どう意いする勢いきおいで言いいました。「大だい好こう物ぶつなの。この近ちかくに大おおきなからしの山やまがありましてね、その教きょう訓くんは──『わたしのものが山やまとふえれば、あなたは力ちからをからして、すれっからしになるのが関せきの山やま』。」

「あ、わかった！」夫ふ人じんが今いま言いったことを聞きいていなかったアリスはさけびました。「野や菜さいだった。野や菜さいに見みえないけど、野や菜さいなんです。」

「おっしゃるとおり」と公こう爵しゃく夫ふ人じん。「そして、その教きょう訓くんは、『人ひとからこう見みられたいと思おもうものになれ』──あるいは、もっとかんたんに言いうと──『かつての自じ分ぶんあるいはかつてそうであったかもしれない自じ分ぶんが、人ひとの目めにはちがって見みえているそれ以い前ぜんの自じ分ぶん以い外がいのものではない自じ分ぶんがひとの目めに映うつったかもしれない姿すがたと別べつのものと考かんがえてはならない』。」

「書かき取とっていさえすれば」と、アリスはとてもていねいに言いいました。「わかったと思おもうんですけど、おっしゃったことについていけませんでした。」

「こんなのたいしたことではありませんよ。その気きになればもっとむずかしく言いえます。」公こう爵しゃく夫ふ人じんはうれしそうに言いいました。

「どうかそれ以い上じょう長ながく言いうなんてご面めん倒どうをなさらないでくださいね」とアリス。

「あら、面めん倒どうなんてなんでもないわ！」と公こう爵しゃく夫ふ人じん。「今いままで申もうし上あげたことみんなプレゼントにしてさしあげるわ。」

「安やすっぽいプレゼントだこと！」アリスは思おもいました。「お誕たん生じょう日びプレゼントがそんなふうじゃなくてよかった！」でも、あえて口くちに出だして言いいませんでした。

「また考かんがえごと？」公こう爵しゃく夫ふ人じんは小ちいさなあごをまたも食くいこませてたずねました。

「わたしにも考かんがえる権けん利りはあります。」アリスはぴしゃりと言いいました。少すこしうんざりしてきたのです。

「ブタにだって飛とぶ権けん利りがあるようにね」と公こう爵しゃく夫ふ人じん。「そのきょうく──」

　しかし、このときアリスがびっくりしたことに、公こう爵しゃく夫ふ人じんの声こえは、お気きに入いりの「教きょう訓くん」という言こと葉ばの途と中ちゅうで消きえていってしまい、アリスの腕うでにしがみついていた腕うでがふるえだしました。はっと顔かおをあげると、目めの前まえには女じょ王おう様さまが腕うで組ぐみをして、かみなり様さまのようにこわい顔かおをして立たっていらっしゃいました。

「いいお日ひ和よりでございますこと、陛へい下か！」公こう爵しゃく夫ふ人じんは弱よわ々よわしい声こえであいさつしました。

「よいか、警けい告こくしておくぞ。」女じょ王おう様さまは、足あしをふみならしながら大おお声ごえでおっしゃいました。「おまえがいなくなるか、おまえの首くびがなくなるかだ、それもあっともいわぬ間まにだ！　どちらか選えらべ！」

　公こう爵しゃく夫ふ人じんは自じ分ぶんがいなくなるほうを選えらんで、一いっ瞬しゅんの半はん分ぶんのうちにいなくなりました。

「試し合あい続ぞっ行こうじゃ。」女じょ王おう様さまはアリスにおっしゃいました。アリスはこわくて一ひと言ことも言いえませんでしたが、女じょ王おう様さまのあとについて、ゆっくりとクロッケー場じょうにもどりました。

　女じょ王おう様さまがいらっしゃらないのをよいことに、ほかの招しょう待たい客きゃくは木こかげで休やすんでいましたが、女じょ王おう様さまを見みたとたん、あわてて試し合あいにもどってきました。女じょ王おう様さまはただ、「一いっ瞬しゅんのおくれが連れん中ちゅうの命いのち取とりになる」とだけおっしゃいました。

　試し合あいの最さい中ちゅうずっと女じょ王おう様さまはほかの選せん手しゅと口こう論ろんし続つづけて、「この男おとこの首くびを切きれ！」とか「この女おんなの首くびを切きれ！」とさけんでいらっしゃいました。死し刑けい宣せん告こくを受うけた者ものは、兵へい隊たいたちに連つれ去さられましたが、兵へい隊たいたちはそうするためにアーチをやめなければなりませんでしたから、三十分ぷんもするとアーチはひとつもなくなってしまい、王おう様さまと女じょ王おう様さまとアリス以い外がいの選せん手しゅは全ぜん員いん死し刑けい判はん決けつを受うけて引ひっ立たてられてしまいました。

　すると、女じょ王おう様さまははあはあ息いきを切きらして試し合あいをやめ、アリスにおっしゃいました。「海うみガメもどきは見みたことがあるかね。」

「いいえ」とアリス。「海うみガメもどきがなにかさえ知しりません。」

「海うみガメもどきスープというのがあるじゃろ。あれの材ざい料りょうとなる動どう物ぶつじゃ」と女じょ王おう様さま。（本ほん当とうは、海うみガメもどきスープというのは、子こ牛うしの頭あたまなどを材ざい料りょうに使つかって海うみガメのスープと似にた味あじにしたスープのことです。）

「見みたことも聞きいたこともありません」とアリス。

「では、さあ、おいで」と女じょ王おう様さま。「海うみガメもどきに生おい立たちを話はなさせよう。」

　アリスが女じょ王おう様さまといっしょにその場ばを立たち去さるとき、王おう様さまがそこにいる人ひとたちに「全ぜん員いん釈しゃく放ほうじゃ」と低ひくい声こえでおっしゃるのが聞きこえました。「まあ、それはほんとによかった！」アリスはひとりごとを言いいました。女じょ王おう様さまがあんなにたくさん死し刑けいをお命めいじになったことにすっかり気き落おちしていたからです。

　やがて、ふたりは、ひなたぼっこをしてぐっすりねむっているグリフォンに出で会あいました。（みなさんは、グリフォンがどんなものか知しらなければ、絵えを見みてくださいね。）

「起おきろ、なまけ者もの！」と女じょ王おう様さまがおっしゃいました。「このお嬢じょうさんを海うみガメもどきのところへ案あん内ないし、やつの話はなしを聞きかせてやりなさい。わたしはもどって、命めいじた処しょ刑けいを見み届とどけねばならん。」

　女じょ王おう様さまは、アリスをグリフォンとふたりきりで残のこして立たち去さってしまわれました。アリスは、この動どう物ぶつの外がい見けんがちっとも好すきになれませんでしたが、野や蛮ばんな女じょ王おう様さまのあとを追おうくらいならグリフォンといっしょにここに残のこっていても同おなじだろうと思おもえたので、待まっていました。

　グリフォンは起おき上あがってすわり、目めをこすりました。それから、女じょ王おう様さまが見みえなくなるまで見み送おくってから、くっくっと笑わらいました。

「傑けっ作さくだぜ！」グリフォンはなかば自じ分ぶんに、なかばアリスに向むかって言いいました。

「なにが傑けっ作さくなの？」とアリス。

「なにって、女王様だよ」とグリフォン。「つもりになってるだけなんだよ。実じっ際さいはだれひとり処しょ刑けいなんかしてないんだ。さあ、おいで！」

「ここではだれもが『さあ、おいで！』って言いうのね。」アリスはゆっくりあとをついて行いきながら思おもいました。

「生うまれてこのかた、こんなにああしろこうしろって言いわれたことないわ、ほんと！」

　いくらも歩あるかぬうちに、遠とおくに海うみガメもどきが見みえてきました。小ちいさな岩いわだなにひとりさびしくすわっておりました。近ちかづいていくと、今いまにも胸むねがはりさけんばかりのため息をついているのがアリスには聞きこえました。なんてかわいそうなのかしらと、アリスはとても気きの毒どくになって、「なにを悲かなしんでいるの？」とグリフォンにたずねました。

　すると、グリフォンは、ほとんどさっきと同おなじ言こと葉ばを使つかって答こたえました。

「つもりになっているだけなんだよ。実じっ際さいは、なにも悲かなしむことなんかありゃしないんだ。さあ、おいで！」

　そうしてふたりは、海うみガメもどきのところまでやってきました。海うみガメもどきは、大おおきな目めにいっぱいなみだをためてふたりを見みつめましたが、なにも言いいませんでした。

「こちらのお嬢じょうさんが」とグリフォンが言いいました。「おまえさんの話はなしを聞ききたいんだってさ。」

「話はなしてきかせよう。」海うみガメもどきは、深ふかく、うつろな口く調ちょうで言いいました。「すわりなさい、ふたりとも。話はなしが終おわるまで一ひと言ことも口くちをきいてはいけない。」

　そこでふたりは腰こしをおろし、数すう分ふん間かん、だれもなにも言いいませんでした。アリスは「始はじめなかったら、話はなしが終おわらないじゃない？」と思おもいましたが、しんぼう強づよく待まちました。

「昔むかし、」ついに海うみガメもどきが深ふかいため息いきをついて言いいました。「ぼくは、本ほん物ものの海うみガメだったんだ。」

　この言こと葉ばのあと、長ながい長ながい沈ちん黙もくがやってきました。ときおりグリフォンが「ほゃくるるぅ！」とさけび声ごえをあげ、海うみガメもどきが激はげしくすすり泣なくばかりだったので、アリスはもう少すこしで立たちあがって「おもしろいお話はなしをありがとうございました」と言いうところでしたが、もっと話はなしは続つづくはずだという気きがしましたので、なにも言いわずにじっとすわっていました。
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「小ちいさかったころ、」

　ついに海うみガメもどきが、まだときどきすすり泣なきながらも、さっきより落おち着ついた口く調ちょうで続つづけました。

「海うみの学がっ校こうに通かよっていたんだ。先せん生せいは年とし寄よりの海うみガメだったけど、茶ちゃ々ちゃと呼よばれていた──」

「どうして海うみガメなのに茶ちゃ々ちゃと呼よばれていたの？」アリスはたずねました。

「先せん生せいはティーチャだろ。ティーとは茶ちゃのことだ。だから茶ちゃ々ちゃじゃないか。」海うみガメもどきは怒おこって言いいました。「まったく君きみはにぶいなあ！」

「そんなかんたんな質しつ問もんをしたりして、はずかしいと思おもわなきゃいけないよ」と、グリフォンもつけ加くわえました。それからふたりはだまってすわったまま、かわいそうなアリスをじぃっと見みつめたので、アリスは穴あながあったら入はいりたい気き持もちになりました。

　ついに、グリフォンが海うみガメもどきに「話はなしを進すすめな、おまえさん！　茶ちゃ々ちゃを入いれられるたびにこんなことやってたら、日ひが暮くれちまうよ」と言いいましたので、海うみガメもどきは次つぎのように続つづけました──。

「そう、ぼくらが通かよっていた学がっ校こうは海うみのなかにあったんだ、信しんじられないかもしれないけど──」

「信しんじられないなんて言いってないわ！」アリスは口くちをはさみました。

「今いま、言いった」と海うみガメもどき。

「口くちを閉とじてろ！」アリスが言いい返かえす間まもなく、グリフォンが言いいました。海うみガメもどきは続つづけました。

「最さい高こうの教きょう育いくを受うけたんだ──じつは、毎まい日にち、学がっ校こうに行いったんだ──」

「わたしだって毎まい日にち学がっ校こうに行いっているわ」とアリス。「そんなこと、自じ慢まんにもなりゃしない。」

「特とく別べつ科か目もくもあった？」海うみガメもどきは少すこし心しん配ぱいそうにたずねました。

「ええ」とアリス。「フランス語ごと音おん楽がくがあったわ。」

「お洗せん濯たくも？」と海うみガメもどき。

「そんなものあるわけないでしょ。」アリスは腹はらを立たてて言いいました。

「なあんだ！　じゃあ、君きみの学がっ校こうはたいしたことないな。」海うみガメもどきは大おおいにほっとして言いいました。「いいかい、ぼくらの学がっ校こうじゃあ、授じゅ業ぎょう料りょうの明めい細さい書しょの最さい後ごに、『フランス語ご、音おん楽がく、センタク授じゅ業ぎょう──特とく別べつ料りょう金きん』とあったんだ。」

「洗せん濯たくなんて、いらないでしょ」とアリス。「海うみの底そこに住すんでいたなら？」

「ぼく、その授じゅ業ぎょう、受うけられなかったんだ。授じゅ業ぎょう料りょう、はらえなくて。」海うみガメもどきは、ため息いきをついて言いいました。「普ふ通つう授じゅ業ぎょうだけとった。」

「どんな授じゅ業ぎょう？」アリスはたずねました。

「まず、もちろん、もみ肩かた、かき肩かただね。」★

　海うみガメもどきは答こたえました。「それから、算さん数すうだ。めでたし算ざん、かぜひき算ざん、かびかびぶっかけ算ざん、わりぃわりぃ算ざん。」

「《かびかびぶっかけ算ざん》なんて聞きいたことないわ。」アリスはあえて言いってみました。「なんなの？」

　グリフォンは、おどろいて前まえ足あしを二本ほんとも頭あたまの上うえにあげました。

「《かびかびぶっかけ算ざん》を聞きいたことないって！」グリフォンはさけびました。「《美び化か》って言こと葉ばは知しってるよね？」

「ええ」アリスはためらいつつ言いいました。「それって──つまり──なにかを──きれいにすること。」

「そうだよ、じゃあ」グリフォンは続つづけました。「かびかびぶっかけ算ざんがなにかわからなかったら、君きみはまぬけだよ。」
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　アリスはこの科か目もくについてもうこれ以い上じょう質しつ問もんをしたい気き持もちにはなりませんでしたので、海うみガメもどきのほうを向むいて「ほかにはどんな科か目もくを習ならったの？」と聞ききました。

「そうだな、まず、おせっかい史しの授じゅ業ぎょうがあった。」海うみガメもどきはヒレで科か目もくを数かぞえながら答こたえました。「古こ代だいおせっかい史しと現げん代だいおせっかい史し、それから海うみの地ち理り──教おしえてもらうのは『陸りく地ち』じゃなくて『海うみ』のことだったから、地ち理りじゃなくて『海かい理り』だな──先せん生せいは海かい狸り、つまりビーバーだった。それからビジツ。ビジツの先せん生せいはお年とし寄よりのヒツジで、週しゅうに一度ど、デッぷりおっサン、写しゃらく生せい、天てんぷら油あぶら絵えを教おしえてくれた。」

「それってどんなの？」とアリス。

「今いまここじゃ、やってみせられないよ」と海うみガメもどき。「ぼくはからだが硬かたすぎるし、グリフォンは習ならわなかったし。」

「時じ間かんがなくてね」とグリフォン。「でも、古こ典てんの先せん生せいのところへは通かよったぜ。わかったかに？　が口くちぐせのカニのじいさん先せん生せいだった。」

「ぼくはその先せん生せいに教おそわらなかったんだけど。」海うみガメもどきはため息いきをついて言いいました。「チンプン漢かん文ぶんを教おしえてくれたんだって。」

「そう、そう、そうだよ。」今こん度どはグリフォンがため息いきをついて言いい、二ひきは顔かおを前まえ足あしでおおってしまいました。

「それで、毎まい日にち何なん時じ間かんの授じゅ業ぎょうがあったの？」急いそいで話わ題だいを変かえようとしてアリスは言いいました。

「最さい初しょの日ひは十時じ間かん」と海うみガメもどき。「次つぎの日ひは九時じ間かん、といった具ぐ合あいさ。」

「へんてこりんな時じ間かん割わりね！」アリスはさけびました。

「だから、時じ間かん割わりっていうんじゃないか。」グリフォンが言いいました。「なんとか割わりっていうのは、少すこし減へらしてくれることをいうんだよ。」

　これはアリスにはまったく新あたらしい発はっ想そうだったので、少すこし考かんがえてからこうたずねました。「それじゃあ、十一日にち目めには、お休やすみになってしまうんじゃない？」

「もちろんさ」と海うみガメもどき。

「じゃあ、十二日にち目めにはどうするの？」アリスは熱ねっ心しんにたずねました。

「勉べん強きょうの話はなしはもういいよ。」グリフォンが、かなりきっぱりと口くちをはさみました。「遊あそびの話はなしをしておやりよ。」
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　海うみガメもどきは深ふかくため息いきをつき、ヒレの裏うらで目めをぬぐいました。アリスを見みつめて、なにか言いおうとしながらも、一、二分ふん、泣なきじゃくって声こえが出でません。「のどに骨ほねがつまったようなもんだ」とグリフォンは言いい、海うみガメもどきをゆさぶったり、背せ中なかをたたいたりしました。すると、ついに海うみガメもどきは声こえが出でるようになり、なみだをつうっと流ながしながら、こう続つづけました。

「君きみは海うみのなかで暮くらしたことはあまりないかもしれないが──」（「ないわ」とアリス。）「──それにロブスターに紹しょう介かいされたこともないかもしれないが──」（「一度ど食たべ──」とアリスは言いいかけましたが、はっとやめて、「ええ、ないわ」と言いいました。）「──なら、ロブスターのおどりがどんなにすてきなものか想そう像ぞうもつかないだろうよ！」

「ええ、ぜんぜん」とアリス。「どんなおどりなの？」

「それはね」とグリフォン。「まず、海かい岸がんに沿そって一列れつに並ならぶ。」

「二列れつだ！」海うみガメもどきがさけびました。「アザラシ、カメ、サケといった連れん中ちゅうが並ならんで、クラゲを全ぜん部ぶ追おい出だしたら──」

「クラゲでいつもてこずるんだよなあ。」グリフォンが口くちをはさみました。

「──前まえに二歩ほ──」

「めいめい、ロブスターとペアになって！」グリフォンがさけびました。

「そうだ」と海うみガメもどき。「二歩ほ前まえへ進すすみ、ロブスターと向むかい合あって──」

「──別べつのロブスターと組くんで、同おなじ順じゅん序じょでうしろにさがる」とグリフォン。

「それから、さ」と海うみガメもどき。「投なげこむんだ──」

「ロブスターを！」グリフォンがとびあがってさけびました。

「──思おもいっきり遠とおく、沖おきのほうに──」

「それを追おいかけて泳およぐ！」グリフォンが絶ぜっ叫きょうしました。

「それから海うみのなかでとんぼ返がえり！」海うみガメもどきがわめいて、しっちゃかめっちゃかにとびはねました。

「またロブスターをとりかえて！」グリフォンがあらんかぎりの甲かん高だかい声こえでさけびました。

「また陸りくにもどる──それで、おどりの最さい初しょのところが終おわりだ。」海うみガメもどきはとつぜん声こえを落おとしました。今いまの今いままでずっとめちゃくちゃにとびはねまわっていた二ひきは、とても悲かなしげに静しずかにすわりこみ、アリスを見みつめています。

「とてもすてきなおどりでしょうね。」アリスはおずおずと言いいました。

「少すこし見みてみたい？」と海うみガメもどき。

「ええ、とても」とアリス。

「じゃあ、最さい初しょのところをやってみよう！」海うみガメもどきがグリフォンに言いいました。「ロブスターがいなくてもできるだろ。どっちが歌うたう？」

「ああ、おまえさんが歌うたっておくれよ」とグリフォン。「おれは歌か詞しを忘わすれちまった。」

　そこで、二ひきは厳げん粛しゅくにアリスのまわりをぐるぐるおどり始はじめ、ときどき近ちかづきすぎてアリスのつま先さきをふみつけたりしながら、前まえ足あしをふってリズムをとりました。海うみガメもどきは、とてもゆっくり悲かなしげにこう歌うたいました──。
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「急いそげよ、カタツムリ」と言いうはタラ。

「イルカが押おすんだ」と文もん句くたらたら。

「ロブスターとカメが行いく、楽たのしそう！




みんなのいる浜はま辺べで、さあ、おどろう。

どうだい、いやかい、どうだい、いやかい、おどろうよ。

どうだい、いやかい、どうだい、いやかい、おどろうよ。」







「海うみの上うえへ飛とぼう、さあ、スタート！




沖おきまでジャンプするぞ、ロブスターと！」

だが、「遠とおすぎる！」と、にらむカタツムリ。




「せっかくだが、おどるのはとても　ムリ。




だめです、いやです、だめです、いやです、おどらない。

だめです、いやです、だめです、いやです、おどらない。」







タラが言いう、「遠とおくに飛とぶダンスなのさ。

イギリスから海うみを越こえりゃフランスなのさ。

遠とおくても平へい気きだよ。元げん気き出だせ。

そら、つの出だせ、やり出だせ、勇ゆう気き出だせ！

どうだい、いやかい、どうだい、いやかい、おどろうよ。

どうだい、いやかい、どうだい、いやかい、おどろうよ。」
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「ありがとう。見みていて、とても興きょう味み深ぶかいおどりだったわ。」おどりがついに終おわってくれて心こころからほっとしたアリスは言いいました。「タラのへんてこりんな歌うたも気きに入いったし。」

「あ、タラと言いえば」と海うみガメもどき。「タラは──会あったことあるよね、もちろん？」

「ええ」とアリス。「よく見みるわ、ばんごは──」アリスはあわてて、口くちを閉とざしました。

「《バンゴハ》がどこの町まちか知しらないけど」と海うみガメもどき。「よく見みかけるなら、どんなかっこうをしているか知しっているよね？」

「知しってると思おもうわ。」アリスは考かんがえながら答こたえました。「尾おっぽを口くちにくわえていて、パン粉こだらけ。」

「パン粉こはちがうなあ」と海うみガメもどき。「パン粉こなんか海うみで洗あらい流ながされちまうよ。でも、尾おっぽは確かに口くちにくわえている。その理り由ゆうは──」

　ここで、海うみガメもどきはあくびをして目めを閉とじ、グリフォンにこう言いいました。

「この子こに、理り由ゆうやら、なにやら教おしえてやれよ。」

「その理り由ゆうはね」とグリフォン。「やつらがロブスターといっしょにおどりたがったからなんだ。それで海うみの遠とおくのほうに、ぽおーんと投なげられた。それで、ひゅーんと長ながいこと落おちてった。それで、がしっと尾おっぽを口くちでくわえた。それで二に度どとはずせなくなっちゃった。おしまい。」

「ありがとう」とアリス。「とてもおもしろいわ。タラのこと、これまでちっとも知しらなかった。」

「なんなら、もっと教おしえてあげるよ」とグリフォン。「どうしてタラっていうのか、知しっているかい？」

「考かんがえたこともないわ」とアリス。「どうして？」

「大口魚タラっていうのはね、でかい口くちして、」グリフォンはとても重おも々おもしく言いいました。「たらふく食くうからさ。」

「やたらめったら？」アリスはいぶかしそうに聞ききました。

「よだれをたらたら、たらしてね。いや、まったくもう、ぐーたらなやつで」とグリフォン。「ひとをたらしこんだりもする。うそつきの仲なか間まといっしょに」とグリフォンがすごく低ひくい声こえで言いいました。

「うそつきの仲なか間まってだあれ？」アリスはとても好こう奇き心しんにかられてたずねました。

「大おおぼらに、ぶりっ子こだよ、もちろん。」グリフォンは、いらついて答こたえました。「小こエビだってそれぐらいのことは知しってるぜ。」

「わたしがタラだったら」と、まだ歌うたのことを考かんがえていたアリスは言いいました。「イルカに言いってやったのに。『押おさないでちょうだい！　あなたはお呼よびじゃないわ！』って。」

「お呼よびだったのさ」と海うみガメもどき。「かしこい魚さかななら、イルカなしにどこにも行いきゃしないよ。」

「本ほん当とう？」アリスはたいへんおどろいた口く調ちょうで言いいました。

「もちろんさ」と海うみガメもどき。「だって、もしどこかの魚さかなが来きて、旅たびに出でるって言いったら、『どちらの、まぁ、イルカちゃんと？』って聞きくもの。」

「そうなの？」

「『どちらのぅ、まぁいるか』ってちゃんと。」

「ひょっとして、『どちらへまいるか？』ってちゃんと聞きくっていうこと？」

「今いま言いったとおりの意い味みです。」海うみガメもどきはむっとして答こたえました。グリフォンが話はなしを変かえました。「さあ、今こん度どは、君の冒ぼう険けん談だんを聞きかせておくれよ。」

「冒ぼう険けんなら、今朝けさから起おこったことをお話はなししてあげられるけど。」アリスは少すこしおずおずと言いいました。「きのうまでさかのぼってもしょうがないわ。そのときはわたし、別べつの人ひとだったから。」

「どういうことか説せつ明めいしてくれよ」と海うみガメもどき。

「いや、いや！　まずは冒ぼう険けん談だんからだ。」グリフォンがじれったそうに言いいました。「説せつ明めいっていうのは、おそろしく時じ間かんがかかるもんだ。」

　そこでアリスは、最さい初しょに白しろウサギを見みかけたときから始はじまった冒ぼう険けんを話はなしだしました。二ひきの動どう物ぶつが両りょう側がわからアリスにあまりにもぴったりくっついて、目めと口くちをそれは大おおきく開あけているものですから、初はじめのうちは少しょう々しょう落おち着つきませんでしたが、話はなし進すすめるうちに勇ゆう気きが出でてきました。二ひきとも、じいっと、とても静しずかに聞きいていましたが、やがて『ウィリアム父とうさん、年としだよ』を青あお虫むしに向むかって暗あん唱しょうしたら歌か詞しがみんなちがってしまったところまでくると、海うみガメもどきは深ふかく息いきを吸すいこんでから、「そいつは、まったくへんてこりんだ！」と言いいました。

「そんなへんてこりんなことってないぞ」とグリフォン。

「歌か詞しがみんな、ちがってしまったって！」海うみガメもどきが考かんがえこみながらくりかえしました。そして、「この子こに今いまなにか暗あん唱しょうしてもらおうか。始はじめるように言いっておくれ」と、グリフォンのほうを向むきました。まるでアリスがグリフォンのいいなりになるみたいな言いいかたです。

「立たちあがって、『ぐうたらの声こえが聞きこえる』を暗あん唱しょうしたまえ。」グリフォンは言いいました。

「ここの動どう物ぶつときたら、人ひとにあれこれ命めいじたり暗あん唱しょうさせたりするのが好すきだこと！」アリスは思おもいました。

「これじゃあ、学がっ校こうにいるのとおんなじじゃない？」

　それでも、アリスは立たち上あがって暗あん唱しょうを始はじめましたが、頭あたまのなかはロブスターのおどりのことでいっぱいだったので、なにを言いっているのか自じ分ぶんでもわからなくなりました。ですから、歌か詞しは、まったくもっておかしなことになってしまったのです──。





ロブスターの声こえがする。「ねえ、おいらをこんがり

焼やきすぎだ。髪かみにお砂さ糖とうまぶしたら、できあがり。

鼻はな先さきでベルトとボタンを直なおし、つま先さきを外そとへ向むけよう。

カモはまぶたで直なおすけど、おいらは鼻はな先さきが器き用よう。」

砂すなが乾かわけば、陽よう気きなこと、まるでひばり。

話はなしかたは、サメのように大おおいばり。

でも、潮しおが満みちてサメがあたりにうろうろ、

すると、やつの声こえはふるえておろおろ。






「おれが子こどものころ口くちずさんでたのとはちがうなあ」とグリフォン。

「ぼくは聞きいたことがないけど」と海うみガメもどき。「でも、すっごく意い味みがなさそうだね。」

　アリスはなにも言いいませんでした。両りょう手てに顔かおをうずめて、なにかがもとどおりあたりまえに起おこるなんてことがいったいあるんだろうかと思おもいながらすわりこんでいました。

「説せつ明めいしてほしいなあ」と海うみガメもどき。

「この子こに説せつ明めいなんてできないよ。」グリフォンが急いそいで言いいました。「二番ばんを暗あん唱しょうしてよ。」

「でも、つま先さきっていうのは？」海うみガメもどきはこだわりました。「どうやって鼻はな先さきでつま先さきを外そと向むきにするんだい？」

「ダンスの第だい一ポジションよ」とアリスは言いいました。でも、あれやこれやで頭あたまがすっかりこんがらがってしまったので、話わ題だいを変かえたくてしかたありませんでした。
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「二番ばんを暗あん唱しょうしてよ」とグリフォンがくり返かえしました。

「『その庭にわ先さきを歩あるいてみれば』で始はじまるんだ。」

　アリスはまた歌か詞しがめちゃくちゃになってしまうのはわかっていましたが、いやとは言いえなかったので、ふるえる声こえで暗あん唱しょうし始はじめました──。





その庭にわ先さきを歩あるいてみれば、見みえたよ、今日きょう、

パイをいっしょに食たべてた、フクロウとヒョウ。

ヒョウは、パイ皮がわとお肉にくと肉にく汁じゅうを、むしゃむしゃ、

フクロウは、お皿さらしかもらえなくて、むしゃくしゃ。

フクロウは、負まけてやったのさ、おお負まけに。

だから帰かえりにスプーンもらったさ、おまけに。

ヒョウときたら、ナイフとフォークを受うけ取とって、しゃっくり。

宴えん会かいのしめくくりに、ヒョウがフクロウを、ぱっ──★
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「そんなもの、暗あん唱しょうしてなんになるんだ？」海うみガメもどきが途と中ちゅうで口くちをはさみました。「暗あん唱しょうしながら説せつ明めいしてくれなきゃわかんないよ。これほどわけわかんないもの聞きいたことがない！」

「そうだね。やめたほうがいい」とグリフォンが言いったので、アリスはとてもほっとして、やめました。

「ロブスターおどりの続つづきをやってみせようか。」グリフォンが続つづけて言いいました。「それとも、海うみガメもどきに別べつの歌うたを歌うたってもらうほうがいいかな？」

「ああどうか、歌うたをお願ねがいします。海うみガメもどきさんがご親しん切せつにも歌うたってくださるのなら。」アリスがひどく熱ねっ心しんに答こたえたので、グリフォンは少すこしむっとして言いいました。「へん！　たで食くう虫むしも好すき好ずきだな！　よう、おまえさん、この子こに『海うみガメ・スープ』を歌うたってやったらどうだい？」

　海うみガメもどきは深ふかくため息いきをついてから、すすり泣なきで声こえをつまらせながら、このように歌うたいました──。





おーいしいスープ、こってり緑みどり、

熱あついなべに　たっぷり。

これはニュースだ、大だいスクープ！

今こん夜やのスープは、おーいしいスープ！

今こん夜やのスープは、おーいしいスープ！




おぉーいしい　ス──ゥプ、

おぉーいしい　ス──ゥプ、




こぉーんやぁのー　スープは




おいしい、おいしい、スーゥプ。







おーいしいスープ！　いらない、お魚さかな。

お肉にくだって、だれがいるかな？

スープがみんなの希き望ぼうさ、ホープ！

なぁにはなくても、おーいしいスープ！

なぁにはなくても、おーいしいスープ！




おぉーいしい　ス──ゥプ、

おぉーいしい　ス──ゥプ、




こぉーんやぁのー　スープは




おぉーいしい、おいしい、スーゥプ。
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「もう一いち度どくり返かえし！」グリフォンがさけんで、海うみガメもどきがくり返かえそうとしたちょうどそのとき、「裁さい判ばんが始はじまります！」というさけび声ごえが遠とおくで聞きこえました。

「さあ、おいで！」グリフォンはさけんで、アリスの手てをつかみ、歌うたの終おわりまで待またずに急いそいで走はしり出だしました。

「なんの裁さい判ばん？」アリスは走はしりながら息いきを切きらせましたが、グリフォンはただ、「おいで！」と答こたえてスピードをあげただけでした。そのあいだ、ふたりのあとからそよ風かぜに乗のって聞きこえてくる悲かなしげな歌うた声ごえは、どんどんかすかになっていきました──。





こぉーんやぁのー　スープは




すぅてきな、すてきな、スーゥプ。
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　ふたりがやってきたときには、ハートの王おう様さまと女じょ王おう様さまは王おう座ざにおつきになっていて、そのまわりに大おお勢ぜいが──トランプのカード一ひと組くみのほか、あらゆる種しゅ類るいの小こ鳥とりやけものが──わいわいがやがやと集あつまっていました。くさりにつながれたハートのジャックが、ふたりの兵へい隊たいにはさまれて前まえに引ひき出だされて立たっていました。王おう様さまのそばにいるのは、あの白しろウサギです。片かた手てにラッパを、もう片かた方ほうの手てに巻まき物ものを持もっています。法ほう廷ていの真まん中なかにはテーブルがすえられ、タルトを盛もりつけた大おお皿ざらがのっています。とてもおいしそうだったので、アリスはそれを見みてすっかりおなかがすいてしまいました──。「早はやく裁さい判ばんを終おわりにして、あのお菓か子しを配くばってくれたらいいのに！」

　でも、そうなりそうなようすは、まったくありませんでした。そこで、アリスは時じ間かんつぶしに、まわりをあれこれながめ始はじめました。

　アリスは法ほう廷ていに入はいるのは初はじめてでしたが、本ほんで読よんだことがあったので、たいていのものの名な前まえがわかって、とてもうれしくなりました。

「あれが裁さい判ばん官かんだわ」とアリスは自じ分ぶんに言いいました。

「だって、大おおきなかつらをかぶっているもの。」

　ところで、この裁さい判ばん官かんとは王おう様さまでした。かつらの上うえに王おう冠かんを頂いただいていたので、なんだかきゅうくつそうで、ちっとも似に合あっていませんでした。
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「そして、あれが陪ばい審しん員いん席せきだわ」とアリスは思おもいました。

「そして、この十二ひきの生いき物ものが」──（「生いき物もの」と言いわなければならなかったのは、ほら、けものや小こ鳥とりが交まじっていたからです）──「たぶん、陪ばい審しん員いんだわ。」

『陪ばい審しん員いん』という言こと葉ばを知しっていたのがなんだかうれしくて、この言こと葉ばを二、三度ど自じ分ぶんに言いってみました。アリスと同おない年どしの女おんなの子こで、こんな言こと葉ばの意い味みを知しっている子こなんてまずいないと思おもったからです。それはそのとおりですが、「評ひょう決けつをくだす人ひとたち」と言いってもよかったのですけどね。

　十二ひきの陪ばい審しん員いんは、みな石せき板ばんにとてもせわしなくなにか書かきつけていました。

「なにをしているの？」とアリスはグリフォンにささやきました。「裁さい判ばんが始はじまっていないのに、なにも書かくことはないでしょ。」

「自じ分ぶんの名な前まえを書かいているのさ」とグリフォンはささやきかえしました。「裁さい判ばんの終おわりまでに忘わすれるといけないからね。」
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「ばっかみたい！」アリスはあきれて大おお声ごえを出だしてしまい、あわてて口くちをふさぎました。

　というのも、白しろウサギが「静せい粛しゅくに！」とさけび、王おう様さまがめがねをかけて、だれがしゃべっているのか気きをもむように見みまわしたからです。

　アリスには、まるで陪ばい審しん員いんの肩かたごしにのぞき見みたかのようにはっきりと、全ぜん員いんが「ばっかみたい！」と書かいているのがわかりました。しかも、そのうちのひとりは「ばっか」という字じをどう書かいたらいいのかわからず、となりの人ひとに聞きいていました。

「裁さい判ばんが終おわるころには、この人ひとたちの石せき板ばんはひどいことになっているわ！」とアリスは思おもいました。

　陪ばい審しん員いんのひとりが、キーキーいう石せき筆ひつを使つかっていました。もちろん、アリスはこれにがまんできませんでしたので、法ほう廷ていをぐるりとまわって、その陪ばい審しん員いんのうしろにしのびより、すきを見みて、それをとりあげてしまいました。あまりにもすばやくとりあげたので、そのかわいそうな小ちいさな陪ばい審しん員いん（トカゲのビルでした）は、どうなってしまったのかさっぱりわからず、しばらく石せき筆ひつをあちこち捜さがしまわっていましたが、結けっ局きょくそれからずっと指ゆびで書かかなければなりませんでした。そんなことをしても石せき板ばんになんのあともつかないので、なんの役やくにも立たちませんでしたけれどね。

「訴そ状じょうを読よみあげよ」と王おう様さまがおっしゃいました。

　これを聞きくと、白しろウサギはラッパを三度どふき鳴ならし、それから巻まき物ものを広ひろげると、次つぎのように読よみあげました──。
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ハートの女じょ王おう、タルトを焼やいた。




こっそりと。




ハートのジャック、とってっちゃった。




ごっそりと。






「評ひょう決けつにかかれ。」王おう様さまが陪ばい審しん員いんたちにおっしゃいました。

「まだです、まだです！」ウサギがあわてて止とめました。「その前まえにやることがたくさんあります！」

「最さい初しょの証しょう人にんを呼よべ」と王おう様さまがおっしゃいました。そして、白しろウサギはラッパを三度どふき鳴ならし、「最さい初しょの証しょう人にん！」とさけびました。

　最さい初しょの証しょう人にんは、帽ぼう子し屋やでした。片かた手てにお茶ちゃのカップを、もう片かた方ほうの手てにバターつきパンの切きれはしを持もって入はいってきました。「お許ゆるしください、陛へい下か」と帽ぼう子し屋やは切きりだしました。「こんなものを持もってまいりまして。呼よび出だされたとき、まだお茶ちゃをすませていなかったものですから。」

「すませておくべきだった」と王おう様さま。「お茶ちゃを始はじめたのはいつだ？」

　帽ぼう子し屋やは、三さん月がつウサギを見みながら、「三月がつ十じゅう四よっ日かだったと思おもいます」と言いいました。三さん月がつウサギはヤマネと腕うでを組くんで、帽ぼう子し屋やのあとについて法ほう廷ていに入はいってきていました。

「十五日にちだよ」と三さん月がつウサギ。

「十六日にちだよ」とヤマネ。

「書かきとめておけ。」王おう様さまに申もうしつけられた陪ばい審しん員いんたちは、一いっ生しょう懸けん命めいその三つの日ひ付づけを石せき板ばんに書かきとめ、それから三つの数すう字じをたして、それをイギリスのお金かねのシリングとペンスに換かん算さんしました。（十二ペンスで一シリングになります。）

「おまえの帽ぼう子しをとれ」と王おう様さまが帽ぼう子し屋やにおっしゃいました。

「わたしのではありません」と帽ぼう子し屋や。

「ぬすんだのか！」王おう様さまがさけんで、陪ばい審しん員いんたちをふり返かえったので、陪ばい審しん員いんたちはさっそくこのことを記き録ろくしました。

「売うり物ものなのです。」帽ぼう子し屋やは説せつ明めいを加くわえました。

「どれも自じ分ぶん用ようのではありません。わたしは帽ぼう子し屋やでございます。」

　ここで女じょ王おう様さまがめがねをかけ、帽ぼう子し屋やをじろじろご覧らんになり始はじめたので、帽ぼう子し屋やはまっさおになってそわそわしました。

「証しょう言げんせよ」と王おう様さま。「がたがたするな。さもなければこの場ばで処しょ刑けいするぞ。」

　そう言いわれても証しょう人にんはちっとも元げん気きづけられなかったようです。体たい重じゅうをしじゅう右みぎ足あしにかけたり左ひだり足あしにかけたりしながら、びくびくと女じょ王おう様さまを見みやり、もうなにがなんだかわからなくなって、バターつきパンではなくてお茶ちゃのカップを大おおきくひと口くち、がぶりとかみちぎってしまいました。

　ちょうどこのとき、アリスはとてもへんてこりんな感かんじがして困こまり果はてていたのですが、ついにどういうことかわかりました。また大おおきくなり始はじめていたのです。最さい初しょは立たちあがって法ほう廷ていから出でて行いこうと思おもいましたが、考かんがえ直なおして、ここにいられるかぎりじっとしていようと思おもいました。

「そんなにぎゅうぎゅう押おさないでよ。」となりにすわっていたヤマネが言いいました。「息いきができないよ。」

「しかたがないのよ。」アリスはすまなそうに言いいました。「わたし、大おおきくなっているんだもの。」

「こんなところで大おおきくなる権けん利りはないぞ」とヤマネ。

「ばかなこと言いわないで。」アリスはさっきより大だい胆たんに言いいました。「あなただって大おおきくなっているのよ。」

「そりゃあそうだけど、ぼくはあたりまえの速はやさで大おおきくなっているんだ」とヤマネ。「そんなあほらしい速はやさじゃないよ。」そして、ひどくむくれて立たちあがり、法ほう廷ていの反はん対たい側がわへ歩あるいて行いってしまいました。

　そのあいだじゅう、女じょ王おう様さまは帽ぼう子し屋やをじろじろご覧らんになるのをやめず、ヤマネが法ほう廷ていを横よこ切ぎったとき、役やく人にんのひとりにおっしゃいました。

「このあいだのコンサートで歌うたった者ものたちの名めい簿ぼをここに！」

　これを聞きいたあわれな帽ぼう子し屋やはあまりにひどくふるえだしたので、靴くつが両りょう方ほうとも脱ぬげてしまいました。

「証しょう言げんせよ」と王おう様さまは怒おこってくり返かえされました。「さもないと、がたがたしようがしまいが、処しょ刑けいするぞ。」

「わたしはつまらぬ者ものでございます、陛へい下か。」帽ぼう子し屋やはふるえる声こえで切きりだしました。「ずっとお茶ちゃをしておりませんでして──せいぜいこの一週しゅう間かんかそこいらお茶ちゃをしただけでして──バターつきパンがこんなにうすくなってしまったり──お茶ちゃがきらきら光ひかっ──」

「なにがきらきら光ひかるって？」と王おう様さま。

「すみません、どうも気きが気きでなくて──」

「キがキでなければ、《きらきら》はなんだ？　ふらふらするな！」

「最さい初しょはお茶ちゃをする気で始はじめました。」

「もちろん、《きらきら》はキで始はじまっておる！」王おう様さまはぴしゃりとおっしゃいました。「わしをばかだとでも思おもっているのか？　続つづけよ！」

「わたしはつまらぬ者ものでございます。」帽ぼう子し屋やは続つづけました。「それ以い来らい、たいていのものはきらきらしてしまいまして──ただ、三さん月がつウサギが言いいますには──」

「言いってない！」三さん月がつウサギは大おおあわてで口くちをはさみました。

「言いった！」と帽ぼう子し屋や。

「否ひ認にんする！」と三さん月がつウサギ。

「否ひ認にんしているぞ」と王おう様さま。「そこは削さく除じょせよ。」

「ともかくもでございます。ヤマネが言いいますには──」ヤマネも否ひ認にんするだろうかと帽ぼう子し屋やは心しん配ぱいそうにあたりを見みまわしながら続つづけました。しかし、ヤマネはなにも言いいませんでした。ぐっすりねむっていたのです。

「それから、」帽ぼう子し屋やは続つづけました。「わたしはバターつきパンをもう少すこし切きりまして──」

「しかし、ヤマネはなんと言いったのですか？」陪ばい審しん員いんのひとりがたずねました。

「それは思おもい出だせません」と帽ぼう子し屋や。

「思おもい出だせ。」王おう様さまがおっしゃいました。「さもないと、死し刑けいに処しょす。」

　かわいそうな帽ぼう子し屋やはお茶ちゃのカップとバターつきパンをとり落おとして、がくんと片かたひざをついてしまいました。「わたしはつまらぬ者ものでございます、陛へい下か。」帽ぼう子し屋やは最さい初しょと同おなじ言こと葉ばを言いいました。

「まったくつまらんのは、おまえの話しぶりだ」と王おう様さま。

　ここで一ぴきのモルモットがおもしろがって歓かん声せいをあげたので、たちどころに法ほう廷ていの役やく人にんたちに鎮ちん圧あつされてしまいました。（これはかなりむずかしい言こと葉ばなので、どのようになされたか説せつ明めいしておきましょう。口くちのところをひもでぎゅっとしばれる大おおきな粗布ズックのふくろを用よう意いして、これにモルモットを頭あたまからほうりこみ、その上うえにすわったのです。）

「実じっ際さいに現げん場ばが見みられてよかった」とアリスは思おもいました。「新しん聞ぶんでよく、『裁さい判ばんの終おわりに歓かん声せいをあげようとする者ものがあったが、法ほう廷ていの役やく人にんに直ただちに鎮ちん圧あつされた』って書かいてあるけど、ようやくその意い味みがわかったもの。」

「知しっていることがそれだけなら、さがってよい。」王おう様さまが続つづけられました。

「さがるといっても、これ以い上じょう、低ひくくはなれません」と帽ぼう子し屋や。「床ゆかにひざをついておりますので。」

「では、尻もちでも、つけ。」

　ここで、もう一ぴきのモルモットが歓かん声せいをあげて、鎮ちん圧あつされました。

「さあ、これでモルモットはいなくなったわ。」アリスは思おもいました。「少すこしは先さきへ進すすむでしょう。」

「できればお茶ちゃをすませてしまいたいのですが。」帽ぼう子し屋やは、歌うたい手ての名めい簿ぼに目めを通とおしている女じょ王おう様さまを心しん配ぱいそうにちらりと見みながら言いいました。

「行いくがよい」と王おう様さまがおっしゃると、帽ぼう子し屋やは靴くつをはき直なおすひまもあらばこそ、急いそいで法ほう廷ていを立たち去さってしまいました。

「──外そとに出でたら、首くびを切きっておしまい。」女じょ王おう様さまが役やく人にんのひとりに言いいつけましたが、その役やく人にんがドアのところへ着つくより早はやく、帽ぼう子し屋やの姿すがたは見みえなくなっていました。

「次つぎの証しょう人にんを呼よべ！」と王おう様さま。

　次つぎの証しょう人にんは公こう爵しゃく夫ふ人じんの料りょう理り人にんでした。この女じょ性せいが法ほう廷ていに入はいってくる前まえからドアの近ちかくにいた人ひとたちがいっせいにくしゃみを始はじめたものですから、すぐだれだかわかりました。あんのじょう、料りょう理り人にんは手てにコショウ入いれを持もっていました。
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「証しょう言げんをせよ」と王おう様さま。

「いやだね」と料りょう理り人にん。

　王おう様さまは心しん配ぱいそうに白しろウサギを見みやり、白しろウサギは小こ声ごえで王おう様さまに言いいました。

「陛へい下かは、この証しょう人にんを反はん対たい尋じん問もんせねばなりません。」

「うむ。せねばならぬものは、せねばならん。」王おう様さまはものうげな調ちょう子しでおっしゃると、腕うで組ぐみをして、目めがほとんど隠かくれてしまうほど料りょう理り人にんに向むかってまゆをしかめてから、低ひくく通とおる声こえでおっしゃいました。「タルトはなにでできている？」

「ほとんど、コショウだね」と料りょう理り人にん。

「シロップだ。」料りょう理り人にんのうしろからねむそうな声こえがしました。

「そのヤマネに首くび輪わをはめよ！」女じょ王おう様さまが金かな切きり声ごえをおあげになりました。

「そのヤマネの首くびをはねよ！　そのヤマネを法ほう廷ていからたたき出だせ！　鎮ちん圧あつせよ！　つねれ！　ひげをひっこぬけ！」

　それから数すう分ふん間かん、ヤマネを追おい出だすのに法ほう廷ていは大おおさわぎになって、ようやくおさまったときには料りょう理り人にんはいなくなっていました。

「まあ、気きにするな！」王おう様さまはずいぶんほっとしたごようすでおっしゃいました。「次つぎの証しょう人にんを呼よべ。」

　そして、女じょ王おう様さまにこう耳みみ打うちをなさいました。

「なあ、おまえ、次つぎの証しょう人にんはおまえが反はん対たい尋じん問もんをしてくれねばならん。まったく、おでこがずきずきしてかなわん！」

　アリスは、白しろウサギが名めい簿ぼをあちこちめくっているのを見みつめながら、次つぎの証しょう人にんはどんな動どう物ぶつなのかしらととても興きょう味みを覚おぼえました。

「──だって、まだたいした証しょう言げんがなされていないもの」と、ひとりごとを言いっていたアリスのおどろきを想そう像ぞうしてみてください。白しろウサギが、小ちいさなきいきい声ごえをふりしぼって読よみあげた名な前まえは、なんと──

「アリス！」
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「はい！」

　思おもわずアリスは大おおきな声こえをあげました。とつぜんのことに気きがせいて、この数すう分ふんのあいだに自じ分ぶんがどれほど大おおきくなってしまったかすっかり忘わすれていたのです。しかも、あんまりあわてて立たちあがったものですから、スカートのすそで陪ばい審しん員いん席せきをひっくりかえしてしまい、陪ばい審しん員いんたちを全ぜん員いん、下したにいた群ぐん衆しゅうの頭あたまの上うえへぶちまけてしまいました。手て足あしをばたつかせている動どう物ぶつたちを見みると、先せん週しゅううっかりひっくり返かえしてしまった金きん魚ぎょ鉢ばちを思おもい出だしました。
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「あら、ごめんなさい、ほんと！」

　すっかりうろたえてアリスはさけび、大おお急いそぎでみんなを拾ひろいあげ始はじめました。というのも、金きん魚ぎょ鉢ばちの事じ件けんのことが頭あたまにあったので、すぐさま集あつめて陪ばい審しん員いん席せきにもどしてやらないと死しんでしまうような気きがしたのです。

「裁さい判ばんは、すべての陪ばい審しん員いんが」王おう様さまがとてもおごそかな声こえでおっしゃいました。「きちんと席せきにもどるまで進すすめられない。」

　王おう様さまはアリスをにらみつけながら、力ちからをこめて強きょう調ちょうしてくり返かえされました。

「全員がだ。」

　アリスは陪ばい審しん員いん席せきを見みて、急いそいだためにトカゲのビルをさかさまにもどしてしまったことに気きづきました。かわいそうな小ちいさなトカゲは、身み動うごきがとれず、ゆううつそうにしっぽをふってもがいていました。アリスはすぐに持もちあげて、もとにもどしてやりました。

「もどしたからって大たいした意い味みはないけれど」と、アリスはひとりごとを言いいました。「だって、どちらが上うえになっていても、この裁さい判ばんではまったくどうだっていいことだもの。」

　ひっくりかえったショックから陪ばい審しん員いんがようやく少すこし立たち直なおり、石せき板ばんと石せき筆ひつが捜さがし出だされて持もち主ぬしに返かえされると、みんなはとてもまじめにこの事じ件けんのいきさつを書かき始はじめました。ただ、トカゲだけはあまりに打うちのめされてしまったようで、なにもできず、口くちをあけて、法ほう廷ていの天てん井じょうをぽかんと見みつめていました。

「この件けんについて、おまえの知しっていることはなにか？」王おう様さまがアリスにおっしゃいました。

「なんにも」とアリス。

「なんにもぜんぜん？」王おう様さまはしつこくお聞ききになりました。

「なんにもぜんぜん」とアリス。

「それはとても重じゅう大だいだ」と王おう様さまは陪ばい審しん員いん席せきに向むき直なおっておっしゃいました。陪ばい審しん員いんたちがこのことを石せき板ばんに書かこうとしたときでした。

　白しろウサギが口くちをはさんで、「重じゅう大だいでないと陛へい下かはおっしゃりたかったのでしょう、もちろん。」白しろウサギはとてもうやうやしい調ちょう子しでそう言いいながら、王おう様さまに向むかってまゆをひそめ、顔かおをしかめました。

「重じゅう大だいでないというつもりじゃ、もちろん。」王おう様さまは急いそいでおっしゃると、小こ声ごえで口くちに出だして確たしかめていらっしゃいました。

「重じゅう大だい──重じゅう大だいでない──重じゅう大だいでない──重じゅう大だい──」まるで、どちらのひびきがよいかためすように。

　陪ばい審しん員いんのなかには「重じゅう大だい」と書かいた者ものもあり、「重じゅう大だいでない」と書かいた者ものもありました。このことがアリスにわかったのは、みんなの石せき板ばんを見み下おろせるほどアリスが近ちかくにいたためです。「そんなこと、どうだっていいじゃない」とアリスはひそかに思おもいました。

　このときです。それまでなにやら自じ分ぶんの手て帳ちょうにせっせと書かきこんでいた王おう様さまは、「静せい粛しゅくに！」とさけんで、自じ分ぶんの手て帳ちょうから次つぎのように読よみあげました。

「第だい四十二条じょう。〝一マイルすなわち一・六キロ以い上じょうの身しん長ちょうの者ものは法ほう廷ていを去さるべし〟。」

　みんながアリスを見み上あげました。

「わたし、一マイルもないわ」とアリス。

「ある」と王おう様さま。

「二マイル近ちかいね」と女じょ王おう様さま。

「どっちにしたって、出でていく気きはありません」とアリス。「それに、ちゃんとした規き則そくじゃないでしょ。今いま、でっちあげたくせに。」

「この手て帳ちょうに書かかれた最さい古この規き則そくだ」と王おう様さま。

「それじゃ、第だい一条じょうになるはずでしょ」とアリス。

　王おう様さまはまっさおにおなりになって、手て帳ちょうをぴしゃっと閉とじられました。

「評ひょう決けつを審しん議ぎせよ。」王おう様さまは、低ひくいふるえる声こえで陪ばい審しん員いんたちにおっしゃいました。

「どうか、陛へい下か、まだ証しょう言げんがございます。」白しろウサギが大おおあわてでとびあがって言いいました。「この文ぶん書しょがちょうど拾ひろわれたところにございます。」

「なんと書かいてあるのじゃ？」と女じょ王おう様さま。

「まだ開かい封ふうしておりません」と白しろウサギ。「しかし、囚しゅう人じんが書かいた手て紙がみのようでございます──だれかに宛あてて。」

「そりゃそうだ」と王おう様さま。「さもなければ、だれ宛あてでもないということになるが、それはおかしいからな。」

「だれ宛あてなのですか。」陪ばい審しん員いんのひとりがたずねました。

「だれ宛あてでもありません」と白しろウサギ。「実じつのところ、表おもて書がきにはなにも書かかれていないのです。」そう言いいながら、文ぶん書しょを開ひらくと、さらにこうつけ加くわえました。「結けっ局きょくのところ、手て紙がみではありませんでした。一編ぺんの詩しです。」

「それは囚しゅう人じんの筆ひっ跡せきですか？」別べつの陪ばい審しん員いんがたずねました。

「いいえ、ちがいます」と白しろウサギ。「そこが、もっともふしぎな点てんです。」（陪ばい審しん員いんはみんな困こまった顔かおをしました。）

「だれかの筆ひっ跡せきをまねて書かいたにちがいない」と王おう様さま。（陪ばい審しん員いんたちみんなの顔かおは、また明あかるくなりました。）

「どうか、陛へい下か」とジャックが言いいました。「わたしが書かいたものではありません。最さい後ごにだれの名な前まえも記しるされておりませんから、わたしが書かいたという証しょう拠こにはなりません。」

「おまえが名な前まえを書かかなかったのなら」と王おう様さま。「いっそうおまえに不ふ利りになるだけのことだ。なにか悪わるだくみをしようとしていたにちがいない。そうでないなら、正しょう直じき者ものらしく名な前まえを書かけばよかったのだから。」

　これには、みんなが手てをたたきました。これはまさに、この日ひ初はじめて王おう様さまが口くちになさった本ほん当とうにかしこい発はつ言げんだったのです。

「もちろん、これにより、この者ものの罪つみは証明された」と女じょ王おう様さま。「だから、この者ものの首くびを──」

「そんなこと証しょう明めいされちゃいないわ！」とアリス。「だいたい、その詩しがどういう内ない容ようなのかさえわかっていないじゃないの！」

「読よみあげなさい」と王おう様さま。

　白しろウサギはめがねをかけ、「どこから始はじめましょうか、陛へい下か」とたずねました。

「初はじめから始はじめなさい。」王おう様さまはとてもおごそかにおっしゃいました。「そして終おわりまで続つづけ、終おわりでやめなさい。」

　法ほう廷ていは水みずを打うったようにしんと静しずまりかえり、そのなかで白しろウサギは次つぎのような詩しを読よみあげました。





君きみは彼かの女じょのとこに行いって、




やつにぼくのことを言いったとか。




彼かの女じょは、ぼくをほめたって、




でも泳およぎはだめねと言いったとか。







ぼくは行いかぬとやつは言いう。

（そうさ、ぼくらは知しってるの。）

彼かの女じょが事ことを進すすめたら、




君きみはどうなるの？







ぼくから彼かの女じょにひとつ献けん上じょう、




彼かれらから彼かれに二つ来きた。




君きみからぼくらに三つ以い上じょう。




みんな君きみにもどってきた。







ぼくか彼かの女じょが、ひょっとして、




巻まきぞえ食くえば、話はなしが違ちがう。




彼かれらをぼくらのように自じ由ゆうにして、




と彼かれは君きみに願ねがう。







ぼくはてっきり思おもってた、

（彼かの女じょがかんしゃく起おこす前まえ）

やつとぼくらとそれのじゃましてた、




のは君きみだと、ああ、やめたまえ。







やつに教おしえちゃいけないよ、




彼かの女じょがやつらを好すきなこと、




ぜったい内ない緒しょ、秘ひ密みつだよ。




ほかの人ひとには言いわぬこと。
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「これはこれまで聞きいたなかで最さい高こうに重じゅう要ような証しょう言げんじゃ」と王おう様さまは、手てもみしながらおっしゃいました。「それゆえ、今こん度どこそ陪ばい審しん員いんたちに──」

「こんなもの、説せつ明めいできる人ひとがいたら」とアリス。（この数すう分ふん間かんですっかり大おおきくなってしまっていたので、王おう様さまの話はなしのじゃまをしてもちっともこわくありませんでした。）「二百円えんあげたっていいわ。わたしは、この詩しに意い味みのかけらもないと思おもいます。」

　陪ばい審しん員いんたちはみんな石せき板ばんに「アリスはこの詩しに意い味みのかけらもないと思おもう」と書かきとめましたが、だれもこの文ぶん書しょの意い味みを説せつ明めいしようとはしませんでした。

「もし意い味みがないのなら」と王おう様さま。「意い味みを見みつけんでもよいから、大おおいに手て間まがはぶけるというものじゃ。だが、はて、どうかのう。」

　王おう様さまは、ひざの上うえに詩しを広ひろげて、片かた目めでそれを見みながら、こう続つづけられました。

「やはりなにか意い味みがありそうな気きがするが。『泳およぎはだめねと言いった』とあるが、おまえは泳およげんじゃろう？」そうおっしゃいながら王おう様さまはジャックのほうを向むかれました。

　ジャックは悲かなしげに首くびをふって申もうしました。

「泳およげそうに見みえますか？」（もちろん、すっかり紙かみでできていましたから、泳およげるはずがないのです。）

「そこまではよい」と王おう様さま。それから詩しの文もん句くをつぶやきながら、「『そうさ、ぼくらは知しってるの』──これはもちろん陪ばい審しん員いんのことだ──『彼かの女じょが事ことを進すすめたら』──これは女じょ王おうのことにちがいない──『君きみはどうなるの？』──まったく、どうなることやら！　──『ぼくから彼かの女じょにひとつ献けん上じょう』『彼かれらから彼かれに二つ来きた』──ほら、これは、やつがタルトをどうしたかということだ──」

「でも、『みんな君きみにもどってきた』とありますけど」とアリス。

「だから、ごらん！」王おう様さまは勝かちほこったように、テーブルの上うえに並ならんだタルトを指ゆびさしながらおっしゃいました。

「明めい々めい白はく々はくではないか。それからまた──『彼かの女じょがかんしゃく起おこす前まえ』とあるが、おまえはかんしゃく持もちじゃなかったよなぁ？」王おう様さまは女じょ王おう様さまにおっしゃいました。

「かんしゃくなんか起おこすもんか！」女じょ王おう様さまはたいへんなかんしゃくを起おこして、インクつぼをトカゲに投なげつけました。（かわいそうな小ちいさなビルは、石せき板ばんに指ゆびで文も字じを書かいてもなんのあとも残のこらないのでやめていたのですが、顔かおを伝つたってしたたってくるインクを使つかって急いそいで書かき始はじめ、インクがしたたるかぎり書かいていました。）

「かんしゃく持もちなんていう餅もちは食くったことがないというわけだ。」王おう様さまはニコニコと法ほう廷ていを見みまわしながらおっしゃいましたが、一いち同どうはしんと静しずまり返かえっていました。

「しゃれだよ、しゃれ！」王おう様さまが怒おこった口く調ちょうでおっしゃったので、みんなは笑わらいました。

「陪ばい審しん員いんは評ひょう決けつにとりかかれ。」王おう様さまはその日ひ二十回かい目めになろうかという同おなじ文もん句くをまたおっしゃいました。

「いえ、いえ！」と女じょ王おう様さま。「刑けいの宣せん告こくが先さき──評ひょう決けつはあとまわし。」

「なに言いってるの！」アリスは大おお声ごえで言いいました。「宣せん告こくが先さきだなんて、ナンセンス！」

「だまらっしゃい！」女じょ王おう様さまは青あお筋すじを立たてておっしゃいました。

「だまりません！」とアリス。

「この者ものの首くびをはねよ！」女じょ王おう様さまは声こえをかぎりにさけばれましたが、だれも動うごきません。

「なによ？」とアリス。（このころには、すっかりもとどおりの大おおきさにもどっていました。）「あなたたちみんな、ただのトランプじゃないの！」

　その瞬しゅん間かん、トランプというトランプが空くう中ちゅうにまいあがり、アリスに飛とびかかってきました。アリスは、こわいのと腹はらが立たったのとで、きゃっとさけんでトランプをはらいのけようとしたのですが──。
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　ふと気きがついてみると川かわべりでお姉ねえさんのひざまくらで寝ねているのでした。お姉ねえさんは、木きからひらひら落おちてきてアリスの顔かおにかかった枯かれ葉はをやさしくはらいのけてくれていました。

「起おきて、ねえ、アリス！」お姉ねえさんは言いいました。「まあ、ずいぶんよく寝ねてたこと！」

「ああ、わたし、とてもへんてこりんな夢ゆめを見みたわ！」そう言いうとアリスは、みなさんがこれまで読よんできたふしぎな冒ぼう険けん物もの語がたりを、思おもい出だせるかぎり、すっかりお姉ねえさんに話はなして聞きかせました。話はなし終おえると、お姉ねえさんはアリスにキスをしてこう言いいました。

「ほんとにへんてこな夢ゆめね、でも、もうお茶ちゃの時じ間かんだから走はしっていってらっしゃい。おくれるわよ。」

　そこでアリスは立たちあがって走はしり出だしましたが、一いっ生しょう懸けん命めい走はしりながらも、なんてすばらしい夢ゆめだったのかしらと思おもいました。




　でも、お姉ねえさんは、アリスがいなくなったあとも、そのままそこにすわって、ほおづえをついて夕ゆう日ひをながめながら、妹いもうとアリスのこと、妹いもうとが話はなしてくれたすばらしい冒ぼう険けんのことを考かんがえていました。すると、なんだか夢ゆめを見み始はじめたのです。こんな夢ゆめでした──。

　まず、夢ゆめに出でてきたのは、妹いもうとのアリスでした。もう一いち度ど自じ分ぶんのひざの上うえにアリスのちっちゃな両りょう手てがだきついていて、目めをかがやかせて一いっ心しんに下したからこちらの目めをのぞきこんでいる感かんじがしました──あのアリスの声こえが聞きこえてきそうです。それに、しょっちゅう目めにかかる長ながい髪かみの毛けをうしろにやるために、頭あたまをくいっとうしろに動うごかすあの独どく特とくの動うごきが見みえてきそうです──そうして耳みみをかたむけ、あるいはかたむけているつもりになっていると、あたりいちめん、妹いもうとの夢ゆめに出でてきたふしぎな生いき物ものたちで息いきづいてきました。

　足あしもとの背せの高たかい草くさがガサゴソといって白しろウサギが急いそいで通とおりすぎます──おびえたネズミが近ちかくの水みずたまりをぱしゃぱしゃと進すすんでいて──三さん月がつウサギがお友ともだちと終おわりのないお茶ちゃ会かいをしてティーカップがカチャカチャいっているし、女じょ王おう様さまがかわいそうな客きゃくの首くびをはねろと命めいじている金かな切きり声ごえが聞きこえてきます──ほらまた、あれはブタの赤あかちゃんが公こう爵しゃく夫ふ人じんのひざの上うえでくしゃみをしている音おと。お皿さらやスープ皿ざらがそのまわりで割われていて──またもやグリフォンの甲かん高だかい声こえ、トカゲの石せき筆ひつのキーキーいう音おと、鎮ちん圧あつされたモルモットが息いきをつまらせる音おとがあたりに満みちており、そうした音おとに混まざって、かわいそうな海うみガメもどきのすすり泣なきが遠とおくから聞きこえてきます。

　こうしてお姉ねえさんは、目めを閉とじたまますわり続つづけ、今いま、ふしぎの国くににいるんだとなかば信しんじていました。でも、わかっていたのです。目めを開あけさえすれば、なにもかも、つまらない現げん実じつに変かわってしまうということは。──草くさはただ、風かぜにゆれてザワザワしているだけですし、水みずたまりはアシの草くさがそよぐにつれてさざなみが立たっているにすぎません──ティーカップのカチャカチャいう音おとはヒツジの首くびについた鈴すずの音ねに変かわり、女じょ王おう様さまの耳みみざわりなさけび声ごえはヒツジ飼かいの少しょう年ねんの声こえとなり──赤あかちゃんのくしゃみやグリフォンの甲かん高だかい声こえといったそのほかのふしぎな音おとは（お姉ねえさんにはわかっていました）、活かっ気きに満みちた農のう場じょうにあふれるさまざまな音おとに変かわってしまうのです──そして、遠とおくで牛うしのモーと鳴なく声こえが、海うみガメもどきの激はげしくすすり泣なく声こえだったとわかるのです。

　最さい後ごに、お姉ねえさんは、この小ちいさな妹いもうとはどんな大人おとなになるのだろうかと想そう像ぞうしました。大人おとなになってから、この無む邪じゃ気きですてきな子こどもの心こころをどんなふうに持もち続つづけるのかしら、と。きっと、まわりに今いまの自じ分ぶんのような小ちいさな子こどもたちを集あつめて、たくさんふしぎなお話はなしをしてやり、その子たちの目めをかがやかせて、わくわくさせるのではないでしょうか。ひょっとすると、ずっと昔むかしに自じ分ぶんが見みたこのふしぎの国くにの夢ゆめのお話はなしもしてやるかもしれません。子こどもたちの無む邪じゃ気きな喜よろこびや悲かなしみに一いっ喜き一いち憂ゆうしながら、きっと思おもい出だすことでしょう。自じ分ぶん自じ身しんの子こども時じ代だいを、そしてあの幸しあわせな夏なつの日ひ々びを。
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　世せ界かいじゅうの子こどもたちに愛あいされている名めい作さく『ふしぎの国くにのアリス』は、いかがでしたか。お話はなしのなかのアリスは七歳さいですが、そのモデルとなったアリスは十歳さいのとてもかわいいイギリスの女おんなの子こでした。本ほん当とうにいた子こなのです。そのアリスをおもしろがらせようと語かたられたお話はなしからこの名めい作さくが生うまれたのです。

　お話はなしを思おもいついたルイス・キャロルというおじさんは、大だい学がくで算さん数すうを教おしえる先せん生せいでした。アリスのことが大だい好すきで、しょっちゅうボートに乗のせてピクニックに連つれ出だしていました。

『ふしぎの国くにのアリス』は、そのボートの上うえで生うまれたのです。

　そのときのことは、この本ほんの最さい初しょにある詩しに書かかれています。

　アリスだけが、ボートの進しん行こう方ほう向こうを向むいて、「もっと右みぎ」とか「もっと左ひだり」とか指し示じを出だすガイドをしていました。先せん生せいはボートのはしっこにすわって、うつらうつらしていたのですが、子こどもたちに「お話はなしをして」とせがまれたのです。

　詩しで「一の姫ひめ様さま」と呼よばれているのが、一いち番ばん上うえの十三歳さいのお姉ねえさん。「二の姫ひめ」と呼よばれているのがアリス。そして「三の姫ひめ」は、八歳さいの妹いもうとです。三人にんともお話はなしのなかに登とう場じょうしますよ。お姉ねえさんは、アリスが涙なみだの池いけから鳥とりたちといっしょに上あがったとき、「あたしはあんたよりお姉ねえさんなんだから」とつむじを曲まげるオウムです。ドードー鳥どりの難むずかしい言こと葉ばづかいを笑わらうワシの子こが妹いもうとです。

「おお、ネズミよ！」と書かいてあった教きょう科か書しょをもっていたお兄にいさんは物もの語がたりに登とう場じょうしませんが、アリスの十五歳さいのお兄にいさんがモデルです。アリスには兄きょう弟だい姉し妹まいがたくさんいたんですね。

　それから、作さく者しゃのキャロルは、『ふしぎの国くにのアリス』の本ほんに「ドードーよりカモへ」と書かき込こんでお友ともだちのダックワースさんへ贈おくっていますから、ドードー鳥どりは作さく者しゃ自じ身しんのことだとわかります（「ダック」というのは英えい語ごで「カモ」のことです。それから、ドードー鳥どりというのは、今いまでは絶ぜつ滅めつしてしまった飛とべない大おおきな鳥とりです）。
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『ふしぎの国くにのアリス』はあまりにも有ゆう名めいで、とても楽たのしいお話はなしなので、絵え本ほんにも映えい画がにもなっていますし、これまでにたくさんの日に本ほん語ご訳やくがあります。

　みなさんが手てにしているこの本ほんは、ルイス・キャロルが書かいたとおりに──絵え本ほんではお話はなしを短みじかくしたりすることがありますが、そんなことはせずに──すっかりきちんと訳やくした新あたらしい訳やくです。

　これまでの訳やくとなにが違ちがうかというと、言こと葉ば遊あそびをちゃんと訳やくしているところが違ちがいます。たとえば、ウサギを追おいかけて穴あなに落おちてしまったアリスがうつらうつらしながら「ネコってコウモリ食たべる？」と考かんがえるところがありますね。こんなふうに──「ネコってコウモリ食たべる？　ネコ…ウモリ食たべる？　ネ…コウモリって食たべる？　ねぇ、コウモリってネコ食たべる？」原げん文ぶんの英えい語ごでは「キャット」（猫ねこ）と「バット」（コウモリ）の音おとの響ひびきが似にているためにこんな取とり違ちがえが起おこってしまうので、そうした音おとの遊あそびを日に本ほん語ごでも楽たのしめるように訳やくしてあるというわけです。

　ほかにも、アリスが海うみガメもどきと海うみの学がっ校こうの話はなしをして「もみ肩かた、かき肩かた」と言いっているのは、「読よみ方かた、書かき方かた」のしゃれです★。「おせっかい史し」は「世せ界かい史し」のことですね。

　そんなふうに言こと葉ば遊あそびをおもしろ楽たのしく訳やくしました。

　お話はなしのなかに出でてくる歌うたのおもしろさも、ぜんぶきちんと訳やくしたのはこの本ほんが初はじめてなんですよ。たとえば『ウィリアム父とうさん、年としだよ』の歌うた★──
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　しるしをつけたところが似にているでしょう？　このように似にた音おとにすることを、韻いんを踏ふむ（英えい語ごでは「ライムする」）と言いって、原げん文ぶんでは全ぜん部ぶこうなっているのです。歌うたのほかのところも同おなじようにライムしていますから見みつけてみてください。

　第だい10章しょうで、アリスがふるえる声こえで歌うたう歌うた★では、二行ぎょうずつ韻いんを踏ふんでいます。
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　最さい後ごの行ぎょうはクイズです。「しゃっくり」と韻いんを踏ふむ「ぱ」で始はじまる言こと葉ばはなんでしょう？　フクロウは、最さい後ごはどうなってしまうのかな？
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　そう、それから、アリスは最さい後ごにどうなってしまうのでしょう？

　この物もの語がたりの終おわりで「この小ちいさな妹いもうとはどんな大人おとなになるのだろうか」と書かかれていますが、アリスはその後あと、大おおきくなってとても美び人じんになりました。

　キャロルは、美うつくしく成せい長ちょうしたアリスのために、『かがみの国くにのアリス』という続つづきのお話はなしも書かいています。でも、そのお話はなしのなかのアリスは七歳さい半はん。アリスは永えい遠えんの少しょう女じょなのです。
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